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第68回日本医史学会総会予告

~F記の通り次期総会を開きますので，ふるって御参加下さい。また，同

，好の方々にもお誘いかけ願います。

期日昭和41年5月14日（土）15日（日）

場所神奈川県歯科医師会館

横浜市中区6丁目国電桜木町駅下車徒歩2分

会長石原明（横浜市立大学医学部講師）

特別講演

クスリのおいたち 東邦大学教授清水藤太郎

生命体験の自覚と反省 日大教授 内山孝一

会長講演

横浜医学史 横浜市立大講師 石原 明

今回は特別のプランとして第1日は午後2時開会，上記の特別講演と会

長講演を公開講演会として一般に開放，医史学の啓蒙を行います。午後5

時終了予定，午後6時より中華街において懇親会。

第2日は午前8時より午後5時まで一般研究発表にあてます。従来のよ

うに発表時間が短かいと意をつくせませんので，今回はこの点に留意する

つもりです。次の要領により演題をつのります。

一般研究発表募集要領

1人l題20分以内，時間厳守。

約1000字の講演要旨に必ず英文タイトルとスライドの有無を明記。

昭和41年3月15日まで下記の総会事務局あてなるべく書留便で送付。

宛先横浜市南区浦舟町2－33横浜市立大学医学部医史学研究室

なお，雑誌も順調に刊行されるようになりますので，発表の際に原著が

いただければ幸いです。
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第
二
十
回
国
際
医
史
学
会

第
二
十
回
国
際
医
史
学
会
に
関
す
る
要
項
書
が
こ
の
程
学
会

に
宛
て
て
送
ら
れ
て
来
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り

で
あ
る
。

開
催
日
一
九
六
六
年
八
月
二
十
二
’
二
十
七
日

場
所
西
ベ
ル
リ
ン
市

会
長
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
医
史
学
教
授

国
．
⑦
：
吋
冨
博
士

国
．
⑦
〔

I I
演
題
主
要
テ
ー
マ

１
上
口
ト
ー
Ｊ
列
Ｉ
い
〆
、
ル
』

２
十
八
世
紀

３
古
代
医
学

ド
イ
ツ
と

原
著

外
国
と
の
間
の
医
学
上
の
関
係

十
八
世
紀
と
十
九
世
紀
に
お
け
る
病
理
解
剖
学
の
歴
史

わ
が
国
外
科
に
及
ぼ
し
た
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
医
学
の
影
響
（
己

（
第
六
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会
特
別
講
演
原
著
）

４
医
学
史
の
学
問
と
研
究
の
発
展

５
医
学
と
芸
術

６
自
由
題

出
題
者
は
会
費
百
マ
ル
ク
を
添
え
て
所
定
の
用
紙
（
本
部
に

あ
り
）
に
記
入
の
上
、
十
二
月
一
日
ま
で
に
』
国
閂
盲
ら
・

鈩
侭
扁
賃
回
朋
①
弓
の
ｇ
の
邑
“
①
辱
興
普
国
・
冨
邑
閂
１
口
冨
圃
氏

あ
て
に
申
込
む
こ
と
。

な
お
発
表
用
語
は
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
定
め

ら
れ
て
い
る
。

阿 １
１
卜
！

知

波

I五

郎
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、

③
医
学
論
《
》

巻
頭
に
医
学
論
と
し
て
、
之
を
三
つ
に
分
類
し
、
六
府
よ
り
発
す
る
を
内
因
病
、
五
蔵
よ
り
発
す
る
を
外
症
、
五
蔵
六
府
よ
り
発
す
る
傷
病

を
府
内
外
因
病
と
し
て
い
る
。
「
虚
寒
実
熱
ニ
カ
ョ
ウ
テ
何
ニ
モ
不
依
莫
也
」
だ
か
ら
「
熱
シ
タ
レ
共
血
垂
リ
ヌ
レ
バ
（
脱
血
）
散
シ
（
熱
が

散
、
乙
、
イ
ョ
イ
ョ
虚
ス
故
手
肩
ハ
六
月
ニ
モ
振
也
（
悪
感
戦
標
）
‐
｜
と
し
、
内
病
と
疵
の
関
係
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。

⑥
入
神
所
在
法
〃

日
本
外
科
の
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ
か
ら
の
影
響
は
果
し
て
、
い
つ
頃
か
ら
起
っ
た
か
を
決
め
る
こ
と
は
至
難
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
ザ
ビ
ェ
ー

の
渡
来
以
前
の
外
科
書
で
、
し
か
も
、
そ
の
影
響
が
多
少
、
後
の
時
代
迄
続
く
も
の
を
基
準
書
と
し
て
探
り
た
い
。

そ
れ
に
は
宗
田
本
の
「
金
瘡
之
書
全
部
」
（
外
題
、
金
瘡
療
治
抄
）
一
冊
、
写
本
を
探
る
こ
と
に
し
た
。
巻
頭
に
明
暦
三
丁
酉
年
（
一
六
五

七
）
八
月
十
八
日
午
刻
二
書
と
あ
り
、
巻
末
に
「
千
時
延
文
二
年
（
二
一
孟
七
）
丙
申
六
月
七
日
書
是
元
弘
以
来
先
朝
吉
野
臨
幸
之
際
於
四
方

郡
類
之
中
尋
訪
疵
療
治
之
術
道
令
口
伝
秘
薬
之
奥
早
髪
南
都
四
天
王
寺
八
幡
等
之
合
戦
蒙
疵
ヲ
之
族
已
及
数
百
人
依
令
云
調
練
也
大
切
云
名
薬

努
療
治
効
験
無
双
者
也
窮
掌
道
久
経
之
勤
此
薬
ヲ
害
可
云
髄
脳
抄
疵
明
方
者
也
干
時
応
永
二
年
（
二
一
九
五
）
乙
亥
潤
七
月
日
雛
非
其
道
玄
為

乃
所
望
所
焉
写
之
右
此
本
芳
賀
勝
左
衛
門
ョ
リ
相
伝
之
不
可
外
見
者
也
、
従
宮
若
張
同
上
州
伝
之
、
従
其
同
次
良
左
衛
門
付
伝
之
、
従
其
草
山

宗
右
衛
門
付
伝
之
」
と
あ
る
。
楠
正
成
編
の
①
「
金
瘡
療
治
抄
」
（
三
三
○
）
が
あ
る
と
い
う
。
本
書
は
そ
の
系
統
の
も
の
か
。

一
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
か
ら
の
影
響
前
の
外
科
ｌ
ョ
－
ロ
ッ
パ
か
ら
の
影
響
期
の
判
定

(1) 第
二
章
各

「
全
瘡
之
書
全
部
」
に
つ
い
て

塞
祁
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＠
次
に
「
宿
曜
師
」
の
名
が
出
て
、
「
年
月
日
之
人
神
ノ
在
処
一
一
疵
を
負
ヌ
レ
ハ
小
疵
ナ
レ
ト
モ
死
ト
申
人
侍
り
、
其
モ
サ
ル
妄
ニ
テ
侍
レ
ト

モ
、
毎
月
十
五
日
ハ
入
神
遍
身
ニ
ァ
レ
ト
モ
手
負
皆
不
死
、
何
ヲ
ヤ
ィ
ワ
ン
ャ
」
そ
し
て
個
人
差
が
あ
る
か
ら
注
意
せ
よ
と
述
べ
、
金
瘡
の
禁

ヒ
ガ
シ
マ
ク
ラ

忌
事
項
と
し
て
、
「
春
三
月
ハ
束
頭
二
不
寝
」
又
「
夏
三
月
ハ
南
向
ハ
王
相
ノ
方
ニ
テ
ィ
ム
也
」
さ
ら
に
「
月
水
ノ
女
人
ニ
不
可
見
、
懐
妊

ノ
女
、
夫
二
不
可
見
」
、
「
猿
ノ
類
ヲ
ョ
セ
ス
」
こ
の
よ
う
に
ｇ
四
四
。
な
も
の
が
現
れ
る
。

メ
ン
ジ
ユ
コ
ウ
ケ
ッ

最
後
に
「
愚
老
、
若
年
ヨ
リ
以
来
、
得
名
、
医
師
廿
八
人
二
面
受
、
口
交
シ
、
其
後
ヨ
リ
人
ノ
物
証
ヲ
記
シ
集
メ
タ
ル
和
漢
ノ
医
書
ト
モ
ヲ

ユ
メ
ユ
メ

披
見
シ
、
詮
ヲ
リ
、
要
ヲ
抜
テ
記
ス
、
是
療
總
故
実
ト
ス
奴
と
可
秘
と
と
」
要
す
る
に
本
書
は
室
町
期
の
和
漢
医
書
に
現
れ
た
外
科
に
関
す
る

綜
説
と
見
な
し
う
る
。

④
十
善
十
悪
ノ
相

内
容
は
第
一
、
疵
死
生
ヲ
知
実
以
下
五
十
条
で
あ
る
。
疵
死
生
の
予
后
判
断
に
は
顔
貌
の
視
診
を
最
重
要
視
し
、
殊
に
眼
に
つ
い
て
の
観
察

を
注
意
す
る
。
又
死
相
を
表
し
て
い
る
患
者
（
「
若
シ
心
地
損
シ
ァ
ラ
ク
、
ハ
タ
ラ
キ
、
ム
ナ
モ
ト
サ
、
メ
キ
ナ
ン
ト
ス
ル
時
節
二
呑
合
ス
レ

ハ
返
ス
実
ア
リ
」
）
に
「
草
山
ス
ヶ
ニ
似
ダ
ル
、
力
山
ス
ヶ
ョ
リ
モ
、
葉
木
ソ
キ
ァ
リ
、
ソ
レ
ヲ
取
テ
一
掬
ハ
ヵ
リ
、
水
一
一
ス
リ
タ
テ
、
汁
ヲ

絞
テ
能
干
シ
テ
服
ス
可
」
と
あ
る
。
又
、
こ
の
よ
う
に
使
用
す
る
薬
と
し
て
、
生
白
薬
と
生
青
薬
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
。

⑨
止
血
法

第
二
、
十
善
十
悪
ノ
相
、
予
后
判
定
の
規
準
で
あ
る
。
こ
の
第
一
、
第
二
条
の
判
定
規
準
は
比
較
的
後
世
ま
で
続
く
も
の
で
、
ド
イ
ツ
中
世

の
ブ
ル
ン
シ
ュ
ウ
イ
グ
外
科
（
後
述
）
の
記
載
中
に
も
存
す
る
が
、
東
西
共
に
別
々
に
予
后
判
定
を
重
視
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う

タ
ト

（
法
医
学
的
の
目
的
に
も
重
要
と
い
う
）
。
「
維
上
十
善
ノ
相
、
傭
タ
リ
ト
モ
手
負
子
細
ア
テ
俄
二
血
走
ル
宴
ア
ラ
ハ
不
吉
ト
可
思
、
是
第
一
之

不
吉
也
、
但
、
血
ヲ
ト
メ
灸
ヲ
ス
ヘ
シ
、
度
々
モ
ナ
ラ
ハ
必
ス
可
死
卜
心
得
テ
療
治
ヲ
止
テ
退
出
也
」
こ
の
記
事
は
当
時
の
外
科
全
般
を
う
か

が
う
恰
好
の
も
の
で
あ
る
。

疵
死
生
ヲ
知
莫

内
容
は
第
一
、
疵
死
生
ヲ
知
実
以
下
五
十
条
で
あ
る
。
疵
死
生
の
予
后
判
断
に
は
顔
貌
の
視
診
を
最
重
要
視
し
、
殊
に
明

注
意
す
る
。
又
死
相
を
表
し
て
い
る
患
者
（
「
若
シ
心
地
損
シ
ァ
ラ
ク
、
ハ
タ
ラ
キ
、
ム
ナ
モ
ト
サ
、
メ
キ
ナ
ン
ト
ス
”

返
ス
実
ア
リ
」
）
に
「
草
山
ス
ヶ
ニ
似
ダ
ル
、
力
山
ス
ヶ
ョ
リ
モ
、
葉
木
ソ
キ
ァ
リ
、
ソ
レ
ヲ
取
テ
一
掬
ハ
ヵ
リ
、
水
一

テ
能
干
シ
テ
服
ス
可
一
と
あ
る
。
又
、
こ
の
よ
う
に
使
用
す
る
薬
と
し
て
、
生
白
薬
と
生
青
薬
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
。

第
三
は
血
ヲ
留
宴
、
こ
れ
に
は
薬
方
と
し
て
前
記
の
生
白
薬
、
生
青
薬
、
松
縁
、
さ
ら
に
民
俗
的
な
「
足
毛
馬
ノ
尿
ヲ
以
テ
同
馬
ノ
ク
ソ
ヲ

（ 4 ）



第
五
、
疵
ノ
血
酔
留
ル
夷
。
第
六
、
腸
出
タ
ル
ヲ
入
莫
。
第
七
、
疵
ノ
血
不
垂
ヲ
垂
ス
宴
。
第
八
、
筒
に
籠
レ
ル
血
ヲ
出
ス
更
（
胴
ノ
出
血
）

第
九
、
疵
ノ
ロ
ヲ
開
更
。
第
十
、
疵
二
依
テ
物
ノ
狂
成
ル
夷
。
第
十
一
、
箭
尻
ノ
籠
タ
ル
ヲ
抜
ク
夷
。
（
こ
の
中
で
特
異
な
点
は
「
大
ナ
ル
磁
石

ニ
テ
金
ケ
ノ
分
ヲ
ス
ハ
ス
ル
吉
也
）
。
第
十
二
、
骨
ヲ
継
莫
（
「
湯
柳
木
ヲ
コ
シ
キ
ニ
入
テ
ム
シ
テ
其
上
二
切
ダ
ル
方
ノ
切
ヲ
ア
テ
、
ニ
ノ
骨
ノ

髄
ノ
中
に
騏
麟
血
ヲ
ケ
ッ
リ
テ
カ
リ
ク
キ
’
一
立
テ
是
ヲ
ツ
ヶ
テ
虎
ノ
骨
モ
吉
ナ
リ
、
此
両
種
ナ
ク
ハ
膳
ノ
緒
ヲ
ケ
ッ
リ
テ
サ
ス
也
」
。
こ
の
条

に
初
め
て
針
（
刀
）
が
出
る
。
又
、
「
手
足
切
落
ダ
ル
」
患
者
の
処
置
の
記
載
が
あ
る
。
第
十
三
、
筋
ヲ
継
莫
。
第
十
四
、
頭
ノ
切
夕
ル
ヲ
継

更
（
「
急
々
如
律
令
卜
百
返
、
薬
師
ノ
各
号
十
二
返
、
南
北
十
二
大
願
薬
師
如
来
卜
可
唱
」
）
。
第
十
五
、
手
負
ノ
命
ヲ
ヒ
カ
ウ
ル
夷
。
第
十
六

手
負
口
籠
更
。
第
十
七
、
疵
ヲ
不
腫
治
方
。
第
十
八
、
表
愈
テ
底
ノ
不
愈
疵
ノ
宴
。
第
十
九
、
疵
ノ
人
中
風
脚
気
二
成
ヲ
治
ス
ル
蔓
。
第
廿
、
疵

ノ
ク
サ
リ
テ
朽
行
ヲ
愈
シ
留
篁
。
第
廿
一
、
疵
一
一
脚
気
ノ
寄
ダ
ル
治
方
。
第
廿
二
、
射
疵
ホ
ノ
ロ
狭
ク
底
深
ヲ
治
方
。
第
廿
三
、
疵
ノ
ロ
内
へ

マ
ク
リ
テ
可
死
実
。
第
廿
四
、
疵
ノ
深
サ
浅
サ
キ
ヲ
知
蔓
、
第
廿
五
、
疵
二
子
細
有
リ
テ
一
夜
ノ
間
二
頓
二
愈
実
。
第
廿
六
、
疵
頓
二
肉
ヲ
生

ス
ル
宴
。
第
廿
七
、
乃
不
愈
疵
ヲ
愈
ス
更
。
第
廿
八
、
旧
疵
ノ
発
ダ
ル
夷
。
第
廿
九
、
疵
二
虫
ノ
相
来
宴
。
第
什
、
毒
矢
二
当
ダ
ル
更
（
解
毒

薬
、
甘
草
ノ
粉
、
葛
粉
、
カ
チ
栗
ノ
粉
）
。
第
什
一
、
陰
ノ
切
ヲ
継
莫
。
第
冊
二
、
洗
ユ
ッ
ル
夏
（
疵
洗
薬
、
湯
柳
、
大
ハ
コ
、
芭
蕉
、
唐
竹
葉
、

人
参
粉
二
分
。
要
す

⑧
そ
の
他
の
諸
章

①
鎮
痛
法

ス

チ
フ
ホ
シ

第
四
条
は
「
疵
ノ
苦
痛
ヲ
止
夷
」
で
あ
る
。
天
南
星
と
石
灰
、
五
頭
薬
（
多
分
に
日
農
一
。
で
あ
る
）
、
「
児
干
（
ヲ
ロ
シ
タ
ル
子
也
）
ノ
粉

ヲ
三
銭
湯
ニ
テ
モ
酒
ニ
テ
モ
可
、
可
呑
、
女
人
ノ
孕
ミ
テ
四
、
五
月
ニ
テ
ヲ
ロ
シ
タ
ル
子
ヲ
子
テ
用
ユ
ナ
リ
」
、
独
活
粉
一
両
、
天
南
星
一
両

人
参
粉
二
分
。
要
す
る
に
目
哩
ｏ
な
要
素
が
介
入
し
て
い
る
。

似
す
る
。

十
度
斗
シ
メ
ホ
シ
シ
テ
黒
焼
ニ
シ
付
ケ
ル
」
等
、
さ
ら
に
「
経
ノ
木
ヲ
灰
二
焼
テ
粉
ニ
シ
」
付
け
る
。
こ
こ
に
黒
薬
が
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う

に
薬
方
、
灸
、
焼
灼
（
唐
蓬
卜
根
チ
シ
ャ
ト
ヲ
等
分
二
合
テ
ッ
キ
テ
餅
二
造
リ
テ
疵
二
押
ア
テ
其
上
ニ
カ
ネ
ヲ
焼
テ
当
ル
ナ
リ
）
、
又
止
血
と

鎮
痛
に
呪
文
（
急
々
如
律
令
ト
三
度
唱
テ
）
及
び
そ
れ
に
類
似
の
行
為
が
あ
る
。
ブ
氏
の
冒
畠
旨
昌
ぐ
匡
日
（
後
述
）
と
共
に
、
偶
然
東
西
類

（ 5 ）



⑪
考
按

「
金
瘡
之
書
全
部
」
を
採
っ
た
理
由
。
す
で
に
古
く
「
医
心
方
」
湖
誰
赫
馳
華
諦
観
嬉
鴫
嘩
鐸
函
惟
尭
轌
冊
罐
聡
円
は
典
拠
を
明
ら
か
に
し
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
記
述
で
論
じ
た
大
著
で
あ
り
、
そ
の
巻
十
五
に
は
主
と
し
て
燦
疽
を
、
巻
十
六
に
は
今
日
の
悪
性
腫
瘍
と
認
む
く
き
「
悪
核
腫
」
の

記
載
等
、
諸
腫
瘍
を
論
じ
、
さ
ら
に
巻
第
十
七
に
は
潰
瘍
を
、
さ
ら
に
巻
第
十
八
に
は
金
創
の
諸
創
を
述
べ
て
、
当
時
と
し
て
は
完
膚
な
い
論

著
で
あ
る
。
殊
に
「
全
部
」
に
現
れ
た
目
色
喪
。
な
要
素
も
、
「
医
綱
本
紀
」
聖
徳
太
子
撰
の
呪
法
の
項
に
「
医
療
無
効
者
」
に
或
は
鬼
神
、
或

は
天
文
陰
陽
秘
府
祭
詞
、
或
は
験
僧
ノ
呪
縛
等
、
以
下
主
と
し
て
「
諸
仏
恨
之
而
遣
申
凡
法
」
に
よ
っ
て
現
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
医
心
方
」
に

至
っ
て
は
「
人
神
所
在
法
第
八
」
及
び
「
月
〈
改
所
在
法
」
等
、
当
時
の
夫
々
合
理
的
な
解
釈
に
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
「
金

瘡
之
耆
全
部
」
に
現
れ
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
よ
う
な
合
理
論
か
ら
離
れ
て
民
間
伝
承
の
ナ
イ
ヴ
な
目
日
僧
冒
昌
ぐ
巨
冒
な
形
に
変
し
て
お
り
、
そ

れ
が
後
世
、
鷹
取
流
に
も
そ
の
形
で
現
れ
る
こ
と
と
な
る
。

す
で
に
傷
科
、
瘡
腫
の
記
載
は
古
く
「
医
綱
本
紀
」
に
も
現
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
で
な
く
、
中
国
か
ら
の
影
響
の
中
に
、
例
え

ば
騏
麟
喝
一
つ
に
し
て
も
「
薬
経
太
素
」
の
中
に
「
本
出
南
蛮
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
諸
源
流
を
、
さ
ら
に
厳
密
に
検
討
し
、
南
方
的
の

藤
マ
ツ
、
蓮
葉
、
経
ノ
木
、
ソ
ク
ッ
）
。
第
汁
三
、
疵
ヲ
跡
ナ
ク
愈
ス
宴
。
第
冊
四
、
疵
ノ
ア
ト
ク
ホ
キ
ヲ
如
本
成
ス
実
。
第
叶
五
、
疵
ノ
シ

、
ノ
失
タ
ル
ヲ
相
来
セ
シ
ム
ル
宴
。
第
冊
六
、
疵
ノ
ロ
高
愈
タ
ル
ヲ
押
ス
夷
。
第
什
七
、
疵
ノ
甘
肉
落
ス
実
。
第
什
八
、
頭
ノ
疵
ノ
跡
ヨ
リ
髪

ヲ
マ
ス
夷
。
第
冊
九
、
頭
ノ
疵
二
脳
ノ
出
タ
ル
ヲ
治
ス
実
。
第
四
十
、
頭
烏
帽
子
ノ
ュ
ィ
ト
ノ
左
ノ
上
射
レ
タ
ル
腰
居
テ
右
足
ナ
ヘ
タ
ル
ヲ
治

夷
。
第
四
十
一
、
曾
利
ノ
更
（
破
傷
風
）
。
第
四
十
二
、
疵
ニ
ョ
リ
喉
へ
血
ノ
出
宴
。
第
四
十
一
二
、
手
負
身
内
苦
ク
眼
ノ
色
変
ス
ル
治
方
。
第

四
十
四
、
疵
薬
ノ
宴
（
唐
ノ
白
薬
、
高
麗
ノ
白
薬
、
日
本
ノ
白
薬
、
諸
家
ノ
秘
薬
）
。
第
四
十
五
、
禁
好
物
ノ
大
夷
。
第
四
十
六
、
疵
二
可
灸

治
様
。
第
四
十
七
、
疵
ヲ
蒙
テ
必
ス
死
可
所
ノ
夷
（
左
右
ノ
小
耳
ノ
根
、
鳩
ノ
尾
、
心
、
心
サ
キ
章
門
、
ヒ
チ
ノ
カ
カ
リ
、
尻
ト
フ
グ
リ
ト
ノ

間
、
項
ノ
上
）
。
第
四
十
八
、
爪
ノ
疵
ノ
宴
。
第
四
十
九
、
写
薬
ノ
更
。
第
五
十
、
河
骨
療
治
ノ
夷
。
第
五
十
一
、
射
疵
二
血
不
垂
ヲ
ダ
ラ
ス

夷
。
第
五
十
二
、
疵
ヨ
リ
息
出
ヲ
止
実
。
第
五
十
三
、
疵
ノ
煎
物
ノ
宴
。
第
五
十
四
、
頭
打
破
リ
ナ
ッ
キ
出
タ
ル
ヲ
治
実
。
第
五
十
五
、
膏
薬

ノ
更
（
近
江
之
国
、
湯
次
庄
野
村
秘
蔵
膏
薬
以
下
五
種
の
膏
薬
の
記
載
）
。
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②

当
時
の
バ
ー
ド
レ
、
ニ
コ
ラ
ウ
の
書
翰
（
示
垂
酢
雄
年
）
に
も
、
薩
隅
の
諸
港
と
印
度
と
支
那
、
さ
ら
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
船
の
往
復
が
し
げ
し

げ
行
れ
、
鹿
児
島
湾
や
大
隅
薩
摩
半
島
の
港
に
は
支
那
の
ヂ
ャ
ン
ク
船
や
、
ポ
ル
ガ
ル
商
船
の
ナ
ゥ
の
帆
船
が
、
い
つ
も
碇
泊
し
て
て
い
た
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
外
科
の
影
響
の
は
じ
め
を
決
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

有
名
な
ピ
ン
ト
の
「
巡
廻
記
」
に
載
っ
て
い
る
大
内
義
長
に
対
す
る
銃
創
治
療
を
、
文
献
に
現
れ
た
、
わ
が
国
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
外

科
手
術
だ
と
の
説
が
あ
る
。
そ
の
推
定
は
天
文
十
三
、
四
年
頃
、
つ
ま
り
一
五
四
四
、
五
年
頃
で
あ
る
。

①

大
体
、
家
裁
野
一
一
年
表
垂
軒
錘
年
を
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
私
船
に
よ
る
諸
侯
と
の
貿
易
時
代
」
と
す
る
学
者
が
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
種
子

島
に
漂
着
し
た
の
は
訳
垂
吐
一
章
で
あ
る
（
一
五
四
二
年
説
も
あ
る
）
。
そ
の
前
年
一
五
四
二
年
頃
に
は
す
で
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来
て
お

も
の
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ
的
の
も
の
の
中
国
を
介
し
て
伝
来
し
た
点
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。
著
者
は
そ
の
能
力
に
欠
け
る
の
で
、
こ
の
点
を
意

識
的
に
廻
避
し
て
、
日
本
外
科
が
直
接
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
も
の
の
み
を
採
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
「
金
瘡
之
耆
全
部
」
は
、
そ
の
時
代
の
実
際
に
則
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
世
、
南
蛮
系
の
諸
書
が
、
著
し
く
、
こ
の
線
に
沿

い
、
夫
々
俗
書
に
近
い
実
践
害
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と
の
比
較
に
、
こ
の
「
全
書
」
を
採
る
の
を
最
も
適
当
だ
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

ブ
Ｑ
Ｏ

い
高
も

⑧

天
文
十
八
年
五
月
頃
に
は
ザ
ピ
エ
ー
の
渡
来
以
前
に
も
拘
ら
ず
、
す
で
に
悪
魔
祓
い
に
十
字
の
印
を
つ
け
る
風
習
が
あ
っ
た
と
い
う
。

延
伍
狸
九
④

賀
貿
多
の
渡
来
は
、
そ
の
頃
で
、
天
文
年
間
に
は
巷
間
で
賀
貿
多
遊
び
が
行
れ
て
い
た
と
い
う
。

以
上
の
諸
事
実
か
ら
判
断
し
て
、
ザ
ビ
ー
の
渡
来
云
垂
叫
秘
年
以
前
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
薬
方
な
り
薬
剤
の
一
部
が
伝
来
し
た
こ
と
は
疑
い

引
用
文
献

①
富
士
川
勝
「
日
本
外
科
史
」
三
十
七
頁

(2)

ョ
ｌ
ロ
ッ
パ
医
学
か
ら
の
影
響
の
は
じ
め
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な
い
。ル

イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
ィ
ダ
の
医
療
活
動
は
余
り
に
有
名
で
あ
る
が
、
認
蕊
騒
ル
マ
ン
、
ア
ン
ー
ニ
ォ
、
デ
ィ
ァ
ス
は
マ
ラ
ッ
カ
を

出
発
し
て
日
本
に
向
う
際
、
多
量
の
医
薬
、
処
方
並
に
外
科
入
門
書
を
携
行
し
た
と
い
う
。

③
当
時
の
外
科
書
を
年
代
順
に
記
載
し
、
何
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
影
響
書
か
を
検
討
し
て
見
た
い
。

⑩ ⑧⑦ ⑤@) (a (2) （1）⑪
年
代
不
明
「
中
条
流
金
瘡
」
雪
碓
（
著
者
蔵
）
。

以
上
の
よ
う
に
十
一
部
が
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ
的
の
影
響
に
つ
い
て
対
照
と
な
る
本
で
あ
る
。

(9) (6)

⑨
⑩
の
異
本
七
部
あ
り
。

讓
唾
垂
奔
「
外
科
聿
巨
」
圭
雌
（
北
長
下
医
書
と
あ
り
）
（
富
士
川
本
）
。

報
醗
椚
群
「
鬼
法
」
富
小
路
範
実
著
考
悔
（
富
士
川
本
）
。

沃
垂
酎
垂
年
「
霊
蘭
集
」
細
川
勝
元
著
考
唯
（
富
士
川
本
）
。

私
玲
垂
奔
「
外
科
新
明
集
」
僧
良
善
著
考
帷
（
富
士
川
本
）
。

蔀
毒
蓋
李
「
家
伝
退
誉
聚
験
方
」
久
志
本
常
光
著
毒
味
（
富
士
川
本
）
。

孟
証
匙
癖
「
金
瘡
治
事
」
「
金
瘡
一
流
療
法
」
曽
根
祐
磧
箸
（
中
沢
氏
秘
方
筌
十
一
冊
中
の
第
五
編
）
琴
碓
及
五
冊
（
富
士
川
本
）
。

ま
垂
唖
寺
「
外
療
新
明
集
」
「
外
療
経
験
方
」
鷹
取
秀
次
著
馴
斡
上
三
冊
（
著
者
蔵
）
。

訣
垂
群
奔
「
外
科
捷
径
方
」
慶
祐
法
眼
著
雪
孵
（
富
士
川
本
）
。

壬
証
吋
垂
年
「
換
骨
秘
録
」
吉
益
半
笑
著
雪
碓
（
富
士
川
本
）
。

訳
証
蛛
圭
年
「
換
骨
抄
」
吉
益
半
笑
著
雲
碓
（
富
士
川
本
）
。
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②
の
「
鬼
法
」
は
特
記
す
べ
き
記
事
は
な
い
。

③
の
「
霊
蘭
集
」
は
従
四
位
下
右
京
大
夫
源
勝
元
著
で
大
和
守
片
岡
晴
親
の
校
で
あ
る
。
巻
末
に
「
天
文
丙
午
冬
十
一
月
朔
、
大
和
守
片
岡

晴
親
謹
識
」
と
あ
っ
て
、
二
種
の
写
本
が
あ
る
。
本
朝
医
考
に
「
管
領
細
川
勝
元
政
務
之
暇
、
嗜
医
術
、
略
閲
歴
代
之
方
書
、
抜
其
華
、
提
其

要
、
誌
以
倭
字
、
聚
成
一
書
冊
、
名
日
霊
蘭
集
」
。
又
本
邦
医
家
古
籍
考
に
「
霊
蘭
集
細
川
勝
元
撰
、
仁
和
寺
書
目
二
出
タ
リ
。
頁
書
名
ヲ
伝

フ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
其
有
無
不
詳
」
と
あ
る
。
書
中
、
観
血
記
事
は
な
い
が
、
破
傷
風
患
者
の
症
例
の
記
載
が
あ
り
、
「
全
部
」
や
「
医
学
書

（
伝
）
」
と
共
に
日
本
的
な
も
の
の
基
準
の
参
考
と
な
り
う
る
。

薬
剤
の
一
つ
二
つ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
記
載
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
直
ぐ
こ
れ
を
採
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
前
述
基
準
書
と
比
較
し
て
、

鷹
取
流
と
吉
益
半
笑
（
咲
）
斉
の
も
の
に
は
明
ら
か
に
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
影
響
を
認
め
う
る
最
初
の
外
科
書
と
断
定
し
た
い
。

曾
根
祐
磧
家
伝
の
「
金
瘡
一
流
療
治
」
は
全
体
に
、
そ
の
後
に
続
く
贋
取
流
に
酷
似
し
て
い
る
の
で
、
一
括
鷹
取
流
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
七
に
「
問
薬
ニ
テ
生
死
ヲ
知
ル
」
、
生
死
の
予
后
判
定
に
問
薬
（
清
夏
散
を
使
用
、
七
才
未
満
の
童
子
の
尿
を
服
用
せ
し
め
、
そ
の
吐
か
不

吐
を
以
て
判
定
と
す
る
、
後
世
「
外
科
訓
蒐
図
彙
」
の
該
当
項
に
も
あ
る
）
。
を
使
用
す
る
の
は
特
異
で
あ
る
。
す
で
に
鉄
砲
伝
来
後
の
も
の

で
あ
る
の
で
、
そ
の
二
十
三
に
は
「
鉄
炮
の
玉
抜
様
」
が
あ
る
。
そ
し
て
二
十
七
の
「
手
を
切
落
シ
タ
ル
を
接
様
」
二
十
八
の
「
指
ヲ
切
落
シ

の
項
に
、

味
深
い
。

な
い
。 又

こ
の
害
は
前
述
の
「
金
瘡
之
害
全
部
」
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
科
の
影
響
を
受
け
な
い
外
傷
外
科
の
書
で
あ
る
の
に
対
し
、
擁
疽
を
対
照
と
し

た
外
科
の
代
表
書
と
い
っ
て
よ
く
、
乳
癌
の
記
載
は
な
く
、
薬
剤
も
主
と
し
て
和
漢
両
様
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
但
し
、
縫
合
の
記
事
は

⑩
の
「
北
長
下
医
書
」
と
外
題
の
あ
る
「
外
科
伝
」
は
年
代
か
ら
い
っ
て
対
照
の
外
に
あ
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
本
書
の
特
記
す
べ
き
点
は
針
（
刀
）
の
立
て
よ
う
を
詳
細
に
記
述
し
、
特
に
凛
疽
に
お
い
て
爪
除
去
法
に
特
徴
が
あ
る
。
即
ち
爪

の
切
り
よ
う
の
図
示
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
世
、
薦
取
流
及
び
山
本
玄
仙
の
「
万
外
集
要
」
に
も
採
ら
れ
て
あ
り
、
そ
の
影
響
が
大
き
い
。
擁

の
項
に
、
「
悉
針
ヲ
ス
ヘ
シ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
膏
薬
外
科
時
代
前
に
お
い
て
、
観
血
手
術
の
み
に
頼
っ
て
い
る
点
、
著
し
く
積
極
的
で
、
意
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タ
ル
ヲ
接
様
」
の
よ
う
に
、
金
瘡
に
具
体
的
な
記
載
が
多
い
。
と
く
に
三
十
二
の
「
腹
腸
出
タ
ル
ヲ
入
様
」
の
章
に
「
膳
ヨ
リ
上
カ
ラ
腸
ノ
出

ダ
ル
疵
ハ
癒
、
下
ハ
不
癒
」
と
あ
る
の
は
観
察
が
細
く
、
実
際
的
で
あ
る
。
創
に
青
木
葉
を
使
用
し
、
或
は
牛
善
の
葉
を
用
ふ
る
な
ど
、
謄
取

流
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
当
時
の
粗
朴
な
外
傷
創
の
処
置
が
う
か
が
い
う
る
。
鷹
取
流
に
も
あ
る
冒
紺
旨
幽
牙
匡
ョ
な
章
（
九
）
に
、
「
時
の
人

神
、
年
の
入
神
ヲ
知
」
と
し
て
「
医
心
方
」
に
拠
っ
て
い
る
。
全
章
五
十
九
、
何
れ
も
実
際
的
で
、
縫
合
、
切
開
、
血
管
損
傷
の
処
置
、
破
傷

風
の
予
防
（
破
傷
風
ト
ハ
「
ソ
リ
」
卜
云
也
。
尤
ソ
リ
カ
ヘ
ル
病
ナ
リ
。
是
ヲ
角
弓
反
張
卜
云
。
此
病
ハ
疵
ノ
ロ
ョ
リ
風
入
テ
、
或
ハ
悪
感

シ
、
或
ハ
熱
シ
、
筋
ツ
リ
、
急
二
背
へ
ソ
リ
カ
ヘ
ル
事
ナ
リ
。
是
一
大
事
也
、
早
治
ス
ヘ
シ
と
一
召
、
脳
損
傷
、
骨
折
が
主
な
記
載
項
目
で
南

蛮
流
と
較
べ
、
外
科
技
術
の
上
の
み
か
ら
い
え
ば
大
き
い
見
劣
り
は
な
く
、
当
時
と
し
て
は
程
度
が
高
い
。

⑥
「
金
瘡
一
流
秘
伝
抄
」
鐸
砕
知
春
剛
御
殿
罐
一
年
（
一
六
二
六
）
（
著
者
蔵
）

㈹
「
外
科
方
彙
」
写
本
、
一
冊
。
、
鷹
取
養
巴
（
著
者
蔵
）

著
者
の
目
に
と
ま
っ
た
も
の
だ
け
で
も
、
七
部
あ
る
。
富
士
川
本
の
「
外
療
新
明
集
」
の
表
紙
裏
に
、
富
士
川
勝
氏
自
筆
と
思
わ
れ
る
書
込

み
が
あ
る
。
「
私
接
ス
ル
ニ
外
療
経
験
方
ハ
後
人
ガ
窓
に
改
鼠
セ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
、
其
字
体
ノ
他
ノ
字
体
一
一
類
セ
ザ
ル
ニ
テ
推
測
ス
ル
ニ
、
此

書
、
再
版
ノ
ト
キ
書
舗
ノ
狼
リ
ニ
改
刻
セ
シ
モ
ノ
ヵ
」
と
記
し
て
あ
る
。
「
外
療
経
験
方
」
の
み
に
現
れ
た
呪
文
や
、
金
瘡
座
敷
の
作
り
よ
う

⑪
膳
取
流
外
科
書
の
検
討

(5) 当
時
最
も
よ
く
行
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

②
「
外
療
細
遡
」
三
巻
・
一
冊
鍾
張
叶
一
〈
年
（
著
者
蔵
）

②
「
外
療
細
璽
」
三
冊
本
と
一
冊
本
と
あ
り
、
鍾
罎
斗
函
年
識
語
（
富
士
川
本
）

⑧
「
外
療
新
明
集
」
上
、
中
、
下
、
一
冊
、
賓
錘
秘
岼
（
著
者
蔵
）

㈲
「
外
療
経
験
方
」
上
、
中
、
下
・
一
冊
・
潭
錘
訊
岼
（
富
士
川
本
）

同
右
、
胡
罰
鈍
奔
（
富
士
川
本
）

「
金
瘡
一
流
秘
伝
抄
」
窯
鉢
浄
一

( 10)



㈲
油
薬
、
従
来
の
和
漢
の
外
科
に
は
現
わ
れ
な
い
。
「
外
療
細
璽
」
下
、
十
七
丁
裏
に
「
是
ハ
南
蛮
人
用
ヒ
ル
薬
ナ
リ
」
と
い
っ
て
い
る
通

り
で
あ
る
。
「
ヤ
シ
ヲ
ノ
油
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

ク
サ

．
「
外
療
細
璽
」
の
巻
中
に
「
丹
毒
之
見
様
」
が
あ
る
。
「
草
卜
云
ハ
丹
毒
ヲ
一
云
う
」
と
し
て
赤
草
、
走
草
、
黒
草
、
燃
草
、
切
草
、
穴

草
、
浮
草
、
髪
草
、
歯
草
、
胸
草
、
乳
草
、
股
草
、
水
草
、
脚
草
、
以
上
現
在
の
丹
毒
を
含
め
、
す
べ
て
の
皮
下
蜂
窩
繊
炎
及
び
現
在
の
皮
層

病
を
も
含
め
、
表
在
性
の
疾
患
を
記
述
し
て
い
る
。
乳
草
の
中
に
は
「
乳
核
ア
リ
テ
堅
ク
成
リ
テ
塞
ク
フ
ル
イ
付
テ
醒
ル
ナ
リ
」
乳
腺
炎
と
共

に
乳
癌
を
も
含
め
て
る
。

㈹
初
め
て
多
く
の
膏
薬
の
使
用
。
万
安
膏
（
松
脂
、
仙
人
草
）
、
仏
下
膏
（
松
脂
、
荷
葉
、
白
物
）
、
神
仙
膏
（
松
脂
、
燕
糞
、
玄
蚕
白

ヲ
シ
ロ
ヒ

ブ
ン

ヒ
サ
ギ

物
）
、
太
全
膏
（
松
脂
、
鼠
実
、
白
物
）
、
石
林
膏
（
鍬
シ
若
枝
葉
）
、
辰
干
膏
（
脂
、
楯
子
、
黄
柏
、
丹
響
、
白
物
、
朱
砂
）
、
万
金
膏
（
脂
、

仙
人
草
、
白
物
）
、
太
乙
膏
（
自
止
、
川
言
、
大
黄
、
ノ
榔
、
当
販
、
黄
苓
、
荷
集
、
重
薬
、
仙
人
草
）
、
吸
疾
膏
（
脂
、
仙
人
草
、
白
物
）
、

プ
コ

保
命
膏
（
脂
、
阿
仙
薬
、
藤
胞
、
乳
香
、
篦
麻
子
、
Ⅲ
弓
、
白
莚
、
積
榔
、
防
風
、
荊
芥
、
白
檀
）
・
王
璃
膏
（
脂
、
没
薬
、
乳
香
、
白
物
）

そ
の
他
、
仙
人
膏
、
金
仙
膏
、
吸
乙
膏
、
一
目
膏
、
紫
金
膏
、
千
仁
膏
、
万
勝
膏
、
膿
失
膏
、
吸
六
膏
、
光
明
膏
、
万
用
膏
、
大
愈
膏
、
惣

勝
丹
、
清
金
丹
、
金
竜
膏
、
疵
膏
薬
、
方
用
膏
、
用
定
膏
、
安
平
丹
、
専
用
膏
、
以
上
の
よ
う
に
二
干
二
方
の
膏
薬
が
あ
る
。
す
で
に
、
こ
の

時
代
に
膏
薬
外
科
時
代
に
移
行
し
て
い
る
。

に
見
え
る
ｇ
措
一
。
的
な
も
の
も
、
そ
の
為
に
後
人
の
追
加
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
よ
う
で
あ
る
。
「
金
瘡
一
流
秘
伝
抄
」
は
巻
尾
に
「
右
者

備
前
国
麿
取
甚
右
衛
門
入
道
宗
可
一
流
之
秘
伝
、
若
年
ヨ
リ
九
十
四
歳
ノ
ー
代
仕
覚
処
之
得
薬
、
拙
者
不
残
令
相
伝
、
我
亦
仕
覚
処
ヲ
○
方
此

聿
目
二
留
置
者
也
。
為
私
之
法
雄
無
他
伝
更
奇
連
々
御
所
望
二
不
及
是
非
如
此
候
条
努
々
他
見
有
問
敷
者
也
。
干
時
寛
永
三
年
二
月
吉
日
、
鶴
原

久
右
衛
門
尉
」
と
あ
っ
て
、
全
篇
五
十
六
条
、
そ
の
中
で
七
の
「
時
之
人
神
同
年
之
人
神
ヲ
智
様
之
実
」
は
「
全
書
」
と
同
じ
く
「
医
心
方
」

的
で
あ
り
、
十
三
の
「
手
負
之
座
敷
ヲ
栫
様
之
夷
」
も
「
外
療
経
験
方
」
な
ど
に
出
て
く
る
、
有
名
な
呪
文
「
目
ノ
玉
ノ
太
郎
ノ
御
子
二
我
シ

ヵ
ラ
ハ
タ
コ
ン
ホ
ロ
ン
ソ
ワ
カ
ト
唱
フ
ベ
キ
ナ
リ
」
（
二
十
七
丁
表
）
な
ど
は
、
確
か
に
後
人
の
作
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

仙
麿
取
流
の
特
徴
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㈲
其
の
他
の
薬
方

諸
家
の
方
の
集
成
、
層
守
（
平
家
方
二
八
幡
ノ
方
）
薄
色
（
源
氏
方
一
一
用
ヒ
タ
ル
愈
薬
）
、
白
薬
（
板
倉
源
左
衛
門
尉
方
）
、
轤
珀
散
（
神
保

宗
左
衛
方
）
、
三
国
一
（
蔵
貫
豊
後
守
方
）
、
流
薬
（
轡
田
左
京
方
）
、
弘
白
散
（
丹
都
流
方
）
、
二
聖
散
（
板
坂
流
方
）
、
安
平
散
（
大
野
丹
後

守
方
）
、
九
色
散
（
曾
我
流
）
、
黄
檗
湯
（
長
屋
流
方
）
、
六
味
薬
、
等
、
何
れ
も
創
の
愈
薬
で
あ
っ
て
、
中
に
は
楕
榔
、
等
が
入
っ
て
い
る
。

㈱
外
科
的
処
置
外
科
的
処
置
に
頭
疵
、
腸
ヲ
入
事
、
欠
唇
、
骨
ヲ
続
事
等
の
記
載
が
あ
り
、
創
に
洗
薬
を
使
用
す
る
。
そ
の
中
に
は
杉
ノ

葉
以
下
四
十
二
種
の
諸
薬
を
あ
げ
て
い
る
。
何
れ
も
煎
剤
と
す
る
。
中
に
塩
が
あ
っ
て
、
「
肉
ヲ
ク
サ
ラ
カ
サ
ヌ
物
ナ
ル
’
一
依
テ
洗
上
薬
ニ
ハ

ハ
ヅ
レ

必
ス
不
迦
ナ
リ
」
と
す
る
。
幾
分
制
腐
に
役
立
ち
合
理
的
で
あ
る
。
前
述
の
「
金
瘡
一
流
秘
伝
抄
」
の
三
十
三
に
は
疵
ノ
縫
様
之
実
が
あ
る
。

そ
の
中
で
特
異
な
の
は
縫
合
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
「
布
ヲ
タ
ッ
テ
膏
薬
ヲ
付
而
、
疵
ノ
両
之
脇
二
張
付
而
其
中
へ
糸
針
ヲ
ト
ヲ
シ
テ
カ
ヶ
縫

ニ
ヌ
ウ
物
也
」
を
あ
げ
て
い
る
。
別
に
蛭
の
使
用
も
あ
る
が
、
灸
と
共
に
そ
の
慣
用
は
古
く
、
全
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
の
も
の
と
は
別
で
あ
る
。

火
針
の
記
載
、
こ
れ
と
て
も
土
佐
光
信
筆
の
「
病
草
紙
」
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ
の
烙
鉄
と
は
源
流
を
異
に
す
る
。
頭
疵
、

腸
ヲ
入
事
、
鉄
唇
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ
的
の
も
の
を
感
ず
る
。

「
外
療
新
明
集
」
は
巻
末
に
訳
垂
軌
奔
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
初
版
は
こ
の
年
と
見
る
べ
く
、
釧
鄙
凱
奔
年
版
の
も
の
と
の
間
に
は
百
九
十

一
年
の
長
い
期
間
が
あ
る
。
こ
の
約
二
百
年
に
亘
る
長
期
間
鷹
取
流
が
行
れ
た
理
由
は
、
南
蛮
流
と
は
別
に
、
使
用
薬
剤
の
民
間
伝
承
の
強
さ

と
、
和
漢
洋
折
衷
の
利
点
で
あ
ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
鷹
取
流
に
は
多
く
の
南
蛮
流
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
は
誤
り
が
な
い
。

(ii)
次
に
問
題
に
な
る
の
は
吉
益
半
笑
（
咲
）
斉
の
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
多
く
の
異
本
が
あ
る
。

⑩
「
換
骨
秘
録
」
寺
畦
詰
唾
伴
垂
轄
談
一
五
八
五
）
曲
直
瀬
玄
朔
序
（
富
士
川
本
）

②
「
換
骨
抄
」
琴
恥
（
折
本
）
吉
益
弾
正
入
花
押
、
吉
益
小
伝
次
殿
（
富
士
川
本
）

慶
長
拾
三
甲
戊
（
一
六
○
八
）

③
「
換
骨
抄
」
詰
擁
孝
恥
濟
跡
嘩
予
壼
雑
翫
郷
季
聰
（
学
識
乖
珈
一
吉
益
左
匠
助
殿
（
富
士
川
本
）

吉
益
流
外
科
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以
上
七
部
の
う
ち
、
①
の
「
換
骨
秘
録
」
が
会
も
詳
細
な
記
述
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
底
本
本
と
し
、
他
の
六
部
を
参
考
と
し
て
述
べ
る
。

③
の
「
換
骨
秘
録
」
の
洛
下
啓
迪
院
直
瀬
（
曲
直
瀬
）
玄
朔
の
序
に
は
「
河
南
吉
益
氏
有
一
医
工
、
其
名
半
咲
、
云
善
治
金
瘡
、
當
本
朝
有
外

科
之
名
世
者
、
不
論
遠
近
而
必
摩
踵
来
学
受
数
家
穂
奥
合
為
一
家
之
方
書
、
目
謂
換
骨
秘
録
炎
、
蓋
聞
孔
子
之
所
慎
、
厨
戦
疾
、
信
哉
其
言
也
、

古
来
干
才
之
道
、
盛
行
、
狂
死
之
者
不
可
勝
計
、
半
咲
業
外
科
之
後
告
有
杖
打
刃
傷
等
之
者
、
不
限
貴
賎
、
即
住
而
救
是
、
無
不
減
、
減
可
調

百
発
百
中
者
歎
、
以
古
而
比
是
則
、
華
佗
割
腸
剖
臆
刮
骨
続
筋
、
神
奇
寧
無
踊
於
此
、
平
公
丁
日
就
予
請
聞
診
候
之
奥
儀
薬
性
之
至
理
不
克
、

辞
讓
粗
革
素
難
及
明
医
論
説
以
応
其
責
、
然
後
吉
益
家
之
一
流
大
成
者
也
、
庶
幾
令
斯
害
広
伝
天
下
普
保
万
民
之
秘
命
突
」
（
天
正
拾
参
年
歳

次
乙
酉
冬
日
南
至
）
、
本
書
の
由
来
と
吉
益
半
咲
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

⑩
の
「
換
骨
秘
録
」
に
は
「
専
武
道
之
家
用
之
」
と
い
い
、
又
疵
は
従
来
唱
え
ら
れ
た
よ
う
に
臓
肪
が
感
染
症
発
呈
の
素
因
で
な
く
、
す
べ

て
の
健
康
人
も
百
病
の
な
い
も
の
は
な
く
、
そ
れ
が
故
に
熱
気
が
入
っ
て
感
染
症
の
擁
や
疽
と
な
る
。
従
っ
て
全
身
の
状
態
を
常
に
考
慮
に
入

る
べ
き
を
説
く
。
さ
ら
に
本
書
に
は
前
記
の
玄
朔
の
序
と
異
な
り
、
負
傷
者
の
一
般
状
態
、
と
く
に
局
処
並
び
に
全
身
の
安
静
（
「
寄
懸
干
物

安
座
宜
用
安
楽
湯
、
或
動
体
無
手
足
屈
伸
、
専
慎
風
寒
七
情
」
）
と
全
身
の
養
生
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

本
文
に
は
「
五
善
之
証
」
と
「
必
死
之
証
」
と
を
述
べ
て
い
る
。
創
傷
の
予
後
判
家
で
あ
る
。
と
く
に
「
手
負
豚
」
を
重
要
視
し
て
い
る
。

特
に
観
血
手
術
の
記
載
は
な
い
が
「
腸
出
法
」
の
項
に
は
縫
合
の
記
事
（
「
。
：
…
以
青
油
和
之
、
塗
腸
入
之
而
用
細
布
、
施
膏
疵
両
端
貼
之

以
糸
布
端
縫
合
随
瘻
、
宜
縫
細
之
美
」
）
が
あ
り
、
膏
薬
と
油
薬
を
使
っ
て
い
る
。
と
く
に
膏
薬
法
の
一
項
が
あ
る
。

止
血
に
は
松
緑
、
騏
麟
血
な
ど
を
主
剤
と
す
る
も
の
を
創
に
撒
布
し
、
又
、
鷹
取
流
に
も
見
ら
れ
た
「
源
氏
之
薄
色
止
血
方
」
を
使
っ
て
い

⑦ （6）（5） 倒
司司司司

換換換換
骨骨骨骨
抄抄抄秘
些些些録

一写一写一写一

冊本冊本冊本一考
、 一F

写本

、
吉
益
主
馬
亮
、
干
時
寛
永
八
年
辛
未
仲
夏
上
爵
、
匡
明
花
押
、
陽
川
庄
三
郎
殿

一
冊
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
曲
直
瀬
玄
朔
序

本
（
折
本
）
慶
安
元
年
孟
春
日
、
匡
明
花
押
、
小
堀
四
兵
衛
殿
（
富
士
川
本
）

耐
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
季
春

本
、
吉
益
主
馬
助
匡
明

冊
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
八
月
（
富
士
川
本
）

悴
（
富
士
川
本
）

（
富
士
川
本
）

（ 13 ）



染
予
防
で
あ
る
。

創
の
処
置
は
「
酢
薬
之
法
」
が
あ
る
が
、
む
し
ろ
「
染
紙
之
法
」
と
「
洗
薬
之
法
」
「
湯
治
之
法
」
が
主
体
で
あ
る
。
「
染
紙
之
法
」
は

「
椿
葉
五
十
片
、
石
用
大
釜
盛
水
以
慢
之
、
煎
為
膏
、
去
瀝
、
用
汁
、
以
厚
紙
染
之
、
○
乾
、
多
少
疵
不
拘
護
之
」
で
あ
る
。
「
洗
薬
之
法
」

は
鷹
取
流
と
大
差
な
い
。
「
湯
治
之
法
」
は
創
を
洗
薬
で
洗
う
。
洗
薬
は
何
れ
も
熱
沸
し
て
あ
り
、
器
械
的
に
汚
稔
物
を
洗
う
効
が
あ
る
。
感

①
南
蛮
、
紅
毛
両
流
外
科
の
境
界
‐
ｌ
忠
庵
系
外
科
害
を
中
心
と
し
て

①
⑥
⑦

凸
冨
“
庁
。
乱
。
司
閂
の
目
こ
と
沢
野
忠
庵
（
前
出
）
に
つ
い
て
は
、
富
士
川
、
罪
村
、
癖
場
、
淨
賀
、
睡
老
沢
、
大
鳥
、
石
原
氏
ら
に
よ
っ
て
報

告
さ
れ
、
そ
の
近
代
科
学
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
は
③
海
老
沢
有
道
教
授
の
業
績
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ニ
ス
・
へ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
の
影
響

る
0

以
上
の
よ
う
に
、
吉
益
流
は
全
身
状
態
の
保
持
を
第
一
と
し
、
感
染
予
防
に
洗
薬
を
使
用
、
陳
旧
創
に
油
乃
至
膏
薬
を
使
用
す
る
。

鷹
取
流
に
次
で
膏
薬
、
油
の
使
用
、
腹
部
損
傷
等
に
ョ
－
ロ
ヅ
パ
的
の
も
の
を
認
め
る
。

以
上
を
綜
合
す
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
・
ハ
的
の
影
響
を
は
っ
き
り
認
め
う
る
の
は
鷹
取
、
吉
益
の
両
外
科
期
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
認
め
う
る
。

⑤④③②①引

「
新
村
出
選
集
」
第
一
巻
、
八
二
三
頁

外
山
卯
三
郎
「
き
り
し
た
ん
文
化
史
」
一
三
三
頁

外
山
卯
三
郎
「

茂
野
幽
考
「
日

同
書
、
五
二
貝

即
「

用
文
献

南
蛮
学
考
」
一
二
○
頁

「
日
南
切
支
丹
史
」
二
七
頁

（ 14）



⑨
ウ
チ

浪
華
陰
舎
著
の
「
阿
蘭
陀
外
科
指
南
」
一
証
癖
地
奔
（
著
者
蔵
）
解
剖
記
事
の
「
心
ノ
蔵
ハ
胸
ノ
中
ニ
ァ
リ
。
耳
ノ
様
ナ
ル
物
ニ
ッ
ァ
リ
。
是
ハ

心
ノ
蔵
ヲ
情
メ
ル
風
ヲ
受
取
役
ナ
リ
。
心
ノ
蔵
ノ
袋
ニ
ソ
。
此
袋
ハ
肝
ノ
蔵
ヨ
リ
心
ノ
蔵
へ
渡
ス
。
血
ヲ
ウ
ヶ
ト
リ
能
血
ニ
ナ
シ
、
サ
テ
左
ノ

方
ノ
袋
ヨ
リ
筋
ア
リ
テ
血
を
総
身
へ
ワ
タ
ス
也
」
（
同
書
、
経
絡
ノ
章
、
十
三
丁
表
）
。
こ
れ
は
弓
三
旨
日
困
胃
ぐ
の
］
〉
勗
認
ｌ
岳
雪
の
血
液
循
還

論
、
画
〆
の
目
→
目
。
“
ロ
呉
。
目
８
号
日
Ｏ
ｇ
８
ａ
－
ｍ
⑦
爵
目
唱
冒
の
冒
働
口
冒
島
冒
“
》
』
争
浸
よ
り
以
前
の
も
の
、
即
ち
ガ
レ
ヌ
ス
の
も
の
で
あ
る
。

左
右
心
室
中
隔
の
通
過
性
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
説
が
よ
し
、
「
前
ベ
ザ
リ
ゥ
ス
、
前
ハ
ー
ヴ
ェ
ィ
説
」
に
拠
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
的
の
心
臓
の
解
剖
生
理
の
わ
が
国
へ
の
紹
介
と
し
て
は
劃
期
的
な
記
事
で
あ
っ
て
、
山
脇
東
洋
の
有
名
な
、
日
本
最
初
の
解
剖
塞
鑛
率
酔

よ
り
半
世
紀
前
の
事
実
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
実
か
ら
恐
ら
く
南
蛮
系
と
判
断
し
て
よ
い
の
で
あ
る
。
（
坪
井
信
道
訳
の
「
蒲

ス
ウ
イ
ー
テ
ン

爾
花
歌
、
万
病
治
準
」
第
九
冊
、
第
五
百
七
十
三
章
の
斯
徴
甸
註
は
ハ
ー
ヴ
ェ
ィ
の
名
と
共
に
、
そ
の
血
液
循
還
論
の
紹
介
が
二
丁
に
亘
っ
て

記
載
さ
れ
て
あ
る
。
即
ち
ラ
イ
デ
ン
学
統
は
時
代
か
ら
い
っ
て
当
然
で
あ
る
が
、
ハ
ー
ヴ
ェ
ィ
の
「
血
液
循
還
論
」
に
よ
っ
て
い
る
。

忠
庵
の
唯
一
の
資
料
と
さ
れ
る
「
南
蛮
流
外
科
秘
伝
」
（
罎
澤
杣
渉
戸
雪
静
一
冊
）
の
四
体
液
説
も
さ
ら
に
「
熱
寒
風
疾
見
様
」
の
記
事
を
も

こ
れ
に
当
て
は
め
れ
ば
、
大
体
、
以
上
の
諸
事
実
は
忠
庵
の
み
か
ら
紹
介
か
否
か
は
別
と
し
て
忠
庵
が
紹
介
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
医
学
論
は
、
よ
し
簡
単
粗
朴
な
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
同
じ
南
蛮
系
の
栗
崎
系
写
本
類
に
は
発
見
で
き
な

い
事
実
と
併
せ
考
え
て
、
す
で
に
海
老
沢
教
授
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
真
の
忠
庵
系
の
も
の
は
、
他
の
南

蛮
系
（
栗
崎
流
な
ど
）
と
体
質
的
に
異
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

南
蛮
、
紅
毛
両
流
外
科
の
境
界
に
つ
い
て
は
学
説
区
々
で
、
ま
だ
そ
の
決
定
を
見
な
い
。
た
だ
忠
庵
系
外
科
を
調
べ
る
と
、
十
五
世
紀
末
ド

イ
ツ
で
よ
く
行
れ
た
、
有
名
な
旨
い
昏
呂
号
周
Ｑ
冒
品
旨
．
爵
巨
冒
胃
冒
品
号
吋
言
巨
且
胃
園
昌
く
。
国
辱
①
ｇ
目
。
陣
屋
目
の
呂
芝
侭
〕
望
旨
ｍ
切
言
侭
．

し
て
い
る
の
と
較
べ
て
、
ヨ
ー

の
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
体
液
説
と
ヨ
ー
ロ
ヅ
。
ハ
的
解
剖
学
の
概
説
の
紹
介
が
果
し
て
忠
庵
の
み
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
は
疑
わ
し
い
が
、
と
も
か
く
、
そ
の
紹
介

と
、
そ
の
外
科
に
お
い
て
動
豚
瘤
、
そ
の
他
、
神
経
損
傷
、
脊
髄
損
傷
の
記
載
が
あ
っ
て
、
当
時
、
並
列
さ
れ
る
栗
崎
流
外
科
の
実
用
的
に
徹

し
て
い
る
の
と
較
べ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
医
学
思
想
の
片
鱗
が
も
た
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
忠
庵
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
っ
た
事
実
に
負
う
性
格

（ 15）



］

・
宮
口
ロ
⑦
昌
昌
品
の
馬
、
匡
雪
（
シ
ゲ
リ
ス
ト
再
刻
版
に
よ
る
、
著
者
蔵
）
の
内
容
と
略
一
致
す
る
。
即
ち
、
十
五
世
紀
末
を
中
心
と
し
、
せ
い

ぜ
い
十
六
世
紀
前
半
迄
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
れ
た
外
科
と
同
一
内
容
で
あ
る
。

す
で
に
諸
家
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
よ
う
に
、
忠
庵
が
再
々
蘭
館
に
出
入
し
、
蘭
館
医
師
の
治
療
を
見
学
し
た
点
も
見
逃
さ
れ
な
い
。
と
く

⑩

に
ニ
ハ
四
八
年
七
月
十
二
日
の
蘭
館
日
記
に
は
「
背
教
師
ジ
ョ
ア
ン
（
忠
庵
）
が
奉
行
所
の
上
士
二
人
と
来
館
、
外
科
医
に
い
ろ
い
ろ
の
薬
草

⑪

の
効
能
と
諸
病
の
治
療
」
を
訊
ね
た
記
事
が
あ
り
、
又
同
月
二
十
六
日
に
も
同
じ
く
見
学
を
し
て
い
る
。
”
忠
庵
は
こ
の
よ
う
に
蘭
館
に
出
入

し
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
吸
収
に
つ
と
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
忠
庵
系
の
医
学
に
は
、
す
で
に
、
オ
ラ
ン
グ
系
の
治
療
法
な
り
、
処
方
そ
の
他
が

混
在
し
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
「
南
蛮
流
外
科
秘
伝
」
は
、
す
で
に
富
士
川
、
関
場
、
海
老
沢
諸
氏
の
採
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
忠
庵
系
外
科
書
の
遣
さ
れ
た
資
料

が
殆
ん
ど
な
い
の
で
、
今
次
の
調
査
に
、
こ
の
本
を
底
本
と
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
省
略
す
る

が
、
外
容
は
漢
方
化
さ
れ
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
の
も
の
を
多
く
残
し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

次
に
前
述
の
「
阿
藺
陀
外
科
指
南
」
は
、
種
々
の
点
で
従
来
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。
果
し
て
忠
庵
系
な
り
や
が
問
題
で
あ
る
。
そ
の
為
め
に

は
、
そ
の
序
文
中
に
「
頃
一
友
得
於
全
書
示
予
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
本
が
「
全
書
」
な
る
今
日
、
未
知
の
本
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
て

い
る
点
の
解
決
が
第
一
で
あ
る
。
こ
の
「
全
書
」
が
い
か
な
る
本
か
不
明
で
あ
っ
た
が
、
著
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
阿
蘭
陀
外
科
全
書
」

富
士
川
本
に
山
村
宗
雪
著
、
大
町
宗
卜
撰
「
阿
蘭
陀
外
科
全
書
」
一
証
需
地
》
（
富
士
川
本
）
二
巻
が
あ
る
。
今
そ
の
序
を
見
る
と
、

、
、
、
、
、
、
℃

「
夫
医
者
以
治
病
為
責
也
、
而
今
人
不
辨
乎
治
不
治
而
一
拘
家
流
、
不
能
知
応
其
変
、
故
誤
治
者
甚
多
美
、
往
時
有
山
村
宗
雪
、
先
生
者
肥
州

長
崎
人
也
、
當
日
従
於
紅
毛
夷
人
、
以
学
外
科
、
尽
窮
其
奥
義
、
京
帥
復
捜
索
諸
家
之
秘
臨
機
変
之
術
、
真
不
精
詳
周
密
、
是
以
亦
有
年
美
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

予
師
事
先
生
、
親
炎
日
久
、
且
授
以
書
数
巻
、
因
病
而
敷
薬
則
間
有
効
験
、
錐
然
其
文
駁
雑
而
諸
者
憾
焉
、
故
妄
繁
補
略
而
以
為
一
編
、
欲
学

此
術
者
能
暁
此
書
焉
、
則
庶
手
済
人
之
一
耳
、
云
爾
、

元
録
丙
子
仲
秋
日
大
町
宗
ト
謹
識
」

（
岻
惟
宗
雪
著
）
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
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即
ち
「
阿
藺
陀
外
科
指
南
」
の
序
に
は
、
底
本
と
し
た
「
全
書
」
は
五
巻
で
あ
る
こ
と
が
明
記
し
て
あ
る
。
従
っ
て
山
村
宗
雪
の
「
全
書
」

五
巻
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
宗
雪
は
こ
れ
を
改
訂
し
て
二
巻
本
と
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
富
士
川
本
の
「
全
書
」
（
二
巻
本
）
は
「
指

南
」
と
同
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
「
往
時
有
山
村
宗
雪
」
と
あ
る
こ
と
が
、
二
巻
で
な
い
、
そ
の
も
と
で
あ
る
こ
の
五
巻
本
「
全
書
」
が
「
指

南
」
の
底
本
と
し
て
の
条
件
に
合
致
す
る
。

又
、
中
村
宗
興
の
「
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
」
五
巻
、
一
冊
、
鎮
雲
玩
酔
（
富
士
川
本
）
の
序
に
あ
る
「
瘍
医
宗
君
所
著
」
と
あ
る
。
こ
れ

も
、
山
村
宗
雪
の
前
記
の
本
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
「
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
」
は
雪
雲
唾
酔
で
、
「
指
南
」
よ
り
十
二
年
古

い
。
従
っ
て
そ
の
「
宗
君
」
は
富
士
川
本
の
「
全
書
‐
一
（
二
巻
・
）
の
大
町
宗
ト
で
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
も
当
然
「
全

書
」
（
五
巻
本
）
の
山
村
宗
雪
が
こ
れ
に
も
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
体
、
山
村
宗
雪
の
「
全
書
」
（
五
巻
本
〉
が
少
く
と
も
「
指
南
」
の
底
本
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
著
者
は
こ
の
五
巻
本

「
全
書
」
は
未
見
で
あ
る
の
で
、
以
下
の
調
査
に
は
前
記
の
富
士
川
本
の
山
村
宗
雪
著
、
大
町
宗
雪
改
訂
の
「
阿
蘭
陀
外
科
全
書
」
二
巻
を
こ

れ
に
代
え
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
表
の
よ
う
で
あ
る
。
（
表
第
五
参
照
）

今
、
そ
の
内
容
を
調
査
す
る
に
、
関
巻
し
て
、
第
一
に
「
阿
藺
陀
口
和
解
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
指
南
」
の
序
文
に
「
示
予
開
巻
薬
名
哩
語

差
尽
」
の
記
事
に
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な
和
解
集
は
当
時
、
多
く
世
に
行
れ
て
い
た
が
、
著
者
の
目
に
と
ま
っ
た
五
部
の
当
時
の
同
種
の
本

を
調
べ
て
も
、
薬
名
と
偲
語
と
共
々
記
載
さ
れ
た
も
の
は
他
に
は
な
い
。

こ
の
「
全
書
」
（
二
巻
本
）
の
「
阿
蘭
陀
口
和
解
」
は
一
、
身
体
以
下
表
の
あ
る
よ
う
に
、
十
三
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

内
容
は
、
大
体
オ
ラ
ン
ダ
語
の
和
解
で
は
あ
る
が
、
そ
の
中
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
混
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
一
の
「
身
体
之
類
」
で
も
、
よ
く

引
用
さ
れ
る
神
経
の
ネ
ル
ホ
ョ
閂
ぐ
。
や
血
液
の
サ
ン
ギ
ゆ
ぃ
晶
巨
の
や
鼻
の
ナ
リ
ス
ロ
自
国
や
足
の
ベ
イ
月
、
髪
の
カ
ベ
イ
リ
ョ
・
号
里
○
な

ど
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
三
の
「
数
量
の
言
」
は
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
例
で
あ
る
が
、
医
学
関
係
用
語

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

即
ち
、
こ
の
よ
う
に
富
士
川
本
の
「
阿
藺
陀
外
科
全
書
」
（
二
巻
）
は
山
本
宗
雪
の
原
著
で
、
そ
れ
を
門
人
の
大
町
宗
卜
が
改
訂
し
て
成
っ

（ 17）



一

I

’
｜

’’
巻 巻

一 阿
藺
陀
外
科
全
書
目
録
（
富
士
川
本
）
（
表
第
五
）

○
阿
剛
陀
製
薬
功
能
目
録

一
、
ア
キ
ス
タ
ラ
キ
ト
ム
ト
ウ
リ
コ
ム
下
シ
薬
也
凡
二
方
二
、
テ
リ
ア
力
同
方
三
、

・
ハ
ル
サ
モ
同
四
、
ム
カ
キ
ヌ
ン
五
、
ミ
イ
ラ
六
、
ウ
ン
コ
ウ
ル
七
、
ヘ
ィ
シ
ム

レ
イ
ル
八
、
ヘ
イ
ト
ロ
ハ
サ
ラ
九
、
犀
角
附
瓜
歯
皮
十
、
コ
キ
イ
ニ
ョ
十
一
、

シ
タ
ラ
フ
ウ
テ
十
二
、
ギ
タ
ラ
ブ
、
十
三
、
ハ
ウ
テ
チ
ヤ
ン
ハ
ン
十
四
、
ハ
ウ
テ
メ

ル
タ
十
五
、
ハ
ウ
テ
モ
ウ
ル
ス
十
六
、
ハ
ウ
テ
コ
ウ
フ
ラ
十
七
、
ミ
リ
ン
カ
附
腹

中
ノ
虫
ノ
図
十
八
、
ス
ラ
ン
ガ
ホ
ウ
ト
十
九
、
ド
ロ
ッ
ハ
ン
ニ
十
、
ソ
ッ
ヒ
リ
マ

ア
ト
焼
法
二
十
一
、
ベ
レ
シ
ビ
タ
ル
焼
法
二
十
二
、
鉛
焼
法
二
十
三
、
鼻
タ
ハ
コ

目
録
終

○
一
、
金
創
治
法
二
、
同
縫
糸
針
附
キ
リ
ト
ギ
ス
ノ
油
三
、
同
洗
薬
方
四
、
頭
金
瘡

五
、
治
筋
骨
断
縫
方
六
、
血
止
之
方
凡
二
方
七
、
治
金
瘡
血
不
止
癖
痛
八
、
金
箔

膏
薬
凡
九
方
九
、
同
二
十
四
時
愈
シ
ノ
方
凡
二
方
十
、
頭
金
箔
付
薬
十
一
、
矢
鉄

鉋
疵
治
法
十
二
、
兎
唇
治
法
附
縫
法
洗
薬
十
三
、
同
付
薬
凡
二
方
十
四
、
折
傷
骨

シ
ギ
十
五
、
阿
蘭
陀
治
法
総
論

○
阿
蘭
陀
口
和
解
一

一
、
身
体
二
、
五
臓

八
、
烏
獣
九
、
虫
類

○
阿
蘭
陀
人
治
法
二

一
、
病
原
論
二
、
二
経
論
三
、
熱
瘡
四
、
冷
措
五
、
風
腫
六
、
睡

七
、
疽
八
、
庁
措
、
九
、
瘻
癖
十
、
漂
疽
十
一
、
経
腫
瘡
十
二
、
小
瘡

十
三
、
水
腫
瘡
十
四
、
妻
睡
十
五
、
マ
レ
ン
コ
レ
ヤ
ト
ン
六
瘡

十
六
、
カ
レ
コ
ロ
ウ
ト
云
瘡
十
七
、
類
庁
十
八
、
下
府
瘡
、
十
九
、
重
舌

二
十
、
フ
レ
イ
マ
ト
云
瘡

三
、
六
脈
四
、
病
名
五
、
器
類
六
、
草
類
七
、
木
類

十
、
金
石
十
一
、
酒
名
十
二
、
雑
十
三
、
数
量

（
ぬ
『
）
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の
中
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
残
さ
れ
、
「
指
南
」
の
所
謂
「
僅
語
」
に
該
当
す
る
も
の
は
大
体
オ
ラ
ン
ダ
語
で
あ
る
。

次
に
「
全
書
」
（
二
巻
本
）
に
現
わ
れ
る
記
事
は
「
阿
蘭
陀
人
治
法
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
、
病
原
論
以
下
表
に
あ
る
二
十
章
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
二
、
二
経
論
と
十
八
、
下
婿
瘡
以
下
の
三
章
、
計
四
章
が
「
指
南
」
に
欠
除
し
て
い
る
が
、
他
の
十
章
は
す
べ
て
「
指
南
」
の
「
外

科
総
論
」
中
の
十
七
項
目
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

次
に
「
指
南
」
の
第
二
巻
の
「
金
瘡
之
部
」
は
全
く
忠
庵
と
同
一
内
容
で
あ
る
。
然
ら
ば
忠
庵
の
「
金
瘡
之
部
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
と

い
え
ば
、
創
を
焼
酒
で
洗
い
、
縫
合
し
て
い
る
。
そ
の
縫
合
法
は
焼
酒
で
洗
っ
て
後
、
玉
子
の
白
味
を
塗
り
縫
合
し
、
締
帯
交
換
は
朝
、
晩
各

一
回
と
し
て
い
る
。
抜
糸
は
五
日
乃
至
七
日
と
し
、
時
に
応
じ
て
間
を
置
い
て
抜
糸
す
る
。
抜
糸
後
は
黄
味
、
椰
子
油
を
塗
布
す
る
。
腹
部
創

は
椰
子
油
を
使
用
し
、
と
く
に
糞
臭
に
注
意
せ
し
め
て
い
る
。
突
疵
深
疵
に
は
深
疵
油
、
豚
肉
油
、
松
脂
、
人
油
を
使
う
。
発
膿
瘡
に
は
コ
ョ

リ
を
さ
し
、
仙
人
草
の
モ
ミ
汁
、
松
脂
、
椰
子
油
、
白
丹
化
粉
を
捜
入
す
る
。
筋
渡
、
筋
肉
の
損
傷
は
花
之
油
を
塗
布
す
る
。
骨
折
に
は
別

膏
薬
（
松
膏
を
主
薬
）
、
骨
継
の
薬
と
し
て
蝋
、
松
脂
、
ネ
ブ
木
の
脂
、
ウ
ラ
ン
等
を
使
用
す
る
。
止
血
事
、
髄
筋
疵
之
事
（
神
経
損
傷
）
、
頭

疵
之
事
、
頭
薄
葉
有
疵
験
之
事
、
髄
薄
皮
薄
葉
有
膿
験
之
事
、
髄
効
験
之
事
、
頭
疵
善
悪
験
之
事
、
頭
疵
養
生
之
事
、
胸
疵
之
事
、
経
絡
、
の

諸
項
が
あ
る
。
髄
筋
は
ネ
ル
ボ
ロ
日
く
。
で
あ
り
、
こ
れ
は
従
来
の
和
方
に
は
見
出
し
え
な
い
記
事
で
あ
る
。

こ
の
忠
庵
の
「
金
瘡
之
部
」
は
、
当
時
よ
く
行
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
、
前
掲
の
「
指
南
」
、
「
療
治
集
」
の
各
金
瘡
部
は
夫
々
全
く
一
致
し

て
い
る
。
そ
し
て
勿
論
、
そ
の
底
本
と
推
測
さ
れ
る
「
全
書
」
（
二
巻
本
）
と
も
一
致
す
る
。

即
ち
、
「
金
瘡
の
部
」
は
前
掲
の
四
書
共
、
全
く
同
一
内
容
で
明
ら
か
に
忠
庵
系
だ
と
断
定
で
き
る
。

次
に
薬
物
療
法
、
殊
に
当
時
の
外
科
療
法
を
代
表
で
き
る
膏
薬
で
あ
る
。

忠
庵
の
「
秘
伝
」
に
は
巻
之
中
に
膏
薬
二
十
八
方
、
巻
之
下
に
金
瘡
の
薬
物
療
法
十
一
方
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
前
掲
の
三
書
と
を

比
較
す
る
と
、
宗
瑛
の
「
療
治
集
」
所
載
二
十
五
方
中
、
主
薬
が
忠
庵
と
一
致
す
る
も
の
八
方
で
あ
っ
て
、
処
方
の
内
容
が
多
少
相
違
す
る
も

の
は
五
方
で
、
残
り
の
十
二
方
は
「
秘
伝
」
に
は
全
く
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
「
指
南
」
の
全
処
方
、
五
十
方
の
う
ち
カ
ス
・
ハ
ル
と
一
致
す
る
も
の
十
五
方
、
そ
し
て
ア
ン
ス
ョ
レ
ア
ン
の
二
十
八
方
中
の

（ 19）



薬
物
療
法
は
、
こ
の
点
だ
け
か
ら
い
え
ば
、
む
し
ろ
オ
ラ
ン
ダ
系
の
混
在
が
多
い
。

「
全
書
」
（
二
巻
本
」
に
は
第
二
冊
に
前
記
「
金
瘡
の
部
」
の
他
に
「
阿
藺
陀
製
薬
功
能
目
録
」
が
あ
っ
て
、
「
金
瘡
の
部
」
が
忠
庵
系
で
あ

る
の
に
反
し
、
全
く
オ
ラ
ン
ダ
系
で
あ
る
。

山
本
玄
仙
の
「
万
外
集
要
」
（
南
蛮
流
外
科
心
伝
）
一
乱
蔀
瀝
琴
（
著
者
蔵
）
は
序
に
「
和
南
両
道
」
と
明
記
し
て
あ
る
が
、
和
は
「
北
長
下

医
聿
冒
」
燕
唾
幸
寺
か
ら
採
っ
た
も
の
が
多
く
、
殊
に
、
そ
の
十
九
章
、
針
の
夷
は
「
北
長
下
医
聿
日
」
と
同
一
で
あ
る
。

山
脇
道
円
重
顕
著
「
外
科
良
方
」
（
阿
藺
陀
流
外
科
聿
曰
）
蓋
誕
誕
権
四
冊
（
著
者
蔵
）
は
全
般
に
忠
庵
系
の
要
素
を
発
見
し
難
く
、
「
乳
岩

（
ス
ヘ
イ
イ
ン
テ
ホ
ル
ス
）
」
の
記
事
は
南
蛮
系
に
は
見
出
し
が
た
い
も
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
系
と
見
る
の
が
正
し
い
し
、
「
鼻
茸
」
の
項
に
鉗
子

で
「
鼻
茸
ノ
根
ヲ
ハ
サ
ミ
」
そ
れ
を
「
ハ
サ
ミ
ノ
本
ヲ
糸
ニ
テ
能
シ
メ
ク
ク
リ
ヲ
キ
、
一
日
ニ
ニ
、
三
度
モ
其
ハ
サ
ミ
ヲ
ネ
ヂ
、
マ
ハ
シ
ヲ
ヶ

バ
」
除
去
で
き
る
と
い
う
記
事
（
「
外
科
良
方
」
巻
之
三
、
四
丁
）
は
片
倉
玄
周
の
有
名
な
鼻
茸
の
切
除
術
を
暗
示
せ
し
め
る
記
事
で
あ
っ
て

こ
れ
も
オ
ラ
ン
ダ
系
と
認
む
く
き
で
あ
ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
「
万
外
集
要
」
は
年
代
的
に
つ
い
て
忠
庵
の
医
学
活
動
前
の
も
の
で
、
考
え
る

余
地
は
な
い
が
、
「
外
科
良
方
」
は
忠
庵
前
掲
四
書
と
比
較
で
き
な
い
内
容
を
持
ち
、
す
で
に
オ
ラ
ン
ダ
系
の
混
在
さ
え
も
疑
わ
し
め
る
内
容

が
あ
り
、
「
万
外
集
要
」
の
混
在
も
多
い
。

要
す
る
に
、
「
指
南
」
、
「
療
治
集
」
は
勿
論
、
「
全
書
」
も
南
蛮
、
阿
蘭
陀
両
系
の
移
行
期
の
も
の
で
、
そ
の
混
在
の
ま
ぬ
が
れ
難
い
事
実
を

⑫

現
わ
し
て
い
る
。
最
近
宗
田
一
氏
も
薬
学
的
の
立
場
か
ら
、
「
南
蛮
医
学
か
ら
蘭
方
医
学
へ
」
‐
を
検
討
さ
れ
、
著
者
と
同
じ
結
論
を
出
さ
れ

二
十
二
方
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

大
鳥
蘭
三
郎
氏
に
よ
れ
ば
蘭
館
日
誌
、
一
六
五
二
年
五
月
廿
四
日
の
項
に
、
井
上
筑
後
守
が
発
し
た
解
剖
書
の
注
文
書
に
、
と
く
に
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
の
も
の
を
求
め
て
い
た
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
全
く
消
え
た
の
は
天
明
の
は
じ
め
頃
と
す
る
学
者
も
あ
る
）
。
両
流
の
区
別
は
漸
を
追
っ

て
オ
ラ
ン
ダ
系
に
移
行
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。

「
阿
蘭
陀
外
科
全
書
」
の
著
者
、
山
村
宗
雪
は
従
来
の
医
史
学
書
に
現
わ
れ
な
い
医
人
で
あ
る
が
、
「
崎
陽
先
民
伝
」
に
「
業
医
、
叙
法
橋
位
」

去
卜
０
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こ
こ
に
追
記
す
べ
き
は
「
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
」
に
八
十
六
例
の
当
時
の
外
科
疾
患
の
症
例
報
告
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
曲
直
瀬

玄
朔
の
有
名
な
「
医
学
天
正
記
」
二
冊
、
鏡
詠
聖
詳
と
共
に
貴
里
な
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
覧
表
に
纒
め
れ
ぱ
（
表
第
六
）
、
擁
疽
、
腫
瘍

が
主
で
、
感
染
疾
患
が
多
い
。
そ
し
て
、
外
科
療
法
は
姑
息
で
、
膏
薬
外
科
時
代
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。
即
ち
、
観
血
療
法
は
僅
か
一

七
％
に
過
ぎ
ず
、
患
者
の
年
齢
層
も
二
十
台
が
最
も
多
い
。

七
％
に
過
ぎ
ず
、

引
用
文

（
同
書
、
巻
下
、
十
丁
）
と
あ
る
。

こ
こ
に
追
記
す
べ
き
は
「
紅
毛
封

《
朔
の
有
名
な
「
医
学
天
正
記
」
一

①
富
士
川
瀞
「
日
本
医
学
史
」
（
明
治
三
十
七
年
版
）
三
六
五
頁
、
及
び
「
日
本
医
学
史
綱
要
」
（
昭
和
八
年
版
）
九
二
頁
。

②
新
村
出
「
南
蛮
記
」
三
二
九
’
三
四
七
頁
。

｢紅毛秘伝外科療治集」（表第六）

(記載症例集）

記載総症例数86例

腫 物

窪

庁瘡及瘡

風 腫

石 疽

疽

凛 疽

風 毒 腫

歯 疽

瘻

痔

脱 肛

奪 命 疽

節 毒 症

乳 岩

大 舌（舌癌）

欠 唇

六 ツ 指

胞衣不落

鼠 咬 症

便 毒

耳 病

胎 毒 瘡

奪 疽

痛 風

鼻 腐 落

筋 痙 筆

皮下蜂窩織炎？

骨 髄 炎？

赤 陽

股関節頚部骨折？

外傷（火傷ヲ含ム）

(内金瘡部記載症例5例）

献 ９
１
４
１
２
１
１
１
１
３
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
１
１
１
２
１
１
１
８

２
１ 症例年令別

|穏董〒
20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

其他不明

計

４
８
５
９
１
８
７
グ
４
６

１
１

１
２
８

な

治療法種別数

４
１
１
２
１
１
７
６
６

１

膏
６
８

軟

ｊ脱

』
Ｊ
腸
テ

開
唇
く
膨

切
欠
術

く
く
手
く主

術
形
臓
管
部
息

手
鋸
成
内
気
胸
姑
計

（21 ）



①

ス
ペ
イ
ン
の
有
名
な
戯
曲
層
Ｐ
一
の
農
。
“
は
当
時
の
医
学
的
記
事
の
多
い
戯
曲
（
廿
一
幕
）
だ
と
い
う
。
美
し
い
女
性
旨
の
号
①
鼬
と
若
い

青
年
ｇ
廉
さ
の
恋
の
悲
劇
で
あ
る
。
劇
の
題
を
な
し
て
い
る
９
－
の
豊
目
は
二
人
の
若
人
を
取
り
持
つ
老
婆
の
名
で
あ
る
。
こ
の
老
婆
は
欲

が
深
く
、
二
人
の
恋
人
を
取
持
つ
が
、
そ
の
報
酬
の
こ
と
か
ら
、
老
婆
は
力
リ
ス
ト
青
年
の
従
者
か
ら
殺
さ
れ
、
カ
リ
ス
ト
も
女
に
会
っ
た
ば

か
り
で
、
こ
の
悲
劇
の
幕
を
閉
じ
る
。
こ
れ
を
調
査
す
る
に
、
害
中
［
ｇ
ｏ
ｏ
目
誌
ぃ
里
の
巳
ｇ
の
は
云
う
迄
も
な
く
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
ガ
レ

ヌ
ス
で
あ
る
。
一
般
市
民
の
口
の
端
に
ま
で
乗
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
弘
く
名
医
の
代
表
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
南
蛮
医
学
に

関
係
の
あ
る
文
字
を
拾
っ
て
見
る
と
、
国
＆
９
－
鰯
ゅ
ｇ
鰯
（
甘
松
香
）
、
松
脂
は
屡
々
南
蛮
医
学
に
出
て
く
る
。
§
馬
巨
農
。
は
悪
魔
の
火
で
あ
り

サ
ン
ア
ン
ソ
ニ
イ
の
火
で
あ
る
。
こ
れ
は
丹
毒
の
謂
で
あ
る
。
又
、
セ
レ
ス
チ
ナ
老
婆
の
セ
リ
フ
の
中
に
見
え
る
シ
目
色
号
目
畠
。
。
ハ
ラ
の
水

は
最
も
多
く
南
蛮
系
医
書
に
出
る
。

又
、
あ
の
有
名
な
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
作
者
言
頤
巨
の
一
号
９
門
ぐ
昌
爾
齪
男
の
号
画
の
父
は
偽
医
者
（
外
科
）
で
あ
る
。
街
に
出
て
潟
血
を
し

⑪⑩⑨③⑦⑥⑤④③

石
原
明
「
医
史
学
概

海
老
沢
有
道
「
南
蛮

「
阿
蘭
陀
外
科
指
南

村
上
直
次
郎
訳
「
長

同
書
、
二
○
○
頁
。

宗
田
一
（
薬
事
日
報

（
薬
事
日
報 「

長

関
場
不
二
彦
「
西
医
学
東
漸
史
話
」
上
巻
、
六
五
’
七
五
頁
。

古
賀
十
二
郎
「
西
洋
医
術
伝
来
史
」
四
二
’
四
八
頁
。

海
老
沢
有
道
「
切
支
丹
の
社
会
運
勉
及
南
蛮
医
学
」
一
二
○
頁
、
二
五
四
頁
’
二
五
五
頁
、
二
五
七
頁
、
二
六
六
頁
、
三
一
○
頁
’
三
二
頁
。

石
原
明
「
医
史
学
概
説
」
一
九
五
五
年
版
、
二
六
七
頁
。

海
老
沢
有
道
「
南
蛮
学
統
の
研
究
」
四
九
七
’
五
一
二
頁
。

②
ブ
ル
ン
シ
ュ
ウ
イ
ク
外
科
、
タ
グ
リ
ァ
コ
ッ
チ
イ
外
科
と
南
蛮
流
外
科
と
の
比
較

、
第
三
四
三
九
号
）
（
蘭
学
資
料
研
究
会
第
六
回
大
会
講
演
要
旨
）

崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
」
第
二
輯
、
一
九
九
頁
。

’
十
三
丁
表

（22）



た
り
、
小
外
科
を
業
と
し
た
。

②

イ
ス
パ
ニ
ァ
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
当
時
は
海
外
発
展
の
必
要
か
ら
、
猶
太
教
、
回
教
、
基
督
教
の
三
つ
の
宗
教
に
所
属
し
た
医
師
団
が
あ
っ

て
、
わ
が
国
に
関
係
深
い
旨
一
切
ワ
幽
冒
の
己
鼬
は
、
こ
う
し
た
医
師
団
的
医
学
の
色
彩
を
帯
び
た
僧
侶
医
学
で
あ
る
。
恰
度
、
イ
ス
パ
ニ
ァ
の

修
道
院
医
師
印
目
：
片
時
。
の
唾
が
最
も
顕
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
参
考
に
な
ろ
う
。
当
時
の
外
科
医
は
少
習
の
『
Ｐ
ｇ
色
＆
与
国
農
ｃ
ｍ
ｃ
、

筐
８
国
胃
ら
が
傑
出
し
た
外
科
医
だ
と
い
う
。
穿
願
術
、
裁
断
術
、
骨
折
、
砕
石
術
が
主
な
重
要
手
術
で
．
造
鼻
術
は
イ
タ
リ
ア
の
タ
グ
リ
ァ

コ
ッ
チ
イ
か
ら
う
け
て
い
た
と
い
う
。
彼
我
較
べ
て
、
い
か
な
る
外
科
で
あ
っ
た
か
を
判
断
す
る
資
料
と
し
た
。

こ
の
時
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
科
で
記
載
の
す
ぐ
れ
て
、
美
し
い
木
版
画
を
挿
入
し
、
印
刷
術
の
最
初
の
波
に
の
っ
た
ド
イ
ツ
の
閏
の
『
ｏ
畠
１

日
吊
犀
目
の
号
弓
狩
の
好
著
、
目
の
宮
島
い
冒
各
帯
同
Ｑ
旨
摘
冨
国
自
葺
号
冒
晶
号
割
雪
巨
目
号
局
昌
曇
○
国
辱
の
８
目
○
胃
匡
ｍ
３
急
侭
》
些
国
吻
吻
冒
掲

、
盲
冨
。
．
？
旨
言
い
の
『
、
底
君
昂
①
目
昌
》
詞
冒
の
局
陣
９
．
、
冒
冒
ロ
。
、
司
酉
印
①
昌
己
を
調
査
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
弓
言
冒
｛
①
幽
乱

白
目
の
吻
呉
ｏ
煙
号
目
目
覺
冒
８
国
画
．
曾
晶
の
。
ｐ
呉
胃
さ
冒
画
．
思
念
ｌ
孟
忠
．
（
ご
巨
胃
言
冨
弓
の
鋤
号
の
昌
島
鋤
邑
苛
『
・
日
⑦
国
の
同
。
の
言
の
言
目
）
．
ご
ｇ

を
参
考
に
し
た
。
こ
れ
は
当
時
造
鼻
術
の
大
成
し
た
タ
グ
リ
ァ
コ
ッ
チ
ィ
の
原
著
で
挿
絵
の
ま
ま
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
シ
ゲ
リ
ス
ト
、

後
者
は
カ
ス
テ
グ
リ
オ
ニ
イ
の
今
は
逝
き
、
現
代
医
史
学
の
両
碩
学
の
解
説
が
つ
い
て
い
る
。

ド
イ
ツ
医
学
は
十
四
世
紀
か
ら
ラ
テ
ン
語
文
書
の
ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
入
っ
て
、
こ
こ
に
初
め
て
ア
ラ
ビ
ア
及
古
代
医
学
と
ド
イ
ツ
医
学
と

の
交
流
が
行
れ
た
。
そ
の
意
味
か
ら
ブ
ル
ン
シ
ュ
ウ
イ
グ
外
科
は
大
部
分
、
当
時
の
イ
ス
・
ハ
｜
ニ
ノ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
医
学
と
大
差
な
い
こ
と
を
認

め
る
。
殊
に
ブ
ル
ン
シ
ュ
ウ
イ
グ
は
胃
一
。
閏
Ｐ
顧
冒
鋤
〕
願
鳥
に
も
瀧
ん
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。
ブ
氏
は
多
読
家
で
蔵
書
三
○
○
○
巻
と
い

う
。
し
か
し
、
自
ら
は
ラ
テ
ン
語
が
書
け
ず
、
原
著
は
ド
イ
ツ
文
で
あ
る
。

原
著
は
六
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
創
傷
、
骨
折
、
脱
臼
、
薬
物
な
ど
が
主
で
、
特
殊
な
手
術
記
事
は
藏
断
術
以
外
に
は
な
い
。
一
般
医
師
向

き
の
概
説
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
解
剖
の
重
要
性
を
強
調
し
、
有
名
な
ぎ
昌
言
日
冨
・
ぃ
の
旨
ョ
８
門
も
。
１
“
盲
目
目
一
（
再
刻
版
に
も
一
三
九
七
年

と
あ
る
が
、
一
四
九
七
年
の
ミ
ス
・
プ
リ
ン
ト
だ
と
い
う
）
の
木
版
図
が
載
っ
て
い
る
。
ブ
氏
は
石
灰
を
使
用
、
二
の
人
骨
格
を
作
成
し
た
と

い
う
。
肋
骨
は
十
二
対
で
あ
る
。
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次
に
特
記
す
べ
き
は
国
骨
胃
昌
烏
伽
目
。
号
晩
号
珂
葛
匡
且
の
ロ
（
層
切
目
ｇ
宮
邑
）
、
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
美
し
い
木
版
画
で
、
と
く
に
心
臓
部

外
傷
図
が
あ
る
。
忠
庵
の
「
秘
伝
」
に
は
必
定
死
疵
之
事
と
、
不
死
疵
療
治
之
事
の
記
載
が
な
い
が
「
指
南
」
に
は
、
こ
の
記
事
が
あ
る
。
栗

崎
流
に
は
記
載
形
式
の
特
徴
と
し
て
、
金
瘡
生
死
見
分
之
事
、
金
瘡
五
悪
之
事
、
七
種
之
悪
病
之
事
、
五
善
七
悪
之
事
の
記
載
が
あ
る
。
し
か

し
、
未
だ
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
的
影
響
の
な
い
「
金
瘡
之
書
全
部
」
鎚
窄
奉
檸
写
本
・
一
冊
（
宗
田
本
）
に
は
疵
死
生
ヲ
知
夷
、
十
善
十
悪
ノ
相
ヲ
知
夷

十
種
の
外
科
器
械
に
似
て
い
る
。

止
血
は
慣
用
法
と
し
て
烙
鉄
を
使
用
す
る
。
す
で
に
、
医
史
学
上
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
周
囲
組
織
と
共
に
結
紮
す
る
法
を
も
述
べ
て
い

る
。
さ
ら
に
補
助
法
と
し
て
精
神
暗
示
法
、
月
日
畠
冒
畠
ぐ
匡
目
を
挙
げ
て
い
る
・
こ
れ
は
麿
取
甚
右
衛
尉
藤
原
秀
次
著
「
外
科
細
璽
」
讓
張
叶
奉
年

上
中
下
一
冊
（
著
者
蔵
）
の
異
本
、
「
外
療
新
明
集
」
（
外
題
、
外
科
新
明
集
）
證
弦
都
岼
上
中
下
一
冊
（
著
者
蔵
）
上
巻
、
二
十
四
丁
表
の
四
十

一
、
金
瘡
座
敷
に
呪
文
の
記
載
と
、
印
の
紙
の
貼
布
、
五
十
三
の
シ
メ
の
張
り
よ
う
、
（
芒
葉
を
共
に
シ
メ
に
な
え
て
お
く
）
が
あ
る
。
こ
れ

は
医
師
側
の
外
科
処
置
の
神
聖
、
清
浄
化
で
は
あ
る
が
、
患
者
へ
の
冒
農
一
目
牙
巨
日
に
も
当
て
は
ま
る
（
同
じ
謄
取
流
の
曾
根
祐
磧
家
伝

「
金
瘡
一
流
療
治
」
雲
確
の
十
三
に
「
手
負
ノ
座
敷
作
様
」
の
前
記
と
同
じ
記
事
が
あ
る
）
。

鎮
痛
は
次
の
薬
剤
を
使
う
。
闘
己
ｇ
の
爵
：
里
》
騨
冨
巨
爵
日
四
目
＆
①
の
①
奇
Ｐ
巨
冒
三
口
》
与
冒
昌
昏
①
。
伽
肖
匡
日
、
９
員
昌
の
回
国
房
．
９
昌
呂
日

日
目
骨
侭
○
国
．
匡
瞥
巨
日
蝉
一
○
の
“
・
Ｑ
ｇ
ｏ
目
》
○
画
ｍ
目
冒
日
を
煎
剤
と
し
て
内
服
せ
し
め
て
い
る
。
こ
れ
が
「
阿
藺
陀
外
科
指
南
」
に
は
次
の
よ

ロ
カ
イ

ぅ
に
現
わ
れ
る
。
即
ち
、
③
ハ
ッ
ハ
ァ
フ
リ
ス
（
密
粟
）
、
ト
ル
メ
ン
テ
フ
（
寮
粟
葉
）
、
ヲ
ウ
ル
ヘ
イ
（
蘆
蒼
）
、
カ
ネ
イ
ラ
（
肉
桂
）
、
又
は

⑤シ
ナ
モ
ミ
、
で
あ
る
が
、
他
の
三
書
に
は
な
い
。
ヒ
ヨ
ス
は
オ
ラ
ン
ダ
系
の
嵐
山
甫
庵
の
「
蕃
国
治
方
類
聚
」
写
本
二
冊
（
天
理
本
）
に
ヲ
ツ

ヒ
ョ
ム
（
ケ
シ
ノ
ャ
ニ
）
鎮
痛
剤
と
し
て
現
わ
れ
る
。

銃
創
に
対
し
て
は
、
銃
創
毒
に
つ
い
て
余
り
触
れ
て
い
な
い
。
目
言
冒
。
の
内
服
が
行
れ
る
。
眼
内
鉄
片
除
去
に
磁
石
を
使
っ
て
い
る
の
は

特
異
で
あ
る
。
（
忠
庵
に
は
銃
創
毒
の
記
載
が
な
い
）

プ
氏
外
科
時
代
の
外
科
器
械
の
美
麗
な
木
版
画
が
あ
る
。
各
種
の
外
科
史
書
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。
全
部
で
二
十
三
種
に
過
ぎ
な
い
。
し
か

し
、
こ
れ
は
南
蛮
系
の
山
本
玄
仙
著
「
万
外
集
要
」
記
載
の
計
十
一
種
よ
り
は
む
し
ろ
オ
ラ
ン
ダ
系
の
前
記
、
「
蕃
国
治
方
類
聚
」
所
載
の
二
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の
記
事
が
あ
り
、
こ
の
種
の
記
載
は
必
ら
ず
し
も
南
蛮
系
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
（
。
ハ
レ
系
の
「
外
科
宗
伝
金
瘡
跣
撲
篇
」
及
び
「
外
科
訓

蒙
図
彙
」
に
該
当
事
項
が
あ
る
。
と
く
に
後
者
に
は
七
悪
の
症
が
あ
り
、
後
者
に
は
死
生
を
試
み
る
に
童
便
を
も
っ
て
し
て
い
る
。
も
っ
と
も

陳
実
功
の
「
外
科
正
宗
」
第
十
は
論
病
生
死
法
で
あ
る
）
。

栗
崎
流
は
前
述
し
た
よ
う
に
「
秘
訣
」
が
最
も
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
も
の
で
、
こ
れ
に
較
べ
て
「
師
語
録
」
や
「
本
末
」
は
全
く
体
系
化
、
そ
の

上
漢
方
化
し
た
点
が
あ
る
。
今
こ
れ
ら
と
ブ
氏
の
前
記
本
の
内
容
を
比
較
す
る
に
、
両
者
に
金
瘡
生
死
見
分
之
事
が
あ
る
（
栗
崎
に
は
必
ら
ず

こ
の
記
事
が
あ
る
）
。
忠
庵
に
は
こ
れ
が
な
い
（
も
っ
と
も
「
指
南
」
に
は
あ
る
・
解
剖
に
つ
い
て
は
指
南
の
経
絡
が
最
も
よ
く
ブ
氏
の
ぐ
。
画

烏
儲
鈩
冒
さ
目
の
に
似
て
い
る
。
栗
崎
流
は
五
臓
六
府
之
辨
で
、
心
臓
の
解
剖
な
ど
は
、
外
科
向
き
の
も
の
で
医
学
思
想
は
漢
方
的
で
あ
る
。

⑦
画
、
冨
刷
目
畠
冒
８
§
・
勗
蜀
－
届
患
は
年
代
的
に
は
新
し
く
、
南
蛮
時
代
と
同
時
代
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
影
響
と
い
う
意
味
よ
り
も
、
そ
の

時
代
の
外
科
全
般
の
実
状
を
知
る
一
資
料
と
し
て
採
っ
た
・
造
鼻
術
は
イ
ン
ド
系
の
も
の
で
、
宮
“
言
口
国
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
著
《
己
③
ｅ
胃
目
匡
日
呂
胃
匡
畠
冨
ご
閂
冒
“
言
。
目
①
冒
壱
》
は
死
の
二
年
前
の
出
版
で
あ
る
。
多
く
の
美
麗
な
挿
絵
が
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
辨

状
植
皮
を
使
っ
た
り
、
現
在
で
も
使
用
す
る
イ
ン
ド
法
は
南
蛮
に
は
全
く
現
わ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
後
年
、
吉
雄
流
の
中
に
一
部
出
て
く

る
。
造
鼻
術
は
刑
罰
上
、
鼻
の
切
断
、
頬
の
損
傷
が
行
れ
た
の
に
対
す
る
成
形
法
と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
、
当
時
わ
が
国
に
そ
の
慣
習
が
な

ｅ
｝
５
Ｈ
①
回

で
あ
る
。

か
つ
た
の
で
、
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
綜
合
す
る
と
、
次
の
結
論
に
達
す
る
。

３
「
ヘ
イ
ビ
リ
」

⑥

４
外
科
的
療
法
、

１
、
粗
朴
で
は
あ
る
が
解
剖
学
が
あ
る
（
前
ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
及
び
前
ハ
ヴ
ェ
ィ
の
も
の
で
あ
る
）
。

２
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
出
て
ガ
レ
ヌ
ス
で
完
成
さ
れ
た
四
体
液
病
理
説
が
医
学
思
想
の
基
盤
で
あ
る
。
即
ち
、
殴
品
昌
覗
（
好
血
と
訳
す
）

ｃ
Ｈ
３
（
血
の
ウ
ワ
ズ
ミ
と
訳
す
、
黄
胆
汁
）
、
盟
厨
日
鐸
（
血
の
内
ノ
水
と
訳
す
、
粘
液
）
、
昌
幽
一
画
目
・
言
尉
旨
（
血
ノ
ヲ
リ
と
訳
す
、
黒
胆
汁
）

（
熱
）
、
単
純
で
は
あ
る
が
、
炎
症
思
想
を
述
べ
て
い
る
。
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⑦
神
経
（
ネ
ル
ポ
）
、
脊
髄
の
外
傷
の
記
載
、

、
処
、
、
、
、
、
、
、

こ
こ
に
追
記
す
べ
き
は
中
村
宗
澳
が
、
そ
の
「
紅
毛
秘
伝
療
治
実
」
の
中
で
「
予
ガ
述
フ
ル
所
ノ
経
絡
骨
部
ノ
説
、
医
書
二
所
論
ト
ハ
少
シ

℃
、
、
、
、

差
、
誤
可
有
是
ハ
紅
毛
夷
ノ
伝
授
ヲ
互
二
書
二
造
り
、
彼
レ
カ
治
法
ヲ
用
ン
ト
ナ
レ
ハ
彼
レ
カ
所
説
ヲ
不
可
棄
、
若
シ
此
説
ヲ
医
書
二
取
合
テ

用
ハ
弥
と
術
学
ノ
妙
効
有
ラ
ン
、
今
金
瘡
ノ
治
法
ヲ
一
々
後
二
開
陳
ス
」
と
あ
る
。
即
ち
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
南
蛮
系
で
得
た
ヨ

ー
ロ
ゾ
。
ハ
的
な
解
剖
に
つ
い
て
は
「
誤
可
有
是
」
と
い
い
、
信
念
と
し
て
は
漢
方
の
五
臓
六
肺
説
に
拠
り
な
が
ら
、
南
蛮
系
の
本
を
読
む
た
め

の
理
解
の
方
便
と
し
て
、
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ
的
解
剖
の
知
識
が
便
利
だ
と
い
っ
た
口
吻
が
見
ら
れ
る
。
解
体
新
書
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ
解
剖
学
の

正
確
性
に
対
す
る
驚
嘆
は
ど
こ
に
も
現
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
当
時
の
南
蛮
系
医
書
に
、
多
く
の
漢
方
的
表
現
方
法
や
疾
病
分
類
法

が
現
わ
れ
る
事
実
と
併
せ
て
興
味
深
い
事
で
あ
る
。

た
と
え
ば
栗
崎
道
有
の
自
筆
本
と
思
わ
れ
る
「
栗
崎
流
外
科
専
方
」
（
前
出
）
の
「
燦
疽
、
瘡
廊
」
は
二
十
九
項
目
に
つ
き
漢
文
に
て
記
載
、

欄
外
に
は
「
外
科
正
宗
」
の
註
を
記
し
、
病
論
は
漢
方
に
拠
っ
て
い
る
。
「
擁
は
腸
属
六
冊
、
主
表
、
陽
気
軽
清
：
．
：
。
」
の
よ
う
で
あ
る
。
と

く
に
栗
崎
道
有
正
弘
が
編
輯
し
、
仙
台
侍
医
、
瘍
科
猪
股
松
順
独
幹
が
訓
点
を
し
た
「
外
科
集
成
」
（
前
出
）
は
五
十
巻
、
四
十
七
冊
の
大
冊

で
あ
る
が
、
そ
の
形
式
は
全
く
漢
方
化
し
て
了
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
飽
迄
漢
方
に
対
す
る
強
い
執
着
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑤
欠
唇
手
術
、
驍
栂
、
水
弾
手
術
、

閏
頭
部
外
傷
に
穿
願
術
、

⑥
動
静
豚
瘤
の
記
載
、

③
焼
針
、
平
針
等
の
メ
ス
に
よ
る
観
血
術
。
膿
瘍
に
「
ロ
ヅ
フ
ト
ウ
リ
ョ
ン
‐
一
、
「
水
銀
剤
一
の
旋
弔
、

⑪
止
血
法
は
動
静
豚
性
出
血
の
区
別
と
、
烙
鉄
の
使
用
、

②
血
管
の
周
囲
組
織
と
共
の
結
紮
、

(3）

柴
崎
流
外
科
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。
「
栗
崎
流
金
創
秘
訣
」
の
意
義

栗
崎
流
の
写
本
の
流
布
は
、
忠
庵
に
比
し
、
非
常
に
多
い
。
そ
の
集
約
整
理
は
関
場
氏
に
よ
っ
て
完
成
し
て
い
る
が
、
著
者
は
年
代
的
に
は

相
違
は
あ
る
が
、
富
士
川
本
の
「
栗
崎
流
金
創
秘
訣
乾
坤
一
冊
、
雲
鵠
云
奔
四
月
晦
日
（
写
本
）
を
最
も
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
も
の
と
し
て
採
り
た

い
。
こ
の
写
本
は
栗
崎
道
有
正
羽
聿
自
と
あ
っ
て
、
四
代
正
羽
の
増
補
校
正
し
た
正
羽
自
筆
本
で
あ
る
。
そ
の
目
録
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
分
類
で
、

内
容
と
共
に
漢
方
的
な
片
鱗
さ
え
も
発
見
で
き
な
い
。
小
型
本
な
る
も
、
能
筆
で
あ
っ
て
、
殆
ん
ど
現
代
に
も
通
じ
う
る
近
代
的
な
記
載
様
式

で
あ
る
。

目
録
乾
の
巻
、
（
頭
疵
、
面
部
、
耳
部
、
頬
並
口
中
、
首
並
咽
喉
、
欠
唇
）
。

坤
の
巻
（
肩
部
、
手
部
、
胸
脇
、
乳
腹
、
手
足
並
指
、
惣
身
）
。

こ
の
「
秘
訣
」
を
通
じ
、
和
様
の
表
現
法
で
は
あ
る
が
、
比
較
的
正
確
な
解
剖
術
語
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
劃
期
的
な
記
載
法
で
あ

る
。
「
疵
、
胸
、
ア
ゞ
ハ
ラ
切
り
通
り
、
肝
臓
ノ
上
ニ
ウ
ス
キ
皮
有
、
是
ヲ
世
俗
ニ
ミ
ノ
キ
モ
ト
云
、
こ
れ
は
胸
脇
の
金
創
部
に
出
て
い
る
が
、

さ
ら
に
「
階
ヨ
リ
上
ノ
疵
は
小
腸
出
ル
、
胃
ノ
肺
出
ル
事
モ
有
、
又
胄
ノ
脈
ヲ
マ
ト
イ
タ
ル
マ
ク
ヲ
世
俗
二
油
腸
ト
云
、
入
カ
タ
キ
ハ
少
シ
シ

切
取
テ
腹
ニ
オ
サ
メ
テ
良
、
但
世
俗
二
腹
ノ
皮
ノ
間
ニ
マ
ク
有
、
其
下
ニ
ォ
ヶ
胴
卜
云
テ
常
ハ
ャ
ワ
ラ
ヵ
ナ
リ
、
気
ヲ
張
ル
時
ハ
骨
ァ
零
ハ
ラ
ノ

如
カ
タ
ク
ナ
ル
」
。
こ
の
小
腸
、
胃
、
油
腸
、
オ
ケ
胴
何
れ
も
正
し
い
。
オ
ヶ
胴
の
記
載
は
斥
帛
の
国
“
①
冒
匡
⑳
２
－
臼
『
の
の
症
候
を
、
よ
く
表
現
し
得

て
い
る
。
と
く
に
大
腸
は
「
大
ニ
シ
テ
色
赤
シ
」
と
い
い
、
小
腸
は
「
色
青
ク
シ
テ
小
キ
也
」
と
い
っ
て
区
別
を
し
、
腹
部
損
傷
に
よ
る
腸
脱

患
者
の
処
置
に
「
腸
サ
バ
キ
ト
云
ハ
其
ワ
タ
出
タ
ル
ョ
リ
殊
々
二
一
編
ツ
ッ
サ
バ
ク
リ
見
レ
バ
、
ソ
ノ
本
末
知
レ
ル
也
」
と
あ
る
。
こ
の
記
事

は
当
時
に
あ
っ
て
は
、
実
際
的
で
経
験
者
で
な
く
て
は
一
云
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
腹
の
切
リ
ヤ
ウ
の
中
に
「
阿
蘭
陀
ニ
テ
疵
ヲ
シ
モ
ク

ニ
切
破
リ
テ
入
ル
ト
有
、
夫
ハ
悪
シ
◎
疵
ノ
長
二
随
テ
六
、
七
分
程
モ
切
可
キ
也
、
其
時
ハ
皮
斗
切
レ
ハ
腹
ノ
マ
ク
ハ
脂
ヲ
以
テ
ョ
ク
サ
ヶ
バ

広
ク
成
ル
也
、
ア
ャ
ブ
ム
ベ
カ
ラ
ズ
、
病
人
ヨ
ワ
リ
’
一
不
成
、
疵
切
破
ル
事
ハ
擁
切
リ
ヲ
以
ス
ヘ
キ
也
、
価
テ
常
々
擁
切
リ
ノ
先
ノ
ッ
ン
ト
切

レ
ル
ヲ
所
持
ス
レ
。
ハ
此
時
二
入
也
、
腸
ヲ
ヨ
セ
テ
皮
ヲ
切
ル
時
一
一
ツ
ン
ト
切
ル
先
へ
、
人
サ
シ
指
ヲ
カ
ヶ
廻
シ
ワ
タ
先
（
腸
）
二
右
ノ
擁
切
ヲ

不
掛
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
疵
ロ
ヲ
少
切
、
ヒ
ロ
グ
ル
也
」
こ
の
記
事
な
ど
も
直
載
で
、
類
書
に
見
ら
れ
な
い
修
飾
の
な
い
実
際
的
記
事
で
あ
る
。
勿
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栗栗栗金南ご享栗金

鳴嚥鳴鬘蔦七鱸創
外科外術病二年有訣
科秘科

譽毎弱秘書秘
録 事

南
竜
流
外
科
実
用
全

聿
巨 南

竜
流
金
箔
仕
掛

一
子
伝
集

▲
南
竜
流
栗
崎
金
瘡

本
末
撰
奇

（
井
上
貞
重
本
）

南
竜
流
外
科
真
伝

南
蛮
流
金

睡
耆

問
答
録

師
弟
問
容

外
科
専
方

▲
金
癬
師
語
録
全
書

栗
崎
道
有
正
羽

享
保
六
年

一
七
二
一

南
蛮
流
金
瘡
外
科

栗
崎
流
外
科

●
印
ハ
多
分
二

漢
方
化
シ
ダ
転

写
本

七六煮

|下|上四三三 、ド 上 六五四二一一

栗
崎
家
五
徳
、
師
語
録
全
書
発
端
、
道
喜
先
生
禁
戒
訶

金
済
名
目
、
定
義

金
瘡
生
死
見
分
、
五
悪
、
七
種
之
悪
症
、
金
瘡
之
脈
、
急
処
次
第
、
五
善

七
悪
、

五
体
之
色
体
、
五
臓
六
川
之
弁

巻
木
綿
、
卵
木
綿
、
酸
木
綿
、
保
津
志
、
手
拭
木
綿

焼
酒
、
鶏
卵
、
厳
酷
、
引
油
、

金
創
縫
針
、
金
瘡
縫
糸
（
禁
）
本
方
糸
引
、
焼
金
、
添
木

血
留
、
創
二
栓
ヲ
指
心
得
、
金
瘡
膏
薬
、
金
物
改
ル
、

縫
創
仕
掛
、
不
縫
疵
仕
掛
、
手
負
向
時
心
得
、

竹
木
石
一
一
当
夕
疵
、
金
箔
浅
深
ヲ
見
ル
心
得
、
眼
疵
仕
掛

風
ヲ
引
サ
ル
ヤ
ウ
早
ク
疵
口
ヲ
可
包

焼
酒
、
玉
子
、
酷
、
油
、
針
、
糸
、
焼
金
、
添
木

金
瘡
生
死
ノ
見
分

焼
酒
洗
漉
、
止
血
、
縫
合
、
玉
子
煉
合
モ
メ
ン
、
泉
酷
木
綿
、
木
綿
、
抜

糸
後
処
置
ｌ
木
綿
カ
ラ
ホ
ッ
シ
、
愈
膏
薬

焼
金
（
止
金
）

腸
整
複
法

頭
部
、
面
部
、
耳
部
、
如
並
口
中
、
首
並
咽
喉
、
欠
唇

肩
部
、
手
部
、
胸
脇
、
乳
腹
、
手
足
並
指
、
惣
身
、

簡
素
、
記
載
類
書
中
最
モ
科
学
的
、
自
家
経
験
的
（
症
例
加
入
）

解
剖
記
事
（
殆
ド
ナ
シ
、
心
腎
二
経
、
油
膜
ヲ
ヶ
胴
、
大
小
腸
生
理
、
膀

胱
）

切
落
シ
タ
ル
指
ノ
縫
合
三
例

胸
部
（
血
胸
ｌ
胸
血
落
リ
、
焼
酒
注
入
法
）

内
臓
（
腹
壁
切
開
ｌ
立
切
、
シ
モ
ク
切
、
肝
外
傷
、
腸
管
縫
及
柳
木
皮
）

陰
茎
外
傷
（
尿
道
狭
窄
防
止
ｌ
ヤ
ハ
ラ
カ
ン
セ
ン
ヲ
サ
シ
置
）

附
庖
瘡
後
ノ
鼻
腔
狭
窄
拡
張
法

機
能
恢
復
ノ
顧
慮
（
屈
伸
部
機
能
考
慮
）

（
四
国
）

（
表
第
七
）



論
、
四
代
正
羽
時
代
に
は
オ
ラ
ン
ダ
系
の
時
代
で
あ
る
。

二
ゴ
ロ
ｍ
し
吟
ノ
ォ
ｌ
１
ｌ
Ｕ
Ｉ
｛
｜
、
ゾ
ー
向
肺
肝
４

⑥
栗
崎
流
薬
方

次
に
栗
崎
流
の
薬
方
で
あ
る
が
、
そ
の
オ
リ
ヂ
ナ
ル
に
近
い
も
の
と
し
て
「
一
子
伝
集
」
考
峠
雲
郵
玩
弄
（
富
士
川
本
）
を
採
っ
た
。
栗
崎

流
家
伝
秘
極
抜
書
で
小
冊
で
は
あ
る
が
、
漢
方
化
し
て
い
な
い
内
容
を
保
っ
て
い
る
・
巻
末
に
長
崎
南
蛮
流
栗
崎
道
意
喜
長
、
門
人
搭
崎
道
清
喜

秀
と
あ
る
。
そ
の
薬
方
も
主
に
引
薬
と
痛
止
薬
と
腫
物
表
へ
出
膏
薬
の
三
種
類
に
大
別
さ
れ
、
と
く
に
痛
止
薬
は
「
イ
ノ
ン
ト
汁
、
臼
ニ
テ
搗
、

天
目
十
盃
、
面
香
汁
、
同
三
盃
、
ハ
タ
カ
麦
十
五
匁
、
カ
チ
麦
、
同
上
、
右
各
四
味
水
五
合
ヲ
入
、
二
合
二
煎
ス
、
水
気
半
分
二
減
ル
程
煎

シ
、
其
後
胡
麻
油
五
合
ヲ
入
、
再
煎
シ
テ
水
気
頓
二
減
ル
時
、
椰
子
、
天
目
三
盃
程
入
煎
シ
テ
水
気
段
と
二
減
ス
ル
時
、
乳
香
、
十
匁
入
、
蝋

そ
の
他
、
頭
疵
の
中
に
「
脳
二
刀
入
タ
ル
ハ
眼
サ
シ
カ
ワ
リ
テ
、
上
目
ツ
カ
イ
シ
テ
振
ィ
、
ソ
リ
ヶ
出
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
こ
の
記
載
も
、
他
の

す
べ
て
の
記
載
の
通
り
、
そ
の
実
地
経
験
者
で
な
け
れ
ば
記
述
で
き
な
い
も
の
で
、
「
昔
、
長
崎
ニ
テ
父
ノ
代
二
脳
切
ハ
ナ
レ
、
脳
汁
出
ダ
ル

者
治
ス
ル
、
吾
長
崎
ニ
テ
ハ
チ
ワ
レ
（
ハ
チ
ノ
骨
は
頭
蓋
骨
で
あ
る
。
ソ
リ
ヶ
は
痙
筆
フ
エ
は
気
管
、
）
」
を
治
癒
せ
し
め
た
症
例
の
記
載
、
さ

ら
に
四
肢
切
断
に
つ
い
て
、
「
手
ハ
ヒ
ヂ
ョ
リ
先
切
落
、
腰
ハ
ヒ
ザ
ョ
リ
先
切
落
シ
タ
ル
ハ
十
二
九
ツ
ハ
快
気
、
元
ヨ
リ
切
落
シ
タ
ル
ハ
十
二

九
ハ
必
ズ
死
ス
」
と
し
、
指
の
離
断
、
さ
ら
に
「
左
ノ
手
ノ
甲
ヨ
リ
一
文
字
二
切
落
ス
」
患
者
に
つ
い
て
、
か
な
り
詳
し
い
症
例
記
載
が
あ
っ

て
、
離
断
直
後
、
縫
合
せ
る
も
、
「
骨
二
黒
ミ
ッ
キ
」
次
第
に
黒
色
化
し
て
行
く
状
態
を
克
明
に
書
い
て
い
る
。

解
剖
の
和
名
孜
に
つ
い
て
は
富
士
川
本
に
著
者
不
明
の
写
本
、
「
蔵
府
和
名
孜
」
が
あ
る
。
素
間
金
置
真
論
、
や
和
名
抄
、
医
心
方
な
ど
に

ヨ
セ
コ
シ

よ
っ
た
旨
が
あ
る
が
、
肝
（
岐
毛
）
、
脾
（
与
古
之
ｌ
寄
来
ノ
義
、
運
化
食
物
也
）
、
肺
（
布
久
布
久
之
）
、
腎
（
元
良
度
ｌ
当
聚
処
之
義
、
言

イ
ル

精
気
所
聚
之
処
也
）
、
胆
（
以
ｌ
射
之
義
）
、
小
腸
（
保
曾
和
多
、
又
古
和
多
、
ｌ
和
太
者
、
和
多
和
加
未
留
之
略
語
、
保
曾
和
太
古
和
太
共
対

於
保
和
多
、
即
大
腸
之
略
）
、
胃
（
久
曾
布
久
路
、
毛
之
波
美
ｌ
尿
髪
之
義
）
、
大
腸
（
波
良
和
太
、
又
於
保
和
多
）
で
あ
る
。
解
体
新
書
期
前

の
外
科
に
現
わ
れ
る
解
剖
名
は
こ
の
和
名
に
よ
る
場
合
が
時
々
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
勢
は
肝
、
心
、
脾
、
肺
、
腎
の
五
臓
論
に
よ
っ
て
い

え
て
い
る
と
思
う
。

そ
の
他
、
頭
疵
（

プ
Ｑ
Ｏ

し
か
し
、
こ
の
中
に
初
代
の
栗
崎
道
喜
時
代
の
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
も
の
を
多
く
温
存
し
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四
代
道
有
正
羽
の
自
筆
本
「
栗
崎
流
外
科
専
方
」
毒
帷
（
富
士
川
本
）
は
薬
剤
に
つ
い
て
最
も
詳
細
で
あ
り
、
栗
崎
流
と
称
す
る
二
十
六
方

を
挙
げ
て
は
い
る
が
職
そ
の
個
々
の
内
容
は
す
べ
て
忠
庵
と
大
同
小
異
で
あ
る
。

何
れ
に
し
て
も
栗
崎
流
の
オ
リ
ヂ
ナ
ル
に
近
い
も
の
程
、
金
瘡
を
主
体
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
栗
崎
流
師
弟
問
答
」
尋
州
（
著
者

蔵
）
や
「
栗
崎
流
問
答
録
」
←
郡
（
富
士
川
本
）
を
通
じ
て
も
現
れ
て
い
る
し
、
「
栗
崎
流
金
瘡
書
」
旱
却
（
著
者
蔵
）
と
し
て
「
金
創
秘
訣
」

上
下
二
巻
の
謄
本
が
弘
く
行
れ
た
が
、
さ
ら
に
「
南
蛮
流
栗
崎
金
瘡
本
末
撰
奇
」
箏
祁
（
著
者
蔵
）
と
し
て
栗
崎
家
五
徳
と
栗
崎
家
師
語
録
以

下
二
十
章
に
現
わ
れ
た
と
こ
ろ
も
終
始
金
瘡
で
あ
る
。
と
く
に
忠
庵
系
や
、
他
の
南
蛮
系
と
異
な
り
、
実
際
的
で
、
巻
木
棉
（
縛
帯
法
）
の
記

載
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
忠
庵
系
に
は
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
「
栗
崎
流
金
瘡
書
」
は
勿
論
「
金
創
秘
訣
」
の
整
理
統
合
し
て

成
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
頭
部
以
下
金
創
部
の
分
類
十
こ
の
よ
う
に
大
綱
は
一
致
を
見
る
が
、
細
部
は
著
し
い
修
正
が
見
ら
れ
る
）
。

＠
「
南
蛮
流
栗
崎
金
瘡
本
末
撰
奇
」
（
特
に
そ
の
五
臓
六
脈
之
辨
）

「
南
蛮
流
栗
崎
金
瘡
本
末
撰
奇
」
は
栗
崎
家
五
徳
を
は
じ
め
、
栗
崎
家
師
語
録
全
書
発
端
、
道
喜
先
生
禁
戒
詞
な
ど
に
夫
々
栗
崎
流
の
ア
ウ
ト

ラ
イ
ン
を
知
る
諸
事
項
の
記
載
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
二
代
以
後
に
逐
次
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
五
臓
六
府
之
辨
に
つ
い
て
も
い

い
う
る
こ
と
で
、
「
指
南
」
の
解
剖
記
事
が
新
鮮
で
、
そ
の
心
臓
の
生
理
解
剖
は
正
し
く
ヨ
ー
ロ
ヅ
・
ハ
的
で
あ
る
の
に
比
し
、
「
本
末
撰
奇
」

に
現
わ
れ
る
解
剖
記
事
、
例
え
ば
心
臓
は
「
心
ハ
肺
管
ノ
下
、
胴
膜
ノ
上
二
有
テ
背
ノ
第
五
ノ
推
二
付
、
其
形
尖
円
一
一
シ
テ
蕊
ノ
如
シ
、
其
中
二

寮
ア
リ
、
多
小
同
シ
ヵ
ラ
ス
、
四
ノ
糸
有
テ
、
四
臓
一
一
通
ス
、
君
主
ノ
官
ニ
シ
テ
神
明
ヲ
出
シ
衆
理
ヲ
ソ
ナ
ヘ
、
万
蔓
一
一
応
ス
」
さ
ら
に
腸
、

膀
胱
、
腎
の
記
載
の
後
で
「
心
包
絡
へ
心
ヲ
包
ノ
膜
ナ
リ
、
心
横
ノ
膜
ノ
上
堅
ノ
膜
ノ
下
ニ
ァ
リ
。
其
形
細
キ
筋
膜
ア
リ
テ
絲
ノ
如
シ
、
心
肺

二
十
匁
程
入
、
水
気
ナ
キ
時
布
ニ
テ
漉
、
随
分
軟
カ
ニ
煉
」
忠
庵
の
痛
止
押
散
薬
に
一
プ
ヘ
ン
シ
イ
ボ
ン
や
宗
瑛
の
犬
山
椒
膏
、
タ
ハ
コ
膏
、
蝸

牛
膏
、
「
指
南
」
を
書
い
た
浪
華
陰
舎
は
最
も
多
種
多
様
の
薬
物
を
使
用
し
て
い
る
（
と
く
に
「
指
南
」
巻
四
、
十
三
丁
に
あ
る
ト
ウ
ト
ネ
ッ

ト
ル
、
ツ
リ
ガ
ネ
草
の
該
当
記
事
に
「
乳
岩
初
発
一
一
付
レ
バ
押
散
ス
」
と
さ
え
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
オ
ラ
ン
ダ
系
で
あ
る
）
。
何
れ
に
し

て
も
処
方
に
や
や
、
こ
の
流
派
特
有
の
形
式
は
あ
る
に
し
て
も
、
前
記
忠
庵
、
宗
瑛
、
華
浪
陰
舎
と
比
較
し
て
個
々
の
薬
物
に
は
殆
ん
ど
相
違

は
‐
な
い
。

（30）



シ

ト
相
連
ル
位
相
、
大
二
シ
其
所
腹
中
に
当
ル
、
臣
使
ノ
官
ニ
シ
テ
喜
末
ヲ
出
シ
君
二
代
シ
テ
夷
ヲ
行
う
、
二
焦
ハ
人
ノ
三
元
ノ
気
ナ
リ
、
総
テ

五
臓
六
府
、
栄
衛
経
絡
内
外
左
右
上
下
ノ
気
ヲ
主
ル
決
読
ノ
官
ニ
シ
テ
水
道
ノ
出
ル
所
ナ
リ
」
形
態
に
於
て
、
当
を
得
て
い
る
が
、
漢
方
的
な

修
飾
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

長
崎
の
栗
崎
門
人
、
井
上
道
英
の
聿
目
い
た
「
栗
崎
外
科
」
尋
州
・
到
罰
辞
却
年
仲
秋
穀
且
（
富
士
川
本
）
に
は
「
夫
南
蛮
流
栗
崎
家
伝
者
原
錐

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

無
害
而
亦
有
之
、
余
自
蚤
歳
随
師
父
学
之
凡
二
十
年
、
未
曾
聞
有
其
書
、
余
及
辞
卿
慾
寄
寓
於
他
邦
師
父
乃
携
於
所
伝
之
書
未
嘱
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
栗
崎
道
喜
述
ぶ
る
と
あ
る
赤
山
孤
山
の
「
栗
崎
流
南
蛮
外
科
開
基
録
」
尋
祁
（
著
者
蔵
）
の
記
載
と
も
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
、
蛮
国
か

ら
持
参
の
蛮
書
は
当
局
の
命
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
焼
却
さ
れ
、
栗
崎
流
の
外
科
は
こ
の
よ
う
に
道
喜
の
記
憶
と
、
栗
崎
家
五
徳
に
現
わ
れ
た

四
子
、
即
ち
嫡
男
道
善
、
次
男
道
悦
、
三
男
道
保
、
四
男
道
有
の
四
子
協
力
、
研
究
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
で
四
子
は
往
診
や
治
療
の
す
ん
だ

毎
夕
後
に
「
夕
会
燈
下
、
屡
論
談
、
然
後
、
撮
其
的
要
、
記
以
為
方
」
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
内
容
も
「
考
三
国
之
医
術
薬
方
品
物
等
、
以
治
療

標
本
」
で
あ
る
。
道
喜
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
的
な
金
瘡
外
科
が
こ
の
よ
う
に
四
子
に
よ
っ
て
、
種
々
修
正
修
飾
さ
れ
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
従

っ
て
、
こ
の
二
代
か
ら
、
逐
次
体
系
化
が
は
じ
ま
り
、
道
有
時
代
に
完
成
さ
れ
る
。

「
金
瘡
師
伝
録
」
雲
糀
（
一
邑
士
川
本
）
に
は
手
負
に
対
す
る
心
構
え
と
し
て
「
先
、
風
ヲ
引
入
レ
サ
ル
ャ
ウ
ニ
疵
ロ
ヲ
包
ム
可
シ
」
こ
れ
は
創

の
感
染
考
慮
で
あ
る
。
。
従
っ
て
「
巻
木
棉
ヲ
栫
へ
置
、
次
一
一
焼
酎
、
鶏
卵
、
酢
、
油
、
焼
鉄
、
添
木
ヲ
栫
置
キ
、
疵
二
取
懸
リ
、
少
モ
間
ノ

絃
ケ
サ
ル
ャ
ゥ
ニ
蒔
二
什
廻
置
事
兼
苛
鶯
壷
」
ｌ
こ
れ
憾
繋
誉
譽
に
対
す
る
鳶
で
あ
る
．
蓉
末
に
「
襄
蕪

午
歳
三
月
、
栗
崎
道
喜
、
在
判
」
さ
ら
に
「
鳥
飼
金
兵
衛
尉
剃
髪
シ
テ
号
道
節
卜
号
ス
ト
、
一
証
醗
叶
産
庚
辰
年
舂
、
細
川
越
中
守
綱
利
為
家
臣

ム
ツ
ユ
ピ
ミ
ッ
カ
キ

賜
俸
禄
二
百
石
、
鳥
飼
道
節
在
判
」
又
「
妻
乱
罐
叶
廻
辛
己
歳
二
月
、
堀
八
左
門
尉
、
当
道
二
一
ケ
条
極
秘
唯
受
一
人
秘
伝
、
欠
唇
、
驍
栂
、
水
弾

右
治
療
伝
授
ノ
輩
二
者
与
免
状
、
予
今
年
於
肥
後
隅
本
先
生
従
烏
飼
道
節
得
其
伝
：
：
大
檗
私
二
注
之
、
如
左
、
多
節
斉
堀
意
敬
述
」
こ
の
記

載
が
あ
っ
て
、
以
下
欠
唇
以
下
三
手
術
法
が
述
べ
て
あ
る
。

載
が
あ
っ
て
、
以
下

剛
栗
崎
流
癌
疸
論

時
代
が
降
っ
て
、
「
栗
崎
流
秘
害
」
郵
轆
栗
崎
流
外
科
秘
書
（
一
邑
士
川
本
）
こ
れ
は
頴
川
陳
鶴
翁
記
号
道
庸
、
平
山
道
輝
写
蔵
、
号
無
味
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庵
、
平
山
道
輝
、
干
時
文
政
五
壬
午
歳
後
秋
と
あ
る
。
又
「
栗
崎
流
悪
症
療
治
秘
伝
」
雪
帷
（
富
士
川
本
）
、
さ
ら
に
栗
崎
流
と
想
像
さ
れ
る

「
南
蛮
流
外
科
心
伝
」
堯
釧
、
「
外
科
集
成
」
帷
計
倦
厨
坪
許
錘
蝿
栂
帳
唾
鶏
”
癖
崎
道
枢
正
弘
編
輯
な
ど
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
道
喜
の
面
影
は

見
出
し
難
く
著
し
く
漢
方
化
し
て
了
っ
て
い
る
。
た
だ
「
外
科
集
成
」
の
巻
之
五
に
擁
疽
刀
針
論
が
あ
っ
て
、
針
法
、
烙
法
、
砥
法
、
蟆
針

法
、
破
頭
代
針
法
、
用
針
勿
忌
尻
神
論
の
観
血
手
術
に
や
や
、
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
も
の
の
片
鱗
を
認
め
る
に
過
ぎ
な
い
、

当
時
の
擁
疽
論
は
全
く
漢
方
的
な
強
態
を
具
健
し
、
理
解
に
困
難
で
あ
る
が
、
「
外
科
断
験
」
著
者
不
明
が
遣
っ
て
い
る
。
病
名
を
問
粗
に

述
べ
て
あ
り
、
理
解
し
易
い
。
左
に
そ
の
一
部
を
摘
記
す
る
と
、

「
擁
、
諸
ノ
大
ナ
ル
腫
物
ノ
名
也
、
六
脈
形
リ
根
ヲ
サ
シ
底
浅
ク
シ
テ
腫
高
、
皮
薄
シ
。

疽
、
大
ナ
ル
腫
物
ノ
惣
名
ナ
リ
、
錐
然
、
疽
ハ
臓
ヨ
リ
根
ヲ
サ
シ
、
底
深
ク
シ
テ
腫
物
皮
厚
シ
。

云 ナ

也癬癖瘍痘ル瘻櫛
0 , ､ ､ ､ 0 ， ､

瘡
、
大
小
一
切
ノ
瘡
ノ
惣
命
也
。

風
腫
、
皮
フ
｜
一
入
ツ
タ
ル
風
ヨ
リ
発
シ
、
初
、
頭
ナ
ク
、
ム
ク
ム
ク
ト
シ
テ
、
サ
シ
テ
色
付
モ
セ
ズ
、
余
り
痛
モ
セ
ス
。

風
毒
、
内
二
入
ダ
ル
風
ョ
リ
発
ス
、
故
二
此
腫
物
ヲ
傍
ヨ
リ
押
テ
モ
不
動
、
是
根
二
付
ダ
ル
印
也
。

風
毒
腫
、
初
発
一
一
ハ
必
傷
寒
ノ
如
一
一
病
付
、
悪
感
発
熱
シ
テ
殊
外
煩
也
、
是
モ
肉
ノ
厚
所
二
発
ス
、
此
病
ハ
骨
ノ
内
ヨ
リ
出
ル
、
故
一
一
心
骨

遍
身
何
ク
’
一
テ
モ
和
二
腫
塊
テ
、
不
備
、
色
ツ
カ
ス
シ
テ
頭
ム
ク
ロ
ト
平
ク
、
或
ハ
フ
リ
メ
キ
、
或
ハ
堅
、
又
ハ
梅
桃
ヲ
埋
ダ
ル
如
ク

結
核
ト
テ
塊
り
、
丸
ク
、
ク
ル
ク
ル
ト
シ
テ
堅
ク
、
皮
肉
ノ
間
ニ
ァ
ル
物
、
瘤
ハ
小
ク
シ
テ
堅
シ
、
破
ツ
テ
ヌ
ウ
モ
苦
シ
カ
ラ
ズ
。

大
、
小
児
一
三
コ
ラ
ス
皆
頭
二
発
ス
、
小
瘡
ノ
類
ノ
モ
ノ
ノ
如
也
。

遍
身
二
砂
ヲ
マ
キ
タ
ル
如
、
細
瘡
、
出
テ
汁
ナ
ク
、
痒
シ
テ
掻
ケ
ハ
、
ホ
コ
リ
立
テ
迩
、
白
ク
乾
ク
、
瘡
ノ
惣
名
也
。

惣
身
ニ
ヒ
シ
ヒ
シ
ト
出
テ
病
ヲ
作
、
瘡
ナ
リ
。
是
ヲ
世
ニ
カ
ュ
ガ
リ
瘡
ト
云
也
。
亦
熱
瘡
卜
云
ハ
汁
タ
リ
テ
久
ク
不
癒
、
是
ヲ
癬
ト
モ

楊
梅
瘡
、
丹
毒
ナ
ト
ノ
類
也
。

根
浅
ク
小
腫
物
ノ
惣
名
ナ
リ
。
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次
に
前
記
「
栗
崎
流
本
末
撰
記
」
所
載
の
五
脇
六
府
之
辨
で
あ
る
。
確
に
「
指
南
」
の
記
事
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
、
そ
の
も
の
の
記

載
で
は
な
い
が
、
真
に
解
剖
を
実
地
に
行
っ
た
上
で
の
記
載
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
生
ず
る
。
「
心
ハ
肺
管
ノ
下
、
隔
膜
ノ
上
二
有
テ
、
背

ノ
第
五
ノ
椎
二
付
、
其
形
尖
円
ニ
シ
テ
蕊
ノ
如
シ
、
其
中
二
寮
ア
リ
、
多
少
同
シ
ヵ
ラ
ス
、
四
ノ
糸
有
テ
四
臓
二
通
ス
」
Ｉ
こ
れ
は
本
の
記

載
と
い
う
よ
り
も
、
実
際
に
人
体
を
解
体
し
、
そ
れ
を
親
し
く
観
て
得
た
記
録
の
面
影
が
あ
る
。
著
者
は
先
年
「
長
崎
県
史
料
」
を
入
手
（
明

治
四
十
五
年
一
月
廿
五
日
発
行
）
、
そ
の
中
に
北
松
浦
郡
平
戸
町
嵐
山
ミ
サ
氏
蔵
「
人
体
解
剖
図
」
一
巻
が
写
真
版
で
載
っ
て
い
る
。
先
年
甫

庵
の
直
系
、
嵐
山
二
郎
氏
に
照
会
し
た
が
、
現
在
発
見
し
え
な
い
と
の
御
返
答
を
得
た
。
藪
内
情
教
授
に
よ
れ
ば
現
在
、
一
巻
の
解
体
図
が
平

戸
の
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
道
喜
の
次
男
、
道
悦
は
「
応
肥
前
国
松
浦
君
之
召
、
性
平
戸
」
（
栗
崎
家
五
徳
）
こ
れ
と
嵐

山
家
と
の
関
係
は
興
味
が
あ
る
。
果
し
て
、
両
家
の
何
れ
か
が
、
こ
の
頃
古
く
解
剖
を
実
施
し
た
疑
が
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
そ
の
解
剖
は

ョ
－
ロ
ッ
パ
的
で
あ
る
上
に
、
理
論
化
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
解
剖
に
よ
っ
て
実
際
に
得
ら
れ
た
所
見
の
直
載
な
記
載
で
あ
る
。
し
か
し
忠
庵

と
異
な
り
、
医
学
論
の
片
鱗
さ
え
も
見
出
し
が
た
い
。
「
金
瘡
本
末
撰
奇
（
記
）
」
の
金
瘡
生
死
見
分
之
宴
も
金
瘡
五
悪
之
実
、
七
種
之
悪
症
之

夷
な
ど
金
瘡
予
后
判
定
法
は
道
喜
の
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
も
の
で
な
く
、
道
有
、
喜
長
以
下
の
筆
で
あ
る
。
著
者
に
若
し
憶
測
が
許
さ
れ
る
饗
鈩

①
そ
の
他

次
に
前
記

◎
栗
崎
道
喜
の
墓

栗
崎
道
喜
以
下
の
家
譜
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
諸
書
に
発
表
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
補
遣
の
余
地
す
ら
な
い
。
し
か
し
、
道
喜
の
墓
が
長
崎
の

禅
林
寺
（
風
頭
山
麓
寺
町
）
に
耕
牛
墓
と
径
を
へ
だ
て
て
反
対
側
、
木
立
の
中
に
、
蔓
草
の
か
ら
ん
だ
墓
碑
二
基
が
あ
っ
て
、
釈
、
顕
曜
院
道

喜
正
元
居
士
、
そ
れ
と
並
ん
で
室
の
妙
栄
真
尼
の
碑
銘
が
見
え
る
（
古
賀
氏
「
西
洋
医
術
伝
来
史
」
二
五
頁
に
は
顕
理
院
と
あ
る
が
、
碑
銘
は

顕
曜
院
で
あ
る
）
。
こ
れ
は
存
在
の
文
献
は
あ
っ
た
が
確
認
さ
れ
て
な
い
と
こ
ろ
で
、
著
者
先
年
長
崎
を
訪
ね
、
拓
本
に
よ
っ
て
認
め
え
た
。

随
同
二
発
、
腰
ノ
ッ
カ
ィ
、
肩
ノ
廻
、
股
ノ
付
、
ハ
膝
ノ
上
下
、
或
ハ
肘
、
何
レ
モ
骨
ノ
続
目
ヨ
リ
発
ス
ル
也
」
。

こ
の
本
に
は
火
針
や
蛭
飼
の
記
事
が
あ
っ
て
栗
崎
系
の
も
の
で
あ
る
。
針
（
刀
）
の
使
用
法
は
詳
細
を
極
め
て
い
る
。
蛭
飼
の
記
事
も
あ

る
0
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な
い
）

⑧
考

栗
崎
流
の
ヨ
ー
ロ
蔀
パ
的
の
も
の
は
初
代
道
喜
に
お
い
て
全
て
で
あ
り
、
爾
後
二
代
の
四
子
以
後
逐
次
、
和
漢
洋
の
三
国
医
術
の
加
味
が
あ

っ
て
、
逐
次
漢
方
化
に
傾
く
の
で
あ
る
。
道
喜
す
ら
、
日
本
に
お
け
る
医
学
活
動
に
は
一
つ
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
・
ハ
医
書
も
な
く
、
専
ら
南
方
滞
留
当

時
に
得
た
技
術
に
頼
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
医
学
思
想
は
全
く
な
い
。
即
ち
忠
庵
系
が
僅
か
で
は
あ
る
が
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ
医
学
思
想
の
片
鱗
を
持

合
せ
て
い
た
の
に
反
し
栗
崎
流
は
終
始
一
貫
し
て
実
用
的
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
解
剖
に
は
特
色
が
見
ら
れ
る
。
（
尤
も
栗
崎
道
喜
は
架
空
の

人
物
と
の
説
を
な
す
人
も
あ
る
）
。

ぱ
、
前
述
の
道
有
自
筆
本
か
ら
察
し
て
、
道
有
の
「
秘
訣
」
を
喜
長
若
く
は
そ
の
門
人
た
ち
に
よ
っ
て
加
筆
訂
正
し
て
、
「
栗
崎
金
創
害
」
と

「
金
瘡
本
末
撰
奇
」
と
い
う
一
つ
の
型
と
な
っ
た
も
の
と
し
た
い
。

御
外
科
衆
集
に
は
「
二
百
表
、
両
か
え
町
二
丁
メ
杉
本
忠
恵
。
二
百
表
、
さ
る
が
く
丁
、
村
山
自
伯
。
三
百
表
本
郷
四
丁
メ
栗
崎
道
有

元
禄
九
年
五
月
吉
日
（
宗
田
本
）
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
忠
庵
の
女
婿
、
杉
本
忠
恵
よ
り
禄
高
が
高
く
、
又
か
の
有
名
な
元
禄
十
四
年
三
月
十

一
六
九
六

四
日
の
殿
中
、
浅
野
内
匠
頭
長
矩
の
刃
傷
事
件
に
際
し
、
正
羽
、
道
有
が
吉
良
上
野
介
義
央
を
治
療
し
た
と
い
う
事
実
（
そ
の
考
証
に
は
触
れ

な
い
）
と
思
い
併
せ
、
一
般
に
栗
崎
流
が
弘
く
行
わ
れ
て
い
た
想
像
が
つ
く
。

④
同
書
、
八
丁
表

①
〕
》
（
と
①
降
旨
四
》
》
》
電
．
詳
昌
ロ
ぃ
冒
且
ご
巨
四
鼻
函
①
且
Ｈ
一
鼻
“
堕
品
一
①
８
口
、
阿
知
波
五
郎
「
南
蛮
医
学
の
こ
と
」
九
大
医
報
第
一
三
巻
第
一
号
、
四
二
頁

②
国
⑦
巨
昌
“
⑦
巾
の
。
言
の
胃
①
号
Ｈ
ｇ
旨
員
哩
の
》
岳
詮
（
ｚ
月
巨
目
鼻
）
・
国
負
目
》
砿
“
』
侭
ｌ
］
路
．

③
「
阿
蘭
陀
外
科
指
南
」
巻
四
、
十
五
丁
裏

⑤
同
書
、
十
六
丁
表

⑥
阿
知
波
五
郎
、
前
述
論
文

引
用
文
献

①
）
・
○
①
帝
鴛
旨
四

②
因
．
⑦
ロ
ユ
茸

按
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①
「
鉄
に
よ
っ
て
治
し
え
ざ
る
創
は
火
に
よ
っ
て
治
し
う
る
」
と
い
う
古
い
学
説
を
破
っ
た
の
が
ア
ン
プ
ロ
ア
ズ
パ
レ
シ
ョ
胃
。
胃
顧
忌
・

勗
邑
ｌ
閉
塞
で
あ
る
。
新
し
い
②
銃
創
治
療
法
が
創
案
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
と
く
に
・
ハ
レ
の
③
《
静
］
①
層
口
吻
畠
曾
冒
の
巳
①
将
『
昌
農
．

は
一
五
三
七
年
の
ト
リ
ノ
戦
中
、
リ
ゴ
ウ
侯
隷
下
の
ド
、
モ
ン
テ
ジ
ャ
ン
大
佐
統
率
部
隊
附
軍
医
と
し
て
ラ
ー
大
尉
の
右
足
関
節
銃
創
治
療
の

際
、
発
し
た
言
葉
で
あ
り
、
謙
虚
な
。
ハ
レ
の
人
柄
と
外
科
に
お
け
る
自
然
治
癒
の
重
大
性
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
載
さ
れ
て
い
る

俗
信
く
昌
臘
の
吻
里
鈩
冒
さ
四
①
》
》
・
忌
謡
が
載
っ
て
い
る
の
は
］
・
詞
冨
巴
閻
習
①
の
》
曾
○
⑦
巨
ぐ
『
①
ｍ
８
自
己
①
爾
竪
Ｐ
日
胃
９
ｍ
①
憩
吊
》
厨
爵
》
』
届
き
で
は
な
く

て
そ
の
④
四
版
で
あ
る
・
パ
レ
は
当
時
の
有
名
な
解
剖
学
者
ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
と
は
特
別
な
交
友
関
係
に
あ
っ
た
（
⑤
一
五
五
九
年
六
月
二
十
九
日

パ
レ
と
ヴ
ェ
ザ
ウ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
リ
ニ
世
の
死
の
床
に
対
診
し
て
い
る
し
、
こ
の
章
の
底
本
と
し
た
○
月
Ｈ
陛
呂
胃
員
四
８
．
（
労
研
本
）

の
解
剖
の
章
に
載
っ
て
い
る
解
剖
図
譜
の
中
に
は
ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
の
團
胃
旨
画
に
酷
似
す
る
も
の
が
多
い
）
。
何
れ
に
し
て
も
、
そ
の
⑥
年
表

を
通
じ
て
観
察
す
る
に
・
ハ
レ
の
解
剖
学
へ
の
関
心
は
特
別
で
あ
る
。

パ
レ
研
究
は
欧
米
医
史
学
者
に
よ
っ
て
研
究
し
尽
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
前
述
の
新
し
い
銃
創
治
療
論
と
並
ん
で
、
外
科
史
上
最
も
重
要

事
は
、
一
五
五
二
年
三
月
ダ
ン
ピ
リ
Ｔ
一
の
捕
虜
に
つ
い
て
最
初
に
敢
行
さ
れ
た
血
管
結
紮
法
に
よ
る
⑦
四
肢
切
断
法
で
あ
る
。

。
ハ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
ヂ
シ
ス
）
普
局
，
牙
①
周
旨
の
ロ
の
冨
の
島
：
（
バ
ル
ザ
ヅ
ク
全
集
第
十
六
巻
、
昭
和
十
七
年
、
河
出

書
房
版
）
に
パ
レ
の
記
事
が
五
ヶ
処
で
て
く
る
。
こ
の
小
説
は
同
日
ご
ロ
固
め
甸
西
Ｆ
ｏ
ｍ
Ｃ
勺
閏
ｐ
ご
厨
の
表
題
が
示
す
よ
う
に
、
当
時
の
「
権

ト
レ
パ
ン

勢
の
真
の
姿
」
を
「
絵
の
よ
う
に
」
描
く
の
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
虚
構
で
は
な
い
。
と
く
に
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ニ
世
に
⑨
穿
顛
術

を
す
る
か
否
か
の
記
事
は
医
学
的
に
も
意
味
が
あ
る
。
こ
の
作
品
に
よ
れ
ば
パ
レ
は
、
そ
れ
迄
に
穿
願
術
を
三
度
経
験
ず
み
だ
と
い
う
。
最
初

の
手
術
は
、
メ
ッ
ッ
攻
略
の
際
、
ピ
ェ
ン
ヌ
氏
に
施
し
救
命
し
得
た
症
例
、
第
二
症
例
は
あ
る
乞
食
に
施
し
て
、
矢
張
り
救
命
し
得
た
例
、
第

三
症
例
は
巴
里
の
貴
族
に
敢
行
し
た
も
の
で
何
れ
も
脳
内
膿
瘍
形
成
で
あ
っ
て
、
予
後
は
良
好
で
あ
る
。
こ
の
小
説
は
パ
レ
が
第
四
回
の
例
と

し
て
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ニ
世
に
敢
行
よ
う
と
し
て
徹
宵
、
頭
蓋
骨
を
前
に
研
究
に
余
念
の
な
い
さ
ま
を
描
き
、
結
局
実
施
で
き
な
く
て
フ
ラ
ン
ソ
ワ

(1)

パ
レ
の
こ
と
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・
ハ
レ
の
⑨
伝
記
や
そ
の
人
物
、
性
格
に
は
、
・
ハ
レ
の
温
厚
で
仁
愛
に
満
ち
、
ラ
テ
ン
語
を
解
せ
ず
、
学
殖
よ
り
も
正
確
な
臨
床
経
験
の
上
に

成
立
し
た
パ
レ
外
科
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

パ
レ
外
科
は
前
述
の
銃
創
治
療
法
や
切
断
法
以
外
に
、
⑩
動
豚
瘤
、
⑪
ヘ
ル
ニ
ヤ
、
⑫
骨
折
、
⑬
脱
臼
、
⑭
白
内
障
、
⑮
砕
石
術
、
⑬
結
石
の
諸

項
目
に
つ
い
て
夫
々
従
来
の
外
科
か
ら
ぬ
き
ん
で
た
記
載
が
見
ら
れ
る
。

従
来
、
四
肢
切
断
は
、
そ
の
血
管
の
処
置
を
烙
鉄
で
焼
灼
し
て
い
た
。
そ
れ
を
前
述
の
よ
う
に
血
管
と
周
囲
組
織
を
分
離
せ
ず
、
一
括
結
紮

し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
近
代
外
科
に
大
き
い
意
義
が
あ
る
。

二
世
は
逝
っ
て
了
う
。

阿
知
波
五
郎
「
余
繍
帯
し
、
神
こ
れ
を
癒
し
給
う
」
。
九
大
医
報
、
三
十
二
巻
三
号
三
八
’
三
九
頁

④
尋
豐
胃
の
国
．
国
四
日
ご
》
・
《
目
冨
ｏ
鼠
ｍ
Ｈ
ｇ
Ｏ
厨
色
目
四
具
名
望
用
８
匙
切
＆
シ
ョ
胃
。
厨
の
弓
画
融
璽
．
智
の
旨
哩
篇
匡
、
こ
ぎ
の
序
文
動

⑤
国
由
創
国
己
君
．
．
国
畠
盟
乱
”
《
《
己
の
ぐ
房
ゞ
ｐ
Ｈ
巨
鴨
〕
画
ロ
Ｑ
己
Ｏ
Ｒ
Ｃ
刷
雪
〕
〕
ｚ
①
君
苫
詩
〉
岳
９
．
口
」
雪
．

⑥
尋
画
冒
。
①
国
．
国
鈎
ョ
ご
前
記
書
、
巻
頭
年
表
。

⑦
⑦
の
○
庫
Ｈ
ｇ
常
旨
＄
前
記
書
・
弓
巳
急
Ｉ
扇
Ｐ

③
「
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
ヂ
ン
ス
」
（
バ
ル
ザ
ヅ
ク
全
集
第
十
六
巻
、
昭
和
十
七
年
、
河
出
書
房
版
）
圏
睡
ｌ
韻
四
頁
。

⑨
ｒ
ロ
①
医
日
の
馬
ゞ
三
・
胖
国
号
昌
一
“
《
《
目
①
嵐
＄
・
言
酉
切
号
シ
ョ
胃
厨
①
思
忌
》
。
．
原
１
ｍ
ゞ
ご
麓
・
弓
隠
ｌ
食

⑨
５
．
口
巴
胃
匡
の
こ
の
自

③
弓
匡
・
》
己

①
尋
．
］
・
国
の
言
胃
《
〔
、
厚
①
同
閂
ご
雷
ｍ
８
ｑ
具
、
匡
晶
①
葛
・
〕
門
○
且
○
コ
》
后
９
．
弓
．
己
ｌ
震
．

②
Ｆ
ｏ
彊
国
Ｑ
の
ロ
昌
晶
《
《
め
○
日
８
国
。
鼻
旦
冒
＆
胃
筥
巴
ぃ
ｓ
ｑ
，
ロ
。
ぐ
田
”
版
ご
急
，
弓
畠
憩
ｌ
岳
曽

の
⑦
○
索
門
ｇ
【
９
口
①
、
叩
目
ゴ
①
シ
己
○
旨
哩
①
弾
ロ
』
目
３
呉
勗
①
呉
鈩
目
罫
（
）
厨
①
詞
胃
少
８
口
冨
冒
ヨ
朔
号
の
ぐ
○
胃
ｍ
５
ョ
卸
包
①
旨
８
島
己
①
『
四
已
胃
①
如
試
且
チ

ヨ
圏
昌
旦
霞
、
君
目
目
日
照
ｇ
ｏ
口
吻
胃
鴨
ｑ
ゞ
》
ｏ
冨
・
品
ｐ
邑
認
．
ｇ
』
ｇ
ｌ
屋
頃

■
●

引
用
文
献

与
箆
・
・
弓
急
１
超

ﾋロ 彦
－ 覇．
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’（舗瞭識晶柵溌鍜慧驚)'表第八）AmbroisePare年表

’年代’ 参考事項項事

PareハフランスLaval (Bourg-HerSent)二生ル。1519ダヴインチ残
パリーノH6tel-Dieu(Cbmpagnon-ChirUrgien)｡|15"阿佐井宗瑞「医書大
Montejan隷下軍医トシテイタリア(Turiu)出征。 全」

０
３
７
８
１
５
７
９
２

１
３
３
３
４
４
４
４
５

５
５
５
５
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１

撫鬮Wi*h'酷屠護藍dre-d.-Arts)｡ ParacelsuS 没

"MethodedeFfaif&､lesPlayesF.P.H.出版 15"Ve5alius, DeH
CorporiS前記ノ蘭訳版出版。

BrieveCollectionde l'AdministrationAnatomi-

que出版。
Damvilliers捕虜ニツイテ最初ノ四肢切断二血管

結紮。

1553 L.Almeida平戸二
来ル

1555 G.Agricola残H6tel-Dieuデ受験。４
９

５
５

５
５

１
１ Henri Ⅱ受傷Vesalius 卜対診。

FrancPisⅡ死去（中耳炎)。
AnatomieUniverselleduCorpsHumain出版。
5月4日左足関節複雑骨折。
IZa.Metho"~Ci'fati"~degPlayes, Fracturesde

]aTestehumaine・出版。
2月3BDixLivresdelaChirurgie出版。
（切断手術二血管結紮使用ノ最初ノ報告）

０
１
１
２
４

６
６
６
６
６

５
５
５
５
５

１
１
１
１
１ 1564A_Vesalius残

道三「雲陣夜話」
京都，南蛮寺建立

６
８

６
６

５
５

１
１1月Montpellierデ蛇二咬マレル。

TraitedelaPeste,delapetiteVerolle出版。
CinqLivresdeChirurgie出版。

8月24日St. Bartholomews虐殺。
DeuxLivresdeChirurgie出版。

11月4日妻JeanneMazelin死去53歳。
1月18BJaCquelineRousselet 卜再婚CharleslX

莞去（結核) HenriⅢ戴冠Pare侍医。
8月CeSOeUvresdeM.AmbroisePare,etc出
版（65歳)。

５
８
２
３
４
５

６
６
７
７
７
７

５
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１

Ｊ
９

集
く

迪
レ

噌
潤

一
一
一
一
一

道
未

瀬
呂

直
喜

曲
道崎

ｊ

刈
栗
歳

５１

曽根｢金瘡一流療治」
鷹取秀次「外療新明

Oeuvres再版(69歳）
1579

1581

集」

1579

1月Oeuvres三版(72歳)｡1582

Pare,門下JacquesGuillemeauニヨリOeuvres
ラテン語訳版出版。 1582慶祐「外科捷経方」

3月Discours (1'AmbroisePare(De laMumie,
ablaLicorne, desVenius,etdelaPeste)出
版。

Poi'lletヲ助手トシテ監督指導ヲシテ切断術実施
（73歳)｡

lOeuvres第4版出版(75歳)。

1582

３
５

８
８

５
５

１
１ 1585吉益半笑斉｢換骨秘録」

沢野忠庵「南蛮流外科秘伝
書」９

０
８
９

５
５

１
１

Oeuvres第5版準備（出版ハ1598年)。

80歳デ逝去。
St.AndrE-des-Arts二埋葬。

日
日

０
２

２
２

月
月

２
２

１
１ 1594 曲直瀬道三残89歳
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③
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
作
者
考
史

「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
、
色
々
変
っ
て
来
た
。
古
く
は
①
菅
沼
貞
風
氏
の
平
戸
藩
医
嵐
山
甫
安
の
訳
述
に
な
る
と
し
、
当

時
は
富
士
川
勝
氏
も
日
本
医
学
史
に
甫
安
説
を
採
っ
て
い
ら
れ
る
。
次
で
大
正
四
年
に
、
当
時
七
高
教
授
だ
っ
た
②
武
藤
長
平
氏
が
「
歴
史
地

理
」
に
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
の
作
者
考
を
発
表
さ
れ
、
楢
林
鎮
山
に
よ
る
説
を
た
て
た
。
関
場
不
二
彦
氏
、
③
古
賀
十
二
郎
氏
は
同
じ
く
楢
林

鎮
山
説
を
支
持
し
、
仏
人
の
津
目
胃
：
の
思
吊
〉
］
望
Ｃ
ｌ
］
患
っ
の
外
科
害
の
翻
訳
だ
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
楢
林
家
秘
蔵
の
蘭
訳
パ
レ
外
科
書

の
写
真
版
が
載
っ
て
い
る
。
④
岩
熊
哲
氏
は
パ
レ
の
《
《
○
①
ぐ
Ｈ
の
晩
８
目
己
冨
の
の
こ
（
九
大
本
）
と
比
較
対
照
し
て
、
翻
訳
（
抄
訳
）
だ
と
さ
れ
て
い

の
「
外
科
訓
蒙
図
彙
」
割
礒
惹

な
こ
と
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

楢
林
鎮
山
の
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
は
不
思
議
な
本
で
あ
る
。
も
し
訳
書
と
す
る
な
ら
ば
日
本
最
初
の
医
学
関
係
訳
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
本
以
外
に
、
殆
ん
ど
同
じ
内
容
を
も
。
た
も
の
が
、
西
玄
哲
の
「
金
瘡
跣
撲
療
治
之
書
挙
埋
一
堂
一
罫
（
富
士
川
本
）
と
伊
良
子
光
顕

の
「
外
科
訓
蒙
図
彙
」
朝
跡
括
琴
一
冊
（
富
士
川
本
）
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
相
前
後
し
て
同
じ
内
容
の
本
が
世
に
問
わ
れ
た
こ
と
は
、
奇
異

⑰⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩

の
①
○
雷
同
ｇ
尻
魯
冒
の
の
詩

与
国
．
、
弓
．
９
１
ご
ゆ

浄
匡
・
》
弓
皇
９
１
』
圏

弓
甚
．
、
層
．
弓
］
ｌ
』
詮

与
匡
・
》
弓
樟
震
ｌ
』
器

弓
匙
・
》
弓
』
ｇ
ｌ
ｓ
ｍ

与
三
、
君
．
ご
ｍ
ｌ
ｇ
・

弓
ご
巴
扇
同
巨
，
国
門
匡
ロ
ロ
”

前

(2)

紅
夷
外
科
宗
伝 掲

書

《
《
の
①
、
。
三
。
胃
。
号
吋
○
三
門
目
哩
命
》
。
、
国
。
ロ
ロ
．
ご
盆
．
”
、
．
怠
’
忠

で
ロ
謡
１
房
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プ
（
》
○

著
者
の
見
た
「
紅
聿

本
で
あ
る
と
い
う
。
圭

年
）
の
序
文
が
あ
る
。

⑥
州

、
１
ノ
か

け

｛

あ
る
。

外
そ
の
他
に
は
滋
賀
県
八
幡
市
在
住
の
伊
良
子
道
牛
や
光
顕
の
後
喬
で
あ
ら
れ
る
伊
良
子
光
義
氏
の
「
金
瘡
跣
撲
療
治
図
巻
」
（
宝
暦
初
年
写

と
、
京
大
本
。
さ
ら
に
宗
田
本
（
踞
山
堂
本
）
。
そ
し
て
市
立
神
戸
美
術
館
蔵
の
伝
荒
木
如
元
筆
、
「
外
科
手
術
図
巻
」
と
著
者
蔵
の
関
場
不
二

彦
氏
旧
蔵
本
を
夫
々
参
考
と
し
た
。

何
市
立
神
戸
美
術
館
の
菅
瀬
正
氏
の
御
厚
意
に
よ
り
、
前
記
「
外
科
手
術
図
巻
」
の
奥
書
を
、
こ
こ
に
再
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
即
ち
、

「
当
流
秘
事
不
残
令
相
伝
畢
已
来
執
心
輩
於
有
之
ハ
其
人
撰
相
伝
可
有
之
候
依
免
状
如
件

吉
雄
幸
朔

永
章
花
押
」

州
長
崎
の
渡
辺
本
（
前
述
）
に
は
得
生
軒
時
敏
先
生
五
世
楢
林
潔
と
記
し
て
あ
る
。
益
軒
「
雑
記
」
に
は
、
肥
前
国
の
条
に
「
楢
林
新
五
右

衛
門
、
長
崎
和
蘭
通
事
、
善
外
治
、
乞
予
字
与
軒
号
、
又
紅
夷
流
医
者
ヲ
代
乞
序
、
而
与
之
」
と
あ
り
、
こ
の
記
事
の
上
段
に
「
宝
永
五
二
剃

髪
号
栄
休
」
と
註
し
、
益
軒
の
「
居
家
日
記
」
の
宝
永
三
丙
戌
（
一
七
○
六
）
の
条
に
「
岸
本
道
仙
二
丙
戌
ノ
三
月
十
日
二
作
字
説
遺
ス
、
行

伯
、
又
彼
請
二
依
、
長
崎
紅
夷
通
事
、
楢
林
新
五
右
衛
二
軒
号
並
字
ヲ
書
付
遺
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
同
、
正
徳
元
辛
卯
（
一
七
一
己
の
条
に

「
長
崎
、
楢
林
栄
休
（
鎮
山
）
ハ
本
号
之
由
」
と
出
て
い
る
。

寛
政
二
口
年
三
月

科
宗
伝
成
立
の
考
証

富
士
川
本
の
西
玄
哲
の

⑤

「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
は
長
崎
大
学
本
堯
祁
そ
の
他
、
長
崎
の
渡
辺
庫
輔
氏
蔵
本
、
こ
れ
は
楢
林
五
世
の
得
生
軒
時
敏
自
筆
の

ノ
。
杏
雨
書
屋
蔵
の
も
の
は
、
所
謂
、
嵐
山
本
で
あ
る
。
前
記
の
本
に
は
夫
々
貝
原
篤
信
（
益
軒
）
の
宝
永
三
年
（
一
七
○
六

「
金
瘡
跣
撲
療
治
之
耆
」

（
麩
樫
一
→
器
聿
計
年
）

の
巻
末
に
「
右
本
害
云
ハ
阿
藺
人
直
伝
秘
書
也
」
と
の
記
載
が
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結
局
、
益
軒
の
序
は
、
鎮
山
の
門
人
を
通
じ
て
本
書
の
成
立
の
由
来
は
承
知
の
上
で
、
執
筆
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
う
る
。

「
外
科
宗
伝
」
序
は
「
達
則
為
良
相
窮
則
為
良
医
」
か
ら
始
っ
て
、
本
邦
外
科
の
由
来
を
述
べ
、
さ
ら
に
紅
夷
外
科
の
卓
越
性
に
触
れ
、
「
長

崎
人
得
生
軒
楢
林
氏
時
敏
丈
人
者
自
妙
齢
嘗
如
医
術
択
紅
夷
来
客
之
善
外
治
者
師
之
学
之
不
止
一
人
、
彼
師
授
之
、
以
口
訳
、
伝
之
、
以
文
字

丈
人
素
為
紅
夷
之
狭
鋸
、
而
受
公
養
夙
能
通
彼
蕃
語
識
彼
国
字
、
故
聰
其
口
訣
読
其
文
字
而
暁
其
術
也
、
比
之
他
人
甚
易
美
、
且
草
思
研
慮
、

用
心
於
此
術
、
多
歴
年
所
焉
」
即
ち
、
通
詞
（
狭
醍
）
と
し
て
和
蘭
人
に
交
る
う
ち
に
外
科
を
知
得
し
た
。
今
迄
に
依
拠
で
き
る
書
物
が
な
い

の
で
、
謬
伝
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
「
丈
人
以
此
為
憂
於
此
著
述
於
嘗
所
聞
其
師
加
之
以
平
日
所
自
得
鋭
意
輯
録
以
為
一
害
題
紅
夷
外
科
宗
伝

焉
」
。
こ
の
文
に
よ
れ
ば
パ
レ
外
科
書
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
ず
、
其
師
た
ち
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
を
主
体
と
し
、
そ
れ
に
自
家
の

経
験
し
た
も
の
を
加
え
て
、
こ
の
本
が
輯
録
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
見
て
、
楢
林
鎮
山
は
新
右
衛
門
を
改
め
て
新
五
右
衛
門
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

㈲
「
楢
林
雑
話
」
に
も
楢
林
氏
は
佐
々
木
高
綱
の
商
だ
と
し
、
筑
後
、
水
瀦
郡
楢
林
村
を
領
し
た
。
「
佐
々
木
四
郎
右
衛
門
卜
云
人
ア
リ
。

後
、
楢
林
新
五
右
衛
門
ト
云
人
ア
リ
。
和
蘭
民
方
ヲ
伝
う
」
と
出
て
い
る
。

㈱
貝
原
益
軒
の
序
、
何
れ
に
し
て
も
、
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
の
益
軒
の
序
に
「
長
崎
人
、
得
生
軒
楢
林
氏
時
敏
丈
人
」
と
し
て
あ
る
が
、
時

敏
が
、
前
述
の
「
雑
記
」
や
「
居
家
日
記
」
に
あ
る
「
与
え
た
字
」
で
あ
り
、
「
得
生
軒
」
が
「
与
え
た
軒
号
」
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
益
軒
の
序
が
、
果
し
て
、
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
の
内
容
を
知
悉
し
た
上
の
序
か
、
又
著
者
の
鎮
山
と
益
軒
が
親
交
あ

っ
て
の
序
か
、
甚
だ
疑
わ
し
い
。

「
宝
永
丙
戌
九
月
朔
且

西
玄
哲
の
巻
末
に
「
右
本
害
云
ハ
阿
蘭
人
直
伝
秘
書
也
」
（
前
述
）
と
あ
る
。

さ
ら
に
、
前
記
の
よ
う
に
「
紅
夷
外
科
書
宗
伝
‐
一
の
「
金
瘡
跣
撲
療
治
之
害
」
の
巻
か
ら
集
録
し
た
手
術
図
は
伊
良
子
家
所
蔵
の
も
の
、
或

レ
エ
の
る
。

筑
前
国
貝
原
篤
信
書
時
年
七
十
有
七
」

（40）



市
は
立
神
戸
美
術
館
蔵
の
も
の
な
ど
、
今
に
尚
、
散
見
し
て
い
る
。
と
く
に
神
戸
美
術
館
の
も
の
は
伝
荒
木
如
元
筆
と
い
う
。
そ
し
て
巻
末
の

前
記
吉
雄
幸
朔
永
章
の
奥
書
は
、
紅
夷
外
科
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
た
意
味
に
と
れ
る
。
即
ち
、
楢
林
鎮
山
個
人
に
関
係
な
く
、
当
時
の
オ
ラ
ン

ダ
医
師
か
ら
伝
授
さ
れ
た
も
の
の
象
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
著
者
の
調
べ
に
よ
れ
ば
益
軒
の
序
文
は
各
書
共
全
く
同
じ
で
、
異
な
っ
た
文
章
は

、
「
外
科
宗
伝
」
成
立
に
つ
い
て
の
考
按

以
上
を
綜
合
し
て
、
大
胆
な
推
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
本
書
は
楢
林
鎮
山
の
オ
ラ
ン
ダ
医
師
た
ち
か
ら
う
け
た
外
科
に
関
す
る
も
の
の
メ

モ
や
筆
記
を
整
理
し
、
そ
れ
に
自
家
経
験
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
医
師
た
ち
は
教
材
と
し
て
パ
レ
外
科
書
の
蘭
訳
本
（
９
８
盲
“

層
茸
匡
い
）
《
ら
①
ｇ
冑
巨
品
声
①
９
片
。
己
の
国
ぐ
営
農
①
号
言
の
鳥
①
旨
ぐ
自
冨
局
‐
シ
冒
胃
：
①
顧
鼠
忌
怠
．
を
奨
め
た
。
従
っ
て
一
部
．
ハ
レ
本
の
内
容

と
同
一
文
章
が
あ
っ
て
も
、
厳
密
に
は
パ
レ
本
の
抄
訳
と
は
い
い
難
く
、
飽
迄
、
・
ハ
レ
本
と
鎮
山
の
間
に
は
オ
ラ
ン
ダ
医
師
た
ち
の
介
在
を
考

と
同
一
文
章
が
あ
っ
て
も
、
厳
密
に
心

井
娃
い
Ｃ平

戸
、
円
平
町
在
住
の
嵐
山
甫
庵
直
系
の
嵐
山
二
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
甫
安
（
甫
庵
）
自
筆
本
の
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
六
冊
、
写
本
が
あ
っ
た

と
い
う
。
杏
雨
書
屋
蔵
の
六
冊
本
は
、
全
く
こ
の
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
嵐
山
甫
安
（
甫
庵
）
は
套
、
錘
雪
奔
川
一
乱
毒
推
圭
の
人
で
あ
り
、
楢
林

鎮
山
は
輕
霊
匠
岼
Ⅱ
壬
醗
一
死
毒
の
人
で
あ
る
。
鎮
山
の
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
は
宝
永
丙
戊
（
一
七
○
六
）
に
成
っ
た
も
の
で
、
こ
の
時
は
す
で

に
甫
安
の
没
後
で
あ
る
。
恐
ら
く
六
代
甫
庵
（
春
生
甫
庵
）
で
あ
ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
嵐
山
本
は
、
現
存
の
「
外
科
宗
伝
」
中
、
唯
一
の
完

本
で
あ
る
の
で
、
菅
沼
貞
風
氏
の
甫
安
説
が
出
た
の
も
、
益
軒
の
序
を
抜
き
に
し
て
考
え
れ
ば
当
然
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
益
軒
の

本
で
あ
る
の
で
、
菅
沼
貞
風
氏
の
圭

序
に
よ
っ
て
、
鎮
山
の
作
で
あ
る
。

問
題
は
、
金
瘡
の
部
だ
け
が
、
一

問
題
は
、
金
瘡
の
部
だ
け
が
、
玄

え
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
判
断
し
た
い
。

哲
、
光
顕
の
諸
家
に
よ
っ
て
、
夫
々
別
に
世
に
出
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
図
譜
だ
け
が
弘
く
一
般
に
流
布

し
て
、
恰
も
オ
ラ
ン
ダ
外
科
を
象
徴
し
て
い
る
が
如
き
感
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
、
・
ハ
レ
外
科
書
と
鎮
山
の
間
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
医
師
た
ち
の

介
在
を
無
視
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
⑤
関
場
氏
の
優
れ
た
考
証
と
、
研
究
が
あ
る
。
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労
研
本
の
：
○
℃
§
・
胃
匡
品
言
四
・
：
ご
震
に
よ
れ
ば
、
全
篇
廿
六
章
に
分
れ
、
第
一
章
、
外
科
の
定
義
、
第
二
’
五
章
解
剖
、
第
六
章

以
下
外
科
各
論
で
あ
っ
て
、
創
傷
治
療
の
膏
薬
療
法
の
整
理
、
銃
創
有
毒
説
を
否
定
し
、
熱
油
注
入
法
の
廃
止
、
四
肢
切
断
に
⑨
血
管
結
紮
法

の
敢
行
、
頭
部
外
傷
（
穿
顔
術
の
適
応
）
脱
腸
帯
義
眼
義
肢
そ
の
他
の
外
科
器
械
の
創
案
及
び
産
科
領
域
の
足
位
廻
転
術
の
実
行
の
四
項
目
の

新
し
い
開
拓
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
中
で
従
来
の
日
本
外
科
と
全
く
異
質
な
穿
顛
術
、
下
肢
切
断
術
、
血
管
結
紮
等
が
移
し
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は

そ
の
後
の
日
本
外
科
展
開
に
大
き
い
示
唆
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
。
ハ
レ
外
科
書
か
ら
七
十
二
図
の
挿
絵
を
採
っ
て
前
記
三
書
は
説
明
し
て
い
る

が
、
と
く
に
下
肢
切
断
図
（
⑩
第
七
十
図
）
及
上
肢
切
断
端
処
置
図
（
⑪
第
四
十
二
図
）
で
夫
々
血
管
の
処
置
を
示
し
た
こ
と
は
、
最
も
日
本

外
科
技
術
史
の
上
か
ら
⑫
重
要
で
あ
る
。

て
、
聖
典
の
よ
う
な
存
在
で
坐

献
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

鎮
山
、
玄
哲
、
光
顕
が
夫
々
同
じ
内
容
を
盛
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
外
科
書
を
著
し
た
が
、
と
く
に
、
そ
の
中
の
外
科
図
は
前
蘭
学
期
を
象
徴

す
る
も
の
と
し
て
、
以
上
の
三
者
以
外
に
吉
雄
耕
牛
も
亦
、
之
を
採
っ
て
い
る
。
止
血
法
に
結
紮
を
紹
介
し
、
敢
行
の
有
無
は
別
と
し
て
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
的
な
穿
願
術
を
審
さ
に
見
、
整
形
外
科
領
域
に
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
・
ハ
的
な
脱
臼
の
整
復
、
骨
折
に
お
け
る
大
規
標
な
副
木
装
置
の
示
唆
、

そ
の
他
多
く
の
外
科
的
手
技
に
お
い
て
、
当
時
の
日
本
外
科
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
そ
の
外
科
図
が
現
わ
す
異
常
な
の
×
昌
鳥
ョ
は
そ
の

後
に
続
く
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ
的
な
も
の
の
受
容
に
大
き
い
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
、
伊
良
子
家
所
蔵
の
図
巻
や
神
戸
市
立
美
術
館
蔵
の
伝
荒
木
如
元

筆
の
図
巻
等
現
存
す
る
、
こ
の
種
の
図
巻
か
ら
も
容
易
に
想
像
し
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

。
ハ
レ
外
科
書
の
蘭
訳
本
が
現
在
⑥
浬
滅
、
又
は
⑦
所
在
不
明
に
な
っ
て
、
数
本
を
残
す
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
当
時
の
外
科
者
に
と
っ

て
、
聖
典
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
て
、
最
初
は
藺
館
各
メ
イ
ス
テ
ル
に
よ
っ
て
、
次
に
は
、
そ
の
介
在
な
し
に
読
れ
た
こ
と
は
、
⑥
諸
家
の
文

①引

用
文
献

菅
沼
貞
風
「
「

(3)

パ
レ
外
科
と
前
藺
学
期
外
科

大
日
本
商
業
史
」
附
録
「
平
戸
貿
易
志
」
二
七
’
二
八
頁
。
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(4)
①
吉
雄
幸
左
衛
門
、
壽
は
永
章
、
号
は
耕
牛
、
通
称
幸
左
衛
門
、
後
幸
作
と
改
め
、
さ
ら
に
幸
朔
と
も
い
っ
た
（
毒
醍
弐
酔
川
鎮
磁
叶
匪
年
）

こ
の
耕
牛
が
展
い
た
流
派
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
有
名
で
あ
る
。

吉
雄
外
科
の
特
徴
は
、
大
槻
如
電
の
②
「
新
撰
洋
学
年
表
」
に
載
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
迄
の
阿
蘭
陀
外
科
が
「
耳
間
面
晤
「
の
間
に
得

③②⑥⑤④③⑦⑫⑪⑩ ⑨

長
崎
系
外
科
と
く
に
吉
雄
流
外
科

武
藤
長
平
「
西
南
交
運
史
論
」
四
九
○
’
四
九
四
頁
。

関
場
不
二
彦
「
西
医
学
東
漸
史
話
」
上
巻
二
四
七
’
二
八
二
頁
。

古
賀
十
二
郎
「
西
洋
医
術
伝
来
史
」
一
三
六
’
一
四
五
頁
。

岩
熊
哲
「
医
史
学
論
考
」
一
六
八
’
一
八
七
頁
。

関
場
不
二
彦
同
上
害
、
二
七
七
’
二
八
二
頁
。

伊
良
子
家
蔵
、
伊
良
子
本
。

楢
林
家
に
は
明
治
廿
四
年
夏
頃
迄
家
蔵
、
以
後
不
明
（
旧
東
京
帝
国
大
学
蔵
と
同
一
か
）

蘭
館
日
記
、
一
六
六
○
年
二
月
二
十
八
日
、
同
年
五
月
十
六
日
の
条
参
照
。

尚
、
蘭
訳
本
の
渡
来
は
万
治
三
年
（
一
六
六
○
）
で
あ
る
と
（
板
沢
武
雄
著
「
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
」
一
七
九
頁
並
に
同
教
授
よ
り
、
そ
の
件
に
関
す
る

著
者
の
質
疑
に
対
す
る
回
答
私
信
に
よ
る
）

国
号
曾
吻
固
画
い
の
房
閂
：
門
冒
＆
旨
旨
巨
己
烏
吋
ｚ
菖
員
昌
朋
ｇ
開
冨
蔚
ロ
シ
ョ
胃
。
勝
の
勺
幽
融
ｌ
肉
の
呂
爵
昌
唱
畠
巨
且
国
①
１
．
胃
号
①
門
目
の
旨
、

詞
里
協
回
目
ぐ
９
門
宮
①
』
①
ロ
①
○
員
⑲
。
〕
ご
函
．
ｍ
屋
．

「
外
科
宗
伝
」
中
の
挿
絵
を
便
宜
上
、
一
連
番
号
を
附
し
た
も
の
。

阿
知
波
五
郎
「
日
本
近
代
外
科
学
発
達
の
性
格
」
（
日
本
科
学
史
学
会
、
関
西
支
部
大
会
）
一
九
六
○
年
十
一
月
十
三
口

阿
知
波
五
郎
「
楢
林
鎮
山
と
紅
夷
外
科
宗
伝
」
（
楢
林
鎮
山
先
生
三
百
五
十
年
紀
念
会
）
昭
和
三
十
六
年
十
月
二
十
二
日
。

東
京
大
学
蔵
、
楢
林
本
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吉
雄
塾
教
程
一
覧
表

教
授
項
目
井
上
本

一
、
紅
毛
文
字
滞
崎
蘭
学
実
習
冊
㈲

同
目

二
、
紅
毛
方
言
西
洋
医
言

阿
蘭
陀
密
印
封
帳
記
録

三
、
纒
帛
法
極
伝
巻
木
綿
和
解
書

四
、
切
肱
法
阿
蘭
陀
流
外
療
秘
密
之
書
（
上
）

阿
藺
陀
流
疵
之
膏
薬
法

五
、
腹
診
法
阿
蘭
陀
流
外
療
秘
密
之
書

六
、
服
薬
法
紅
毛
流
油
水
薬
之
書

阿
蘭
陀
和
解
雑
方
集

蘭
療
経
験
名
方
聴
書
雑
奇

阿
蘭
陀
諸
油
取
様
之
秘
事

陣
中
船
中
治
術
書

蘭
療
名
奇
雑
法
録

七
、
刺
鍼
法
外
療
道
具
用
法

服
薬
法
教
材
重
複

阿
蘭
陀
流
外
療
秘
密
之
書

八
、
治
創
法
外
療
道
具
用
法

阿
蘭
陀
流
疵
之
膏
薬
法

西
遊
随
筆
記

紅
毛
流
金
瘡
之
書
（
永
純
）

九
、
療
瘍
法
六
、
七
、
八
教
義
重
複

一
○
、
整
骨
法
正
骨
術
録

布
欽
吉
徽
毒
論
（
富
士
川
本
）

紅
毛
秘
事
記
（
京
大
本
、
宗
田
本
）

吉
雄
先
生
膏
目
（
京
大
本
）

紅
毛
膏
方
（
京
大
本
）

紅
毛
膏
薬
方
（
京
大
本
）

吉
雄
家
金
創
秘
考
（
ツ
ウ
ン
ベ
ル
ク
ロ
伝
富
士
川
）

吉
雄
先
生
雑
伝
金
置
（
富
士
川
本
）

吉
雄
先
生
雑
伝
書
（
富
士
川
本
）

吉
雄
先
生
雑
病
伝
（
富
士
川
本
）

紅
毛
流
瘍
医
鑑
（
平
田
本
）

阿
蘭
陀
瘍
科
之
書
（
京
大
本
）

正
骨
範
（
二
宮
彦
可
）

紅
毛
油
薬
之
書
（
京
大
本
）

阿
暮
天
恵
気
留
（
富
士
川
本
）

纈
帯
図
巻
（
関
場
本
）

紅
毛
巻
木
綿
之
書
（
京
大
本
）

因
液
発
備
（
京
大
本
）

〔
表
第
九
）

そ
の
他
の
資
料

た
も
の
で
あ
る
の
に
比
し
、
耕
牛

の
そ
れ
は
、
直
接
蘭
耆
を
読
、
そ

の
疑
問
を
蘭
医
に
学
ん
で
獲
得
し

た
点
に
あ
る
。
従
っ
て
、
前
野
良

沢
、
杉
田
玄
白
の
師
た
り
え
た

し
、
当
時
六
百
余
人
の
門
人
を
持

ち
、
吉
雄
流
外
科
の
栄
え
た
所
以

で
あ
る
。

即
ち
、
耕
牛
は
前
野
良
沢
や
杉

田
玄
白
の
師
で
あ
り
、
「
解
体
新

書
」
の
序
文
を
草
し
て
い
る
。
そ

の
詳
細
は
、
③
信
じ
難
い
記
事
が

一
部
あ
る
に
し
て
も
、
「
蘭
学
事

始
」
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。
又
、

当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
情
に
通

じ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
事
物
に
通
じ
て

い
る
第
一
人
者
と
し
て
、
長
崎
を

訪
ね
る
人
々
は
ま
ず
第
一
に
耕
牛

を
訪
ね
た
こ
と
は
④
「
江
漢
西
遊

日
記
」
そ
の
⑤
他
を
見
て
も
明
ら
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こ
の
よ
う
に
吉
雄
流
外
科
の
特
徴
を
知
る
質
料
と
し
て
、
著
者
は
先
年
日
本
医
史
学
会
総
会
に
、
伊
賀
藩
井
上
貞
重
吉
雄
耕
牛
門
留
学
資
料

を
発
表
し
た
が
、
さ
ら
に
同
資
料
を
基
と
し
て
述
べ
て
見
た
い
。

伊
賀
藩
井
上
貞
重
が
寛
政
十
年
十
月
か
ら
同
十
二
年
三
月
に
亘
る
間
、
長
崎
の
吉
雄
耕
牛
塾
に
入
門
、
そ
の
留
学
当
時
筆
記
し
え
た
資
料
二

十
八
冊
、
他
に
寛
政
十
二
年
、
「
崎
陽
出
役
用
向
留
書
」
。
寛
政
十
二
年
「
寛
政
崎
陽
舶
来
荷
物
語
」
が
あ
る
。

本
資
料
は
耕
牛
の
死
の
直
前
の
も
の
で
あ
っ
て
、
耕
牛
が
講
じ
た
課
程
内
容
を
す
べ
て
含
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
内
第
二
十
四
冊

巻
末
に
免
許
証
写
（
寛
政
十
二
年
三
月
）
が
あ
り
、
全
課
程
は
約
二
ケ
年
間
で
終
る
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
⑥
紅
毛
文
字
、
紅
毛
方
言
の
教

程
が
あ
っ
て
、
蘭
語
の
基
礎
を
教
え
、
纒
帛
法
、
刺
鍼
法
、
治
療
法
、
療
瘍
法
、
整
骨
法
等
の
外
科
部
門
が
主
な
教
程
で
あ
る
。
（
表
第
九
参

か
で
あ
る
。

照
一〆

資
料
内
容
は
、

6 5
℃ 、

６、

４
、
阿
蘭
陀
密
印
封
帳
記
録

２
、
同

３
、
西
洋
医
言

１
滞
崎
蘭
学
実
習
冊

８
、
阿
蘭
陀
流
疵
之
膏
薬

９
、
紅
毛
流
油
水
薬
之
耆

皿
、
阿
蘭
陀
和
解
雑
方
集

阿
蘭
陀
流
外
療
秘
密
之
書
（
上
）

７
、
同
（
下
）

８
、
阿
蘭
陀
流
疵
之
膏
薬
法

極
伝
巻
木
棉
和
解
書 〆、へ

下上
、ノ…
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２
Ⅱ
愼
村
藍

今
、
同
資
料
に
記
さ
れ
た
年
月
表
を
見
る
に

紅
毛
流
油
水
薬
之
書
寛
政
加
年
皿
月

正
骨
術
録

8 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11
、 、 、 、 、 、 、 ､ 、 、 ､ 、 、 、 、 、 、

南
蛮
流
栗
崎
金
瘡
本
末
撰
奇

吉
益
氏
方
記

栗阿阿阿
崎蘭蘭蘭
流陀陀陀
金流流流
瘡秘秘秘
書伝伝伝

､ ､ 泊

紅
毛
流
金
瘡
之
書

カ
ス
パ
ル
流
膏
薬
方
書

カ
ス
パ
ル
流
膏

同 阿
蘭
陀
膏
薬
煉
書

外蘭陣
療療中
道名船
具奇中
用雑治
方法術

録書

白
丹
砂
製
煉
方

阿
蘭
陀
諸
草
油
取
様
之
秘
事

蘭
療
経
験
各
方
聴
書
雑
奇

西
遊
随
筆
記

ヲ
、
リ
ョ
ム
ロ
ー
ル
方
書

エ
ン
ブ
ラ
ー
ス
方
書

イ
ム
ク
ェ
ム
キ
方
書
及
耕
牛
の
貞
重
に
与
え
た
免
許
写
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寛
政
ｎ
年
３
月

（
耕
牛
は
寛
政
十
二
年
八
月
十
六
日
逝
去
。
価
て
最
後
の
方
書
は
耕
牛
の
死
の
五
ケ
月
前
の
も
の
で
あ
る
）
。

以
上
の
う
ち
、
と
く
に
問
題
に
な
る
の
は
、
本
資
料
が
果
し
て
耕
牛
の
講
義
の
筆
記
な
の
か
、
又
は
井
上
貞
重
が
長
崎
に
留
学
中
、
参
考
の

為
め
、
耕
牛
門
と
は
無
関
係
に
、
個
人
の
参
考
資
料
と
し
て
の
謄
写
に
な
る
も
の
か
不
明
で
あ
る
点
で
あ
る
。
今
、
前
記
井
上
本
の
う
ち
吉
雄

流
以
外
の
他
流
と
想
像
さ
れ
る
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、

１
栗
崎
流
金
瘡
書
一
冊
（
「
金
創
秘
訣
」
上
下
二
巻
の
騰
本
、
頭
部
以
下
金
創
部
位
十
一
編
）

２
、
南
蛮
流
栗
崎
金
瘡
本
末
撰
奇
一
冊
（
栗
崎
家
五
徳
と
栗
崎
家
師
語
録
以
下
二
十
目
）

３
、
白
丹
砂
製
煉
方
一
冊
（
養
拙
斉
識
）

４
、
カ
ス
ハ
ル
流
膏
薬
煉
法
・
カ
ス
ハ
ル
流
諸
薬
製
法
（
長
崎
本
河
氏
家
秘
方
）
一
冊

５
、
吉
益
氏
方
記
一
冊
「
吉
益
半
笑
斉
「
換
骨
秘
録
」
ノ
抄
本
）

６
、
三
和
流
金
瘡
書
（
紅
毛
流
金
瘡
之
書
中
二
別
記
、
他
二
吉
田
流
ノ
名
ガ
見
エ
ル
）

西
遊
随
筆
記

紅
毛
流
金
瘡
之
書

栗
崎
流
本
末
撰
奇

吉
雄
耕
先
生
阿
蘭
和
解
雑
方
集

外
療
道
具
用
方

極
伝
巻
木
綿
和
解
害

吉
益
氏
方
記

経
験
各
方
聰
書
雑
奇

和
蘭
流
膏
薬
伊
牟
久
恵
牟
杵
方
言

同
珊
年
霜
月
上
旬

同
加
年
霜
月
下
旬

同
加
年
冬
霜
月

同
ｎ
年
初
冬

同
ｎ
年
春
３
月

同
ｎ
年
春
３
月

同
ｎ
年
蝋
月

同
皿
年
霜
月
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８
、
阿
蘭
陀
外
科
（
吉
永
升
庵
「
阿
蘭
陀
外
科
正
伝
」
ョ
リ
抄
出
）

９
、
耆
婆
経
ノ
説
（
「
阿
蘭
陀
流
疵
之
膏
薬
法
」
中
二
見
ル
）

加
、
正
骨
術
録
一
冊
（
目
次
ヲ
見
ル
ト
杏
陰
斉
正
骨
要
訳
目
次
ト
ァ
ッ
テ
、
二
宮
彦
可
ノ
「
正
骨
範
」
乾
坤
二
冊
卜
酷
似
ス
ル
）

以
上
、
井
上
本
に
は
楢
林
流
以
外
の
諸
流
が
混
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
井
上
貞
重
が
参
考
の
た
め
の
個
人
の
謄
写
な
る
か
、
吉
雄
塾
の
教

程
筆
記
な
る
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
般
を
通
じ
て
の
調
査
の
結
果
は
、
耕
牛
が
、
そ
れ
迄
の
通
詞
外
科
の
集
大
成
者
で
あ
る
こ
と
に
誤

、
／
が
弁
一
い
。

ガ

10 9 8 多
、 、 、 イ

ー一『両一

資
料
（
井
上
本
）
に
現
わ
れ
た
外
科
病
名
を
挙
げ
れ
ば

１
、
創
傷
刀
創
、
銃
創
（
玉
疵
、
鉄
砲
疵
、
火
傷
凍
傷
（
附
、
ひ
び
）

２
、
創
傷
合
併
症
出
血
、
創
痛
、
異
物
（
玉
ぬ
き
）
、
外
傷
譜
妄
症

３
、
全
身
病
脚
気
、
癒
澗
、
全
身
感
染
症
（
陰
症
）

４
、
感
染
症
水
腫
、
丹
毒
、
化
膿
性
感
染
症
（
陽
症
）
、
咬
創
（
狂
犬
病
ヲ
含
ム
）
、
破
傷
風
（
牙
関
緊
急
）
、
結
核
（
癌
瀝
ヲ
含
ム
）
、

梅
毒
、
鼠
咬
傷
、
蛇
咬
症
、
虫
類
刺
創

５
、
腫
瘍
良
性
腫
瘍
（
瘤
）
、
蝦
蟆
腫
、
鼻
茸
（
鼻
竹
）
、
悪
性
腫
瘍
（
岩
）
、
風
鰊
、
血
管
腫
（
血
腫
）
、
気
腫
、
瘻
腫

６
、
皮
冑
痘
瘡
、
痴
、
擁
、
庁
、
下
婚
、
梅
毒
、
象
皮
病
、
色
素
斑
、
服
風
、
鱗
屑
疾
（
驚
膏
風
）

７
、
崎
形
兎
唇
、
寳
指
、
錆
肛
、
錆
陰

８
、
骨
折
、
脱
臼
各
部
位
骨
折
、
脱
臼

９
、
肛
門
痔
核
、
痔
瘻
、
肛
門
輝
裂
、
脱
肛

病
名
の
記
載
に
は
瘍
家
、
金
創
医
の
古
い
表
現
か
ら
、
蘭
語
、
ラ
テ
ン
語
そ
の
ま
ま
の
も
の
ま
で
区
々
で
あ
る
が
、
創
以
外
に
二
次
感
染
症

７
、
紅
毛
的
伝
金
創
書
（
「
阿
蘭
陀
流
外
療
秘
密
書
」
中
二
記
載
、
尚
「
外
療
秘
密
書
」
ハ
メ
ス
ト
ル
、
ス
テ
イ
ヒ
ン
ノ
モ
ノ
デ
他
流
混
入
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耕
牛
の
手
術
記
事
は
見
当
ら
な
い
。
た
だ
、
「
西
遊
随
筆
記
」
、
「
外
療
道
具
用
方
」
を
以
て
推
測
し
得
る
に
と
ど
め
る
。
同
書
か
ら
外
科
器

械
を
挙
げ
れ
ば

の
記
載
が
詳
細
で
あ
る
点
と
腫
瘍
に
良
性
と
悪
性
を
分
け
、
岩
（
癌
）
の
記
載
が
あ
る
こ
と
、
崎
形
に
兎
唇
、
賛
指
以
外
に
錆
肛
、
錆
陰
が
見

ら
れ
る
こ
と
は
一
進
歩
と
い
っ
て
よ
い
。
即
ち
外
科
病
名
分
類
に
、
素
朴
で
は
あ
る
が
、
体
系
が
樹
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
⑦
ハ
イ
ス
テ
ル
や

プ
レ
ン
キ
ら
の
著
書
に
早
く
接
し
て
い
た
耕
牛
の
当
然
な
結
果
で
あ
る
。

問
題
は
耕
牛
が
直
接
い
か
な
る
外
科
治
法
を
行
っ
た
か
で
あ
る
。

石
崎
融
思
著
「
長
崎
古
今
集
覧
」
附
録
名
勝
図
絵
に
は
「
阿
蘭
陀
屋
敷
外
科
医
の
治
療
」
（
前
脾
切
断
図
）
が
あ
り
、
「
長
崎
紀
聞
」
、
乾

の
冊
に
、
「
阿
蘭
陀
外
科
ウ
デ
切
之
図
」
が
載
っ
て
い
る
。
と
く
に
前
図
に
は
通
詞
が
立
合
っ
て
い
る
。
勿
論
石
崎
融
思
は
弘
化
三
年
二
月
に

残
し
て
い
る
し
（
長
崎
尽
人
伝
）
、
「
長
崎
紀
聞
」
は
文
化
頃
の
作
で
あ
る
。
従
っ
て
耕
牛
時
代
と
は
か
な
り
の
距
り
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
独
噸
庵
の
③
「
漫
遊
雑
記
」
に
は
「
乳
岩
不
治
、
自
古
然
而
和
蘭
書
中
有
一
言
、
日
其
初
発
如
梅
核
之
時
、
以
快
刀
割
之
、
後
従
金

瘡
之
法
治
之
、
斯
一
言
有
味
雄
余
未
試
之
、
害
以
告
後
人
」
と
あ
る
。
「
漫
遊
雑
記
」
は
宝
暦
十
三
年
夏
に
撰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
独
噸
庵

の
西
遊
は
そ
の
前
年
の
宝
暦
壬
午
十
二
年
の
こ
と
で
⑨
同
書
中
に
「
余
西
瀞
列
長
崎
、
就
訳
師
吉
雄
氏
」
と
あ
る
よ
う
に
耕
牛
の
と
こ
ろ
で
、

そ
の
所
持
の
蘭
書
を
見
て
前
記
の
記
事
を
な
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
新
宮
凉
庭
の
「
西
遊
日
記
」
巻
之
一
、
二
十
六
丁
裏
に
「
文
化
十
二

年
正
且
、
在
献
作
氏
之
楼
」
と
あ
り
献
作
は
吉
雄
耕
牛
の
長
子
幸
太
郎
で
あ
る
。
凉
庭
は
吉
雄
権
之
助
（
耕
牛
の
妾
の
子
）
を
六
次
郎
と
呼
ん

だ
。
西
遊
日
記
に
「
六
次
郎
先
生
号
如
渕
、
後
称
権
之
介
、
耕
作
末
子
其
解
横
文
天
下
無
比
」
と
あ
る
。
凉
庭
は
、
こ
の
如
渕
に
就
い
た
。
又

同
「
日
記
」
に
は
蘭
館
甲
長
道
富
之
妓
の
妹
に
「
歯
齪
生
肉
塊
」
大
さ
は
胡
桃
大
で
破
裂
出
血
し
た
⑩
治
療
症
例
が
載
っ
て
い
る
、
「
水
蟹

腫
」
と
診
断
し
、
結
紮
し
て
烙
鉄
で
之
を
熨
し
て
治
癒
せ
し
め
て
い
る
。
つ
ま
り
耕
牛
の
次
の
時
代
の
治
療
法
の
一
端
で
あ
る
。

又
、
橘
南
鶏
の
⑪
「
外
科
小
備
」
に
は
「
阿
蘭
人
ホ
ン
ト
ク
ウ
ハ
乳
岩
ヲ
見
テ
結
核
ヲ
切
り
取
り
、
跡
ヲ
金
瘡
療
治
ニ
セ
ン
ト
云
、
是
ハ
妙

ナ
ル
療
法
ナ
レ
ト
モ
名
人
二
非
レ
ハ
出
来
難
キ
事
ナ
リ
」
と
あ
る
の
は
余
り
に
も
知
り
過
ぎ
て
い
る
。
文
化
三
年
の
残
（
七
十
歳
）
で
あ
る
か

ら
、
時
代
は
略
と
一
致
す
る
。

一

腫
瘍
に
良
性
と
悪
性
を
分
け
、
岩
（
癌
）
の
記
載
が
あ
る
こ
と
、
崎
形
に
兎
唇
、
賛
指
以
外
に
錆
肛
、
錆
陰
が
見

っ
て
よ
い
。
即
ち
外
科
病
名
分
類
に
、
素
朴
で
は
あ
る
が
、
体
系
が
樹
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
⑦
ハ
イ
ス
テ
ル
や
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5 4 3 2
、 、 、 。､

１
入
、

7 6
、 、

７、

19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9
， 、 、 、 ､ ､ 、 ､ 、 、

ヲ
－
コ
カ
ン
カ
ル
ト
云
眼
病
二
用
ユ
ル
道
具

８
、
恨
中
二
物
之
入
テ
、
不
出
時
用
フ
ル
道
具

眼
中
二
物
之
入
テ
、
不
出
時
国

三
方
切
、
四
方
切
、
要
用
道
具
（
頭
部
骨
折
用
）

頭
脳
骨
折
ク
ホ
メ
、
ク
ダ
ヶ
タ
ル
療
治
（
陥
凶
骨
折
用
）

ホ
ン
タ
ネ
ル
道
具
（
泉
門
穿
願
用
）

テ
レ
ハ
ー
ン
（
骨
瘤
テ
難
治
之
時
用
ウ
）

⑫
セ
イ
ト
ン
ナ
ー
ル
ト
（
・
ハ
レ
時
代
に
も
用
い
ら
れ
た
。
頂
部
に
左
右
か
ら
針
を
通
す
。
一
種
の
刺
戟
療
法
で
あ
り
、
ハ
ィ
ス
テ
ル
に

も
出
て
い
る
。
本
書
に
は
、
そ
の
用
方
を
図
示
し
、
「
眼
病
或
ソ
コ
ヒ
ノ
療
治
ナ
リ
」
と
附
記
し
て
い
る
。

も
出
て
い
る
。
本
書
に
は
、

眼
中
二
掛
タ
ル
マ
ク
切
道
具

ハ
ー
セ
モ
ン
ト
（
兎
唇
用
具
）

ホ
レ
イ
ヒ
ス
（
鼻
腔
ポ
リ
ー
プ
）

水
腫
水
抜
ダ
ル
後
、
膳
腫
物
一
雨

鉄
砲
玉
貫
道
具
（
銃
丸
除
去
器
）

尺
沢
血
ヲ
時
時
備
置
道
具
（
潟
倫

フ
ル
ー
ト
ス
テ
ル
フ
（
止
血
具
）

フ
ル
ー
ト
ス
テ
ル
フ

膳
腫
物
一
一
用

（
潟
血

カ
ン
カ
ル
テ
ル
リ
ッ
コ
二
用
道
具

手
足
切
離
ス
道
具
希

骨
或
指
切
離
ス
道
具
、 （

四

指
之
水
カ
キ
ヲ
切
離
ス
道
具
（
朕
指
切
除
具
）

爪
皮
内
肉
之
中
一
一
入
タ
ル
ヲ
切
離
ス
道
具

肢
切
断
具
）

ル
道
具

用
具
）

（
腹
腔
穿
刺
、
膳
腫
瘍
除
去
）
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⑥
止
血
具
（
ト
ル
ネ
ヶ
ッ
ト
）

⑥
眼
、
頭
脳
ノ
道
具
（
主
ト
シ
テ
陥
凹
骨
折
用
）

①
骨
折
治
療
具
（
劃
子
、
副
木
、
索
引
具
）

「
外
療
道
具
用
方
」
に
は
吉
雄
永
章
先
生
秘
伝
と
あ
っ
て
、
当
時
一
般
に
慣
用
手
術
の
用
具
と
判
断
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
実
際
行
わ
れ
た
の

は
、
前
述
の
よ
う
に
、
手
術
を
約
二
十
種
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
何
れ
も
現
今
の
小
外
科
乃
至
救
急
手
術
の
域
を
こ
え
て
い
な
い
。
四
肢

切
断
術
前
脾
、
下
腿
以
下
が
敢
行
さ
れ
た
こ
と
は
疑
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
外
傷
に
よ
る
挫
滅
創
の
四
肢
の
損
傷
に
限
ら
れ
て
い
た
と
判
断

さ
れ
る
。
又
、
「
手
足
切
離
ス
道
具
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
四
肢
切
断
術
も
、
一
般
に
は
腕
関
節
、
足
関
節
以
下
の
切
断
で
あ
ろ
う
。

切
断
血
管
の
処
置
は
ヲ
レ
ィ
フ
ヂ
ウ
ヱ
ィ
セ
ロ
ノ
ト
フ
と
あ
る
か
ら
、
圧
迫
ボ
タ
ン
を
以
て
断
端
を
圧
す
る
か
、
カ
ム
テ
リ
イ
ン
ブ
ロ
ー
ト
ヱ

ン
ヶ
レ
ィ
ン
、
烙
鉄
を
使
用
し
て
処
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ル
ー
ト
ス
テ
ル
フ
、
止
血
の
項
に
は
「
兎
之
毛
」
の
メ
イ
チ
ャ
を
局
処
に
撒
布

し
、
油
紙
（
生
す
き
の
柔
軟
な
る
も
の
セ
レ
ー
ト
ハ
ヒ
ィ
ル
）
を
以
て
包
む
。
血
止
具
と
あ
っ
て
、
器
具
の
詳
細
の
記
載
が
な
い
が
、
ト
ル
ネ

ケ
ヅ
ト
及
び
タ
ン
カ
（
鉗
子
）
は
使
用
し
た
。

頭
部
の
手
術
は
外
傷
に
よ
る
陥
凹
骨
折
等
の
治
療
に
と
ど
ま
り
、
鎮
山
の
「
外
科
宗
伝
」
や
光
顕
の
「
外
科
訓
蒙
図
彙
」
に
あ
る
穿
願
術
は

実
際
に
は
敢
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
る
の
が
正
し
い
。

さ
ら
に
「
阿
藺
陀
流
外
療
秘
密
之
耆
」
上
下
二
冊
、
「
紅
毛
流
金
瘡
之
害
」
、
「
蘭
療
各
奇
雑
法
録
」
、
「
陣
中
船
中
治
術
書
」
の
井
上
本
の
他

に
、
「
吉
雄
家
外
療
聿
自
」
署
嘩
評
識
件
稲
泓
雄
壼
平
蔵
筆
写
（
富
士
川
本
）
、
「
吉
雄
家
金
創
秘
聿
昌
」
写
本
（
富
士
川
本
）
、
「
吉
雄
先
生
雑
伝
書
」

一
名
ト
ゥ
ン
ベ
ル
ク
ロ
伝
（
富
士
川
本
）
、
「
吉
雄
先
生
雑
病
伝
」
需
毒
（
富
士
川
本
）
を
綜
合
す
る
と
観
血
手
術
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

写
本１

、
頭
部
損
傷
（
頭
蓋
骨
折
、
陥
凹
骨
折
を
含
む
）
「
西
遊
随
筆
記
」
副
木
装
用
の
図
示
が
あ
る
。

鋤
、
③
要
用
道
具
（
ラ
ン
セ
タ
、
レ
キ
ト
シ
カ
ー
ル
（
直
鋏
）
以
下
千
五
種
）

⑥
メ
イ
チ
ャ
、
置
木
綿
部
直
銑

＠
外
科
道
具
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５
、
腹
部
外
傷
（
腸
管
縫
合
）

６
、
四
肢
切
断
《
腕
関
節
、
足
関
節

７
、
錆
陰
、
錆
肛
、
諸
種
肛
門
手
術

８
、
腫
瘍
切
除
（
乳
癌
手
術
に
つ
い

そ
の
他
、
井
上
本
「
極
伝
巻
木
棉
和

５
号
餌
嵩
邑
の
旨
ゴ
の
琴
里
儲
口
』
①
両
①
ロ
①
ｚ
四
回
員

８
、
腫
瘍
切
除
（
乳
癌
手
術
に
つ
い

（
腸
管
縫
合
）

（
腕
関
節
、
足
関
節

て
は
耕
牛
関
係
の
資
料
か
ら
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
）

そ
の
他
、
井
上
本
「
極
伝
巻
木
棉
和
解
聿
日
」
及
び
「
吉
雄
流
巻
木
棉
図
巻
」
桔
綜
玄
治
氏
蔵
巻
末
に
耕
牛
像
と
Ｑ
ｏ
昌
１
黄
ず
の
１
．
胃
雪
§
空
の

く
の
号
色
冒
邑
の
旨
汗
琴
①
一
国
の
口
』
①
両
①
ロ
①
ｚ
四
回
目
ご
〆
の
巨
吋
碕
①
ご
＄
島
昌
ぐ
冒
醜
巴
庁
匡
言
急
①
旨
ユ
侭
の
○
①
言
①
嚴
口
①
ロ
ゴ
の
①
弄
匡
ロ
ユ
気
①
彦
色
ロ
ユ
囚
呂
の
。
ｚ
“
胃
堅
⑦

ョ
①
冒
璽
①
ｇ
・
冨
巽
①
君
管
①
段
の
島
嵜
。
日
の
①
目
鼻
島
房
扇
ぐ
の
『
匡
旦
①
ロ
〕
．
切
尋
．
宮
島
・
Ｉ
「
こ
の
さ
さ
や
か
な
記
録
は
、
す
べ
て
の
外
症
に

園

よ
っ
て
起
る
機
能
上
の
不
自
由
や
治
術
上
の
手
技
を
お
ぎ
な
っ
て
、
新
し
く
、
立
派
に
そ
し
て
自
由
自
在
に
包
帯
す
る
よ
う
に
教
え
て
い
る
。

吉
雄
耕
牛
」
の
一
文
が
附
記
し
て
あ
る
）
を
見
る
と
、
こ
れ
は
ハ
ィ
ス
テ
ル
の
図
録
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ

の
取
捨
撰
択
は
実
地
に
繁
用
さ
れ
る
も
の
の
み
で
あ
る
。

耕
牛
は
当
時
来
朝
し
た
バ
ウ
エ
ル
”
且
島
国
目
の
『
や
ト
ウ
ン
ベ
ル
ク
ス
自
己
輿
の
【
目
冒
ご
胃
晶
に
教
え
を
受
け
た
こ
と
は
前
記
資
料
か
ら

明
ら
か
で
あ
り
、
又
「
阿
蘭
陀
流
外
療
秘
密
之
書
」
の
上
冊
に
は
「
メ
ス
ト
ル
、
ス
テ
ィ
ピ
ン
療
治
指
南
並
薬
方
記
」
が
あ
る
。
ス
テ
ィ
ビ
ン

陣
の
ぐ
ｇ
来
朝
は
誕
霊
錘
詳
（
又
は
二
年
と
も
い
う
）
で
、
時
代
が
耕
牛
時
代
と
相
違
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
耕
牛
関
係
写
本
に
は
他
流
の
混
流

が
著
し
く
、
エ
ン
プ
ラ
ー
ス
方
書
、
イ
ム
ク
エ
ム
キ
方
言
、
膏
薬
煉
書
類
に
現
わ
れ
た
処
方
は
長
崎
系
外
科
の
綜
合
、
集
大
成
の
観
を
呈
す
る
。

要
す
る
に
耕
牛
外
科
は
ハ
イ
ス
テ
ル
、
プ
レ
ン
キ
の
外
科
を
採
っ
て
、
そ
の
時
代
の
最
新
知
識
で
あ
り
、
従
来
の
「
耳
聞
面
晤
」
の
外
科
か

ら
一
歩
前
進
し
た
良
識
で
あ
り
、
江
戸
蘭
学
期
を
誘
導
し
た
意
義
は
特
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
沼
田
次
郎
氏
も
耕
牛
を
⑭
「
海
外

知
識
の
供
給
者
」
と
さ
れ
、
「
蘭
学
者
は
も
ち
ろ
、
例
え
ば
三
浦
梅
園
、
司
馬
江
漢
、
平
賀
源
内
、
橘
南
溪
、
平
沢
元
憧
、
林
子
平
、
近
藤

４
、
胸
腔
穿
刺

２
、
兎
唇
成
形
術
、
（
「
西
遊
随
筆
記
）
に
図
示
が
あ
る
）

３
、
鼻
ポ
リ
ー
プ
、
良
性
腫
瘍
摘
出
（
図
示
）
。

以
下
が
主
で
、

他
は
挫
滅
創
か
）
附
、
血
管
縫
合
及
ト
ル
ネ
ヶ
御
卜
使
用
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重
蔵
等
々
、
各
方
面
の
文
人
、
学
者
と
交
際
が
あ
り
」
と
さ
れ
た
。
外
科
吏
に
お
い
て
も
軽
長
崎
系
外
科
か
ら
江
戸
系
外
科
の
有
力
な
橋
渡
し

の
役
を
つ
と
め
た
こ
と
が
最
も
意
義
が
あ
る
。

⑭⑬⑫⑪⑩⑨③⑦ ①
「
長
崎
県
人
物
伝
」
六
七
七
頁

②
大
槻
如
電
修
「
新
撰
洋
学
年
表
」
八
五
頁

③
古
賀
十
二
郎
著
「
長
崎
と
海
外
文
化
」
下
編
二
頁
及
ビ
緒
方
富
雄
著
「
蘭
学
事
始
」
（
好
学
社
）
一
六
○
頁

④
黒
田
源
次
・
山
鹿
誠
之
助
校
註
「
江
漢
西
遊
日
記
」
一
○
○
頁
（
天
明
八
年
十
月
二
十
日
）
一
○
八
頁
（
天
明
八
年
十
月
二
十
五
日
）
三
三
頁
（
天

⑥⑤ 引
用
文
献

新
宮
涼
庭
「
西
遊
日
記
」
二
九
丁
表

橘
南
鶏
「
外
科
小
備
」
写
本
十
五
丁
表

乏
三
冨
日
犀
。
。
ｇ
鳥
《
》
）
シ
ロ
：
貝
日
常
『
砦
⑦
昌
。
曾
厚
・
〕
ご
震
．
弓
皇
Ｓ
ｌ
』
呂

耕
牛
逝
去
三
年
前
二
筆
記
セ
ル
旨
註
記
ア
リ

沼
田
次
郎
著
「
洋
学
伝
来
の
歴
史
」
（
至
文
堂
）
五
○
頁

永
富
独
嚥
庵
「
漫
瀞
雑
記
」
及
び
三
浦
梅
園
「
帰
山
録
」

古
賀
十
二
郎
著
「
西
洋
医
術
伝
来
史
」
一
六
八
’
一
六
九
頁

「
吉
雄
幸
作
よ
り
美
濃
高
須
藩
医
野
村
立
栄
に
与
え
た
授
、
吉
雄
家
学
之
秘
条
」
参
照

古
賀
十
二
郎
著
「
西
洋
医
術
伝
来
史
」
一
七
○
’
一
九
三
頁

永
冨
独
哺
庵
、
富
士
川
海
訳
「
解
漫
海
雑
記
」
三
三
頁

永
冨
独
哺
庵
、

同
書
六
二
頁

明
八
年
十
一
月
十
二
日
）

（53 ）



マ

介
一

紹新 刊
－

日
本
科
学
技
術
史
大
系
第
型
巻
医
学
１

五
八
○
頁
に
お
よ
ぶ
大
冊
は
九
章
に
わ
か
れ
る
本
文
と
、
序
章
に
総

説
、
終
章
に
展
望
、
そ
し
て
附
録
に
衛
生
局
報
告
を
収
め
、
年
表
と
索

引
を
加
え
た
大
資
料
集
で
あ
る
。
大
阪
大
学
の
丸
山
教
授
と
中
川
助
教

授
を
中
心
と
す
る
医
学
史
研
究
会
が
五
年
間
の
日
子
を
か
け
て
収
集
し

た
六
十
キ
ロ
を
こ
え
る
大
量
の
複
写
資
料
（
重
量
で
示
し
た
が
枚
数
に

す
れ
ば
天
文
学
的
数
字
と
な
ろ
う
）
の
中
か
ら
、
一
八
四
八
年
（
嘉
永

元
年
）
の
牛
痘
苗
渡
来
よ
り
一
九
一
○
年
（
明
治
四
三
年
）
に
い
た
る

五
二
年
間
の
医
事
の
問
題
点
と
な
る
資
料
を
、
各
個
に
解
説
を
加
え
て

テ
ー
マ
別
に
配
列
し
て
あ
る
。

本
書
の
最
も
特
色
と
す
る
点
は
〃
医
学
″
を
広
義
に
解
し
て
〃
保
健

に
関
す
る
科
学
と
技
術
″
と
い
う
や
観
点
に
立
ち
、
お
よ
そ
保
健
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
基
本
資
料
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
て
い
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
し
か
も
各
章
の
は
じ
め
に
、
社
会
の
動
向
に
関
連
し
た
医
事

を
概
説
し
、
問
題
点
が
世
界
医
学
史
と
い
か
な
る
つ
な
が
り
が
あ
る
か

を
意
識
し
て
述
べ
、
関
係
資
料
を
さ
が
す
た
め
の
リ
ス
ト
ま
で
添
え
ら

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
上
古
い
ら
い
一
千
年
に
お
よ
ぶ
わ
が
国
の
伝

統
医
学
が
、
封
建
の
殻
を
破
っ
て
真
に
民
衆
の
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に

世
界
医
学
に
連
な
る
激
動
期
の
五
十
年
間
を
、
手
に
と
る
よ
う
に
実
物

に
よ
っ
て
キ
ャ
ッ
チ
出
来
る
の
で
ま
こ
と
に
有
難
い
。

わ
が
国
の
医
学
史
を
研
究
す
る
た
め
の
基
本
図
書
と
し
て
は
、
古
典

的
名
著
の
富
士
川
瀞
の
「
日
本
医
学
史
」
が
あ
り
、
ま
た
近
年
で
は
各

分
科
の
専
門
家
の
分
担
執
筆
に
よ
る
学
士
院
編
「
明
治
前
日
本
医
学
史

五
巻
」
が
あ
る
が
、
両
書
と
も
明
治
期
に
は
そ
れ
ほ
ど
比
重
を
か
け
て

い
な
い
。
こ
れ
は
通
史
で
あ
る
か
ら
当
然
と
し
て
も
、
江
戸
中
期
前
の

医
学
は
文
献
資
料
が
ほ
と
ん
ど
限
定
さ
れ
、
ち
ょ
っ
と
努
力
す
れ
ば
貴

重
書
で
あ
っ
て
も
岩
波
の
「
図
書
総
目
録
」
な
ど
に
よ
っ
て
所
在
が
判

明
し
、
利
用
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
明
治
期
と
な
る

と
全
く
事
情
が
違
っ
て
く
る
。
資
料
が
多
す
ぎ
、
ど
こ
に
あ
る
か
を
調

べ
る
だ
け
で
も
至
難
の
う
え
、
い
ま
ま
で
案
外
粗
末
に
扱
わ
れ
て
い
た

た
め
か
、
ま
た
雑
誌
や
小
冊
の
多
い
せ
い
か
、
医
学
史
に
と
っ
て
は
ジ

ャ
ン
グ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
資
料
集
と
し

て
解
説
や
手
ぴ
き
ま
で
加
え
ら
れ
て
提
供
さ
れ
た
こ
と
は
、
学
界
の
慶

事
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
書
の
利
用
価
値
は
ほ
と
ん
ど
無
限
と
い
っ
て
よ
い
。
保
健
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
の
問
題
点
が
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
た
と
え
ば
農
村
に
お
け
る
医
療
の
史
的
展
望
、
近
代
に
お
け

る
救
療
事
業
、
看
護
の
発
達
、
外
国
医
学
受
容
の
態
度
な
ど
ダ
ィ
ナ
ミ

ヅ
ク
な
テ
ー
マ
を
い
く
ら
で
も
埋
蔵
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
一
冊
を
精

読
し
て
冷
静
な
批
判
を
め
ぐ
ら
せ
ば
卒
業
論
文
て
い
ど
の
も
の
な
ら
何

編
で
も
生
れ
よ
う
。

医
事
、
保
健
に
携
わ
る
人
々
だ
け
で
な
く
、
人
文
科
学
系
の
研
究
者

に
と
っ
て
も
必
須
の
文
献
で
あ
る
。
明
治
期
の
社
会
の
実
態
を
知
る
た

め
の
基
本
図
書
と
し
て
広
く
す
い
せ
ん
す
る
も
の
で
あ
る
。

編
集
と
校
正
に
は
大
変
な
努
力
と
周
到
な
用
意
が
な
さ
れ
た
と
思
う

が
、
若
干
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
や
脱
落
が
あ
る
の
は
止
む
を
得
ま
い
。
い

ず
れ
は
追
加
訂
正
が
な
さ
れ
る
と
思
う
。
大
正
昭
和
期
は
「
医
学
２
」

と
し
て
続
刊
さ
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
完
成
の
暁
は
現
代
史
の
、
そ
し
て

日
本
医
学
史
の
重
要
不
可
欠
の
文
献
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
日
本

科
学
史
学
会
編
、
日
本
科
学
技
術
史
大
系
型
医
学
１
、
第
一
法
規
出

版
株
式
会
社
判
五
八
○
頁
、
三
、
五
○
○
円
）
〔
石
原
〕
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I I
私
は
さ
き
に
昭
和
二
十
五
年
十
月
「
史
学
」
（
第
廿
四
巻
第
二
・

三
号
）
に
、
「
和
蘭
事
始
と
蘭
学
事
始
ｌ
福
沢
家
所
蔵
の
一
写
本
に

つ
い
て
ｌ
」
と
題
し
て
、
昭
和
二
十
四
年
秋
、
福
沢
家
か
ら
慶
応
義

塾
に
寄
託
さ
れ
た
福
沢
諭
吉
関
係
遺
物
約
一
千
六
百
点
中
に
存
し
た

「
蘭
学
事
始
」
写
本
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

こ
の
写
本
（
福
沢
本
）
の
価
値
が
、
明
治
二
年
の
板
本
に
、
も
っ

と
も
密
接
な
つ
な
が
り
を
示
す
形
態
を
そ
な
え
て
い
る
こ
と
、
福
沢

が
み
ず
か
ら
数
カ
所
に
書
き
込
み
を
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
福
沢

が
み
ず
か
ら
の
筆
で
、
写
本
の
「
和
蘭
事
始
」
と
い
う
表
題
を
「
蘭

学
事
始
」
と
訂
正
し
た
跡
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
存
す
る
こ

と
は
、
す
で
に
周
知
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
さ
き
の
報
文
に
お
い
て
、
私
は
福
沢
本
の
上
段
欄
外
の

書
き
入
れ
の
こ
と
に
触
れ
て
、
こ
う
書
い
た
。

「
上
段
欄
外
に
数
カ
所
の
書
き
入
れ
が
あ
る
が
、
写
本
の
筆
者
と
同

原
著

『
蘭
学
事
始
』
福
沢
本
の
筆
者

一
筆
跡
と
見
ら
れ
る
の
は
一
箇
所
だ
け
、
他
は
す
べ
て
福
沢
の
筆
跡

で
あ
る
」

そ
の
一
カ
所
と
い
う
の
は
．
と
せ
甲
比
丹
は
『
ヤ
ン
・
カ
ラ
ン

ス
』
外
科
は
『
バ
ブ
ル
』
と
い
ふ
も
の
来
り
し
事
あ
り
」
と
あ
る
と

こ
ろ
で
、
全
文
は
左
の
通
り
記
し
て
あ
る
。

「
和
蘭
官
名
表
を
案
ず
る
に

『
ヤ
ン
カ
ラ
ン
ス
』
は
千
七
百
六
十
六
年
即
ち
我
明
和
三
年
に
一

年
在
留
し
後
一
年
を
隔
て
千
七
百
六
十
八
年
に
再
び
来
り
て
二
年

間
在
留
す
即
我
明
和
五
六
の
二
年
也
烙
考
」

さ
き
に
報
文
を
書
い
た
当
時
、
私
に
は
こ
の
書
き
込
み
の
筆
者

「
格
」
の
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
、
深
入
り
す
る
の
を
ひ
か
え

た
。
そ
の
う
ち
、
神
田
孝
平
の
名
が
孟
烙
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の

で
あ
る
が
、
他
事
に
ま
ぎ
れ
て
、
こ
れ
を
追
加
報
告
す
る
の
を
お
こ

富
田
正
文

／戸戸、
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た
っ
て
い
た
。

最
近
、
緒
方
富
雄
東
大
名
誉
教
授
か
ら
、
こ
の
点
を
指
摘
し
た
御

手
紙
を
い
た
だ
き
、
こ
の
筆
者
が
本
文
の
筆
者
と
同
一
で
あ
る
こ
と

は
疑
い
な
い
以
上
、
も
し
「
格
」
な
る
人
物
が
判
明
す
れ
ば
、
本
文

の
筆
者
も
そ
の
人
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
私
に

そ
の
後
の
考
証
が
あ
る
か
と
い
う
お
た
ず
ね
で
あ
る
。

私
は
、
記
入
の
「
格
考
」
の
「
格
」
は
神
田
孝
平
と
お
も
わ
れ
る

と
御
返
事
し
、
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
に
も
と
ず
い
た
多
少
の
推
定
を
つ

け
加
え
た
。

緒
方
名
誉
教
授
か
ら
折
返
し
お
手
紙
が
あ
っ
て
、
問
題
の
上
段
記

入
者
が
神
田
孝
平
で
あ
っ
て
、
本
文
も
神
田
孝
平
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
非
常
に
興
味
が
大
き
い
が
、
福
沢
本
の
上
段
記
入
者

の
筆
跡
が
は
た
し
て
神
田
孝
平
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
あ
る
か
と
い
う
御
質
問
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
時
私
は

病
臥
入
院
中
で
あ
っ
た
の
で
、
神
田
孝
平
の
筆
跡
を
よ
く
知
ら
な
い

私
に
は
、
あ
れ
が
神
田
の
直
筆
か
、
側
近
の
書
生
の
書
写
か
確
実
に

は
申
し
兼
ね
る
こ
と
、
も
し
先
生
の
お
手
も
と
で
そ
れ
を
一
応
調
べ

て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
こ
と
を
申
し
あ
げ
た
。
福
沢
な
ど
の

側
で
は
、
自
分
の
原
稿
は
多
く
は
側
近
の
書
生
に
写
本
を
つ
く
ら
せ

る
の
が
多
く
、
あ
と
で
自
分
で
目
を
通
し
て
誤
脱
を
修
正
加
筆
す
る

と
い
う
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

緒
方
教
授
は
、
早
速
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
史
料
室
に
保
存
さ
れ

て
い
る
神
田
孝
平
の
二
十
数
通
の
手
紙
を
く
わ
し
く
調
べ
、
と
く
に

明
治
六
年
の
手
紙
の
筆
蹟
と
注
意
深
く
比
較
検
討
せ
ら
れ
た
結
果
、

福
沢
本
の
筆
者
は
、
ま
ど
う
こ
と
な
く
神
田
孝
平
の
筆
で
あ
る
と
は

断
言
で
き
な
い
と
い
う
結
論
に
達
せ
ら
れ
た
。
同
一
人
の
筆
跡
で

も
、
大
字
と
小
字
、
手
紙
と
書
写
な
ど
と
条
件
に
よ
っ
て
か
な
り
ち

が
っ
た
字
を
書
く
人
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
断
定
的

な
こ
と
を
い
う
た
め
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
筆
跡
を
調
べ
る
必
要
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
当
分
保
留
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
神
田
孝
平
（
一
八
三
○
’
一
八
九

八
）
が
明
治
直
前
に
本
郷
湯
島
の
聖
堂
裏
の
露
店
で
発
見
し
買
い
求

め
た
写
本
が
、
そ
の
ま
た
写
本
の
上
段
欄
外
に
、
神
田
孝
平
が
、
上

述
の
ヤ
ン
カ
ラ
ン
ス
の
日
本
在
留
の
年
代
に
関
す
る
、
自
身
の
考
察

を
記
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
和
蘭
官
名
表
」
を
案
ず
る
と
こ
ろ

な
ど
、
当
時
蕃
書
調
所
の
職
員
で
あ
っ
た
神
田
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と

と
お
も
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
福
沢
本
は
、
現
在
ま
で
の
調
査
の
段
階
で
は
、
神
田

孝
平
が
欄
外
記
入
し
た
「
事
始
」
を
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
、
全
体
を
誰

か
が
写
本
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
り
ほ
か
に
な
さ
そ
う
で
あ
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る
C

る
。
し
た
が
っ
て
、
福
沢
本
の
筆
者
は
、
い
ま
な
お
不
明
で
あ
る
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
上
段
欄
外
の
記
入
の
原
筆
者
が
神
田
孝
平

で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

さ
き
の
報
文
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
明
治
二
年
本
の
内
容
は
、

福
沢
本
と
同
一
で
は
な
い
。
福
沢
本
に
脱
落
し
て
い
て
、
明
治
二
年

本
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
し
、
漢
字
や
仮
名
の
使
い
方
も
同

じ
で
な
い
も
の
も
す
ぐ
な
く
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
福
沢
本
を
底
本

と
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
相
異
が
あ
る
。

も
っ
と
も
明
治
二
年
本
に
し
て
も
、
刊
行
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
、

書
き
写
し
の
誤
や
、
訂
正
の
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

明
治
二
年
本
の
底
本
は
、
福
沢
本
か
ら
、
別
に
つ
く
ら
れ
た
写
本

を
、
い
ま
一
度
、
神
田
孝
平
の
発
見
し
た
古
写
本
と
校
合
し
、
そ
れ

に
さ
ら
に
福
沢
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
二
年
本
は
木
板
刷
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
底
本
か
ら
、
板
木
を

彫
る
た
め
の
板
下
が
つ
く
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
底

本
か
ら
板
下
が
で
き
る
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
も
う
一
つ
の
段
階
が
あ

明
治
初
年
の
こ
ろ
は
、
古
文
献
に
対
す
る
観
念
も
現
在
の
よ
う
に

厳
格
な
も
の
で
な
く
、
写
本
す
る
も
の
も
、
校
合
す
る
も
の
も
、
か

な
り
自
由
に
自
分
の
主
観
に
よ
っ
て
、
加
筆
修
正
し
て
い
る
か
ら
、

同
一
の
底
本
か
ら
写
本
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
誤
写
、
脱
落
以
外
の
相

異
を
含
む
こ
と
と
な
る
。

福
沢
が
、
原
題
の
「
和
蘭
事
始
」
を
「
蘭
学
事
始
」
と
改
め
た
の

に
も
、
こ
の
よ
う
な
心
理
が
は
た
ら
い
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
。

緒
方
名
誉
教
授
と
の
今
回
の
通
信
の
あ
い
だ
、
私
は
病
気
入
院
中

で
、
堪
え
が
た
い
苦
痛
に
な
や
ま
さ
れ
て
い
た
。
教
授
は
、
こ
の
こ

と
を
一
日
も
早
く
発
表
す
る
よ
う
に
と
の
激
励
の
こ
と
ば
を
い
た
だ

い
た
ば
か
り
で
な
く
、
私
が
原
稿
執
筆
に
も
不
自
由
な
の
を
知
り
、

私
の
差
上
げ
た
通
信
に
も
と
づ
い
て
、
み
ず
か
ら
原
稿
を
ま
と
め
、

私
の
意
に
か
な
う
よ
う
、
自
由
に
訂
正
し
て
発
表
す
る
よ
う
に
と
、

厚
意
あ
る
お
す
す
め
を
受
け
た
。
私
は
、
教
授
が
こ
の
問
題
を
そ
れ

ほ
ど
に
重
要
視
し
て
い
ら
れ
る
の
を
知
り
、
教
授
の
御
厚
意
に
あ
ま

え
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
こ
に
緒
方
名
誉
教
授
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
て
、
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
く
次
第
で
あ
る
。

（
本
論
文
の
要
旨
は
、
昭
和
四
十
年
六
月
二
十
六
日
日
本
医
史
学
会
例
会

に
お
い
て
、
緒
方
富
雄
名
誉
教
授
に
よ
っ
て
代
演
せ
ら
れ
た
）
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十
一
月
例
会
は
左
記
の
要
項
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
。

日
時
十
一
月
二
十
日
（
土
）
午
後
二
時
’
五
時

場
所
慶
応
大
学
医
学
部
北
里
記
念
医
学
図
書
館
第
一
会
議
室

講
演
一
、
関
川
関
所
趾
に
ウ
ィ
リ
ス
の
跡
を
訪
ね
て
鮫
島
近
二
氏

一
、
後
水
尾
院
の
長
寿
に
つ
い
て
羽
倉
敬
尚
氏

一
、
謡
曲
「
朱
丹
溪
」
の
発
見
石
原
明
氏

第
一
席
の
鮫
島
氏
の
講
演
は
、
ウ
ィ
リ
ス
が
明
治
維
新
に
際
し
、
北
陸
地

方
へ
赴
い
た
途
次
、
関
川
関
所
を
通
過
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
今
夏
そ

の
現
地
を
訪
ね
ら
れ
た
模
様
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
現
地
は
今
日
の

信
越
線
の
田
口
駅
で
下
車
、
池
の
平
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
傍
で
、
関

川
関
所
趾
と
記
し
て
あ
る
立
て
札
が
あ
る
ほ
か
は
何
も
な
い
そ
う
で
あ
る
。

関
所
趾
と
あ
る
の
で
さ
ぞ
か
し
要
害
堅
固
な
所
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の

に
今
は
た
だ
平
坦
な
場
所
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ス
は
こ
の
関
所
を
通
過
し
た
時

に
そ
こ
の
役
人
か
ら
帽
子
を
と
れ
と
い
わ
れ
た
こ
と
か
ら
一
悶
着
を
起
し
た

こ
と
を
そ
の
手
記
の
な
か
に
述
べ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
現
在

は
こ
の
関
所
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
土
地
の
故
老
も
い
な
い
由
で
あ
る
。

第
二
席
の
羽
倉
氏
の
講
演
「
後
水
尾
院
の
長
寿
に
つ
い
て
」
は
第
百
八
代

の
天
皇
後
水
尾
天
皇
が
そ
の
当
時
と
し
て
は
類
の
少
な
い
八
十
五
歳
の
長
寿

を
保
た
れ
た
原
因
と
思
わ
れ
る
も
の
を
挙
げ
、
結
局
、
平
素
の
摂
生
の
よ
か

っ
た
故
で
あ
る
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
述
べ
て
説
明
さ
れ
た
。

第
三
席
の
謡
曲
「
朱
丹
溪
」
の
発
見
は
、
石
原
明
氏
が
最
近
入
手
さ
れ
た

「
朱
丹
桂
」
と
題
す
る
謡
本
に
つ
い
て
考
証
、
説
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
書
は
朱
丹
溪
の
診
療
に
つ
い
て
こ
れ
を
謡
曲
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

トー～一

確
か
で
、
今
は
廃
曲
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
珍
本
と
い
う
ぺ

き
も
の
で
あ
ろ
う
。

出
席
者
（
敬
称
略
）

石
原
明
大
烏
藺
三
郎
馬
場
明
小
川
鼎
三
内
山
孝
一

羽
倉
敬
尚
鮫
島
近
二
大
東
昭
雄
本
間
達
雄
福
島
博

久
志
本
常
孝
岸
本
頼
子
佐
藤
文
比
古

十
二
月
例
会
は
恒
例
に
よ
り
蘭
学
資
料
研
究
会
と
合
同
、
左
記
の
次
第
に

よ
り
開
催
さ
れ
た
。

日
時
十
二
月
十
八
円
（
土
）
午
後
二
時
’
五
時

会
場
中
央
区
銀
座
東
四
丁
目
七
十
七
銀
行
ビ
ル
会
議
室

演
題
一
、
嘉
永
年
間
の
西
洋
砲
術
下
曽
根
金
三
郎
の
周
辺

目
大
大
学
院
笹
原
一
晃
氏

一
、
蘭
方
初
期
薬
物
学
の
分
類

明
治
薬
大
佐
藤
文
比
古
氏

一
、
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク
の
顕
微
鏡
展
示
と
解
説

一
、
緒
方
洪
庵
「
虎
猜
痢
治
準
」
補
遺

緒
方
富
雄
氏

講
演
終
了
後
同
所
で
例
年
の
通
り
両
会
合
同
の
忘
年
懇
親
会
を
開
い
た
。

出
席
者
（
敬
称
略
）

岸
本
頼
子
小
川
鼎
三
大
烏
蘭
三
郎
緒
方
富
雄
関
根
正
雄

福
島
博
佐
藤
文
比
古
久
志
本
常
孝
安
芸
基
雄
新
井
正
治

片
桐
一
男
大
東
昭
雄
松
村
明
石
原
明
谷
津
三
雄

川
畑
紀
義
（
以
上
略
名
）

（58）



監
田
俊
郎
（
愛
知
・
常
滑
市
）

石
橋
直
（
日
大
・
歯
学
）

稲
坂
謙
三
（
石
川
・
加
賀
市
・

岩
治
勇
一
（
福
井
・
医
史
学
）

岩
瀬
敏
司
（
愛
知
・
岡
崎
市
）

岡
田
靖
雄
（
東
京
・
松
沢
病
陣

小
野
公
義
（
岡
山
大
・
皮
層
趣

大
東
昭
雄
（
埼
玉
・
所
沢
市
）

角
田
信
三
（
名
古
屋
・
中
日
瘤

片
桐
一
男
（
東
京
・
蘭
学
史
）

上
谷
秀
和
（
富
山
・
新
湊
市
）

川
島
恂
二
（
茨
城
・
古
河
市
・

岸
本
頼
子
（
東
京
・
至
誠
会
雪

桑
原
寛
一
（
愛
媛
・
松
山
市
）

小
泉
衡
平
（
福
島
・
須
賀
川
圭

小
島
正
三
郎
（
東
京
・
八
王
子
圭

越
島
新
三
郎
（
東
京
・
国
立
第

佐
々
木
仁
一
（
山
形
・
山
形
市
）

塩
沢
香
（
東
京
・
医
学
通
昌

鈴
木
勝
（
日
大
・
歯
学
部
首

鈴
木
鑑
（
東
大
・
血
清
学
）

添
田
紀
三
郎
（
高
知
・
高
知
市

（
愛
知
・
常
滑
市
）

（
日
大
・
歯
学
）

（
石
川
・
加
賀
市
・

（
高
知
・
高
知
市
・

（
山
形
・
山
形
市
）

（
東
京
・
医
学
通
信

昭
和
三
十
九
年
五
月
以
降
新
入
会
者
氏
名

内
科
）

（
福
井
・
医
史
学
）

（
愛
知
・
岡
崎
市
）

（
東
京
・
松
沢
病
院
）

（
岡
山
大
・
皮
層
科
）

（
埼
玉
・
所
沢
市
）

（
名
古
屋
・
中
日
病
院
々
長
）

（
東
京
・
蘭
学
史
）

（
富
山
・
新
湊
市
）

（
茨
城
・
古
河
市
・
眼
科
）

（
東
京
・
至
誠
会
第
二
病
院
・
外
科
）

（
愛
媛
・
松
山
市
）

（
福
島
・
須
賀
川
市
）

（
東
京
・
八
王
子
市
）

（
東
京
・
国
立
第
一
病
院
・
神
経
科
）

泌
尿
器
科
）

社
主
宰
）

（
日
大
・
歯
学
部
長
）

武
田
充
弘
（
日
大
・
歯
学
）

津
山
直
一
（
東
大
・
整
形
外
科
）

戸
苅
近
太
郎
（
名
古
屋
大
名
誉
教
授
）

豊
倉
康
夫
（
東
大
・
脳
研
・
神
経
内
科
）

永
坂
三
夫
（
愛
知
県
立
愛
知
病
院
）

中
西
賢
況
（
東
京
・
小
山
病
院
・
内
科
）

野
村
拓
（
阪
大
・
衛
生
）

林
正
秀
（
）

日
比
野
進
（
名
古
屋
大
・
第
一
内
科
）

藤
森
速
水
（
大
阪
市
大
・
産
婦
人
科
）

恥
部
真
広
（
東
京
医
大
・
薬
理
）

松
田
武
（
阪
大
・
衛
生
）

宮
本
忠
雄
（
埼
玉
・
草
加
市
）

森
優
（
九
大
・
解
剖
）

毛
利
孝
一
（
愛
知
・
名
古
屋
市
）

矢
数
圭
堂
（
東
京
医
大
・
薬
理
）

谷
津
三
雄
（
日
大
・
歯
学
）

山
城
正
之
（
阪
大
・
衛
生
）

山
本
成
之
助
（
新
潟
・
相
川
保
健
所
長
）

米
田
賀
子
（
徳
島
・
阿
南
市
）

編
集
後
記

本
年
最
終
号
を
お
送
り
し
ま
す
。

本
誌
の
発
行
お
く
れ
を
取
り
戻
す
べ
く

先
月
に
引
き
続
い
て
会
誌
の
編
集
に
つ
と

め
た
。
本
学
会
の
発
展
に
は
会
員
数
の
増

加
が
何
よ
り
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
学

会
誌
の
定
期
的
な
刊
行
が
何
よ
り
も
大
事

な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
よ
く
承
知

し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事

情
か
ら
実
現
し
な
か
っ
た
。
会
員
諸
兄
に

深
く
陳
謝
申
上
げ
る
と
共
に
来
年
か
ら
は

な
お
一
層
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
つ
も
り

で
い
る
の
で
会
員
各
位
の
一
段
の
御
協

力
、
御
後
援
を
お
願
い
す
る
。
次
号
か
ら

は
内
容
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
、
た
と

え
ば
文
献
欄
を
復
活
し
、
研
究
者
の
便
に

供
し
た
い
所
存
で
す
。
何
分
と
も
に
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
大
鳥
）
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regardedasalientotheteachingsofmodernmedicine・ Byendeavoringto
coalesceWesternandEasternmedicalknowledge for the further improve-
mentofthewelfareofmakind, Japanesedoctors andresearcherworkers

aremakingasignificantcontribution towards theestablishment ofa new
andmoreeffectivesystemofmedical science.

(Broadcaldate:Februaryl5, 1965byN.H.K's @$speakingofJapan ウヌ､

ノ
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after Japanbecame amodern state, medical treatment was quickly

modernized, andtreatmentofpatientsmovedfromthehometothehospital.

But thesocialstandingofwomenremainedunequal,andit isnotdifficultto

imagineinwhatlightnurseswerefirstregardedbythegeneralpublic.

Thenewhospitalshadtoemployuntrainedwidows ordestitutewomen

asnurses.Then,in1884, twoAmericannurses,TooleandReed,wereinv-

itedtoJapantotraintheJapanesewomeninnursingmethods.Later,more

foreingnnursescametoJapan to teachat various nursingschools.They

endeavoredtoinstil theloftyspiritofFlorenceNightingaleintotheresponsive

Japanesenurses.

Thelevelofmedicalscienceinanycountryis said tobebasedon the

existingsystemofmedicalcare, theknowledge skill of those engaged in

themedicalprofessionandthemedicalknowledgeofthe peopleingeneral.

Japanisatpresent in thetransitionalstageofmovingforwardtoasystem

ofcompletemedicalcare.Whilewemaylook forward to this day, let us

seehowthecountryistrainingitsdoctors.

Germal,ywasadoptedasamodelacenturyago,buttheGermanteaching

methodsweregraduallyrevised to suit local conditions. At the endof

WorldWarn, theGermansystemwasreplacedbyAmericansystem.

TherearenowinJapan46medical colleges and9dental colleges, and

approximatelylOO,000doctors.The nursing systemwas alsoamericanizd
afterthewarandare trainedat theuniversity level.Medical knowledge

amongthepeoplehasrisenconsiderably,but it isfelt thattheachievements

､ofresearchbyspecialistsshouldbemoredirectlylinkedtothepeople.

WhIletheperiodof 30years afterl868maybedescribedasbeingthe

stormiest in thehistorjof Japanesemedicine,medical science itselfhas

providedtheworldwithanageonmiracies in the past lOOyears・ The

successesscoredinJapanmaybeattributedtotheinborncharacteristicsof

thenation,butwhatshouldnotbeoverlookedisthefact thatthebasisfor

therevolutionaryachievements laidoverl,500yearsagowhenJapanbegan

todependonChinesemedicine. Itwas this storehouse ofknowledFand

experienciethatgeneratedprogress inthemodernageofmedicine.
Thef,,tureresponsibilitiesofJapan'smenofmedIcal science includenot

onlvtheircontributions totheworldofmodernmedical sciencebut also
〆

scientific expositionof ancient indigenous Easternmedical knowledge,
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Activeresearchrelatingtoartificialcancerwascarriedout ingreat earnest

inJapan, inl932TakaokiSasaki, TomizoYoshida, andothers artifically

producedlivercancermice.CancerresearchstillcontinuesactivelyinJapanese
medicalcircles.

ThecontributionsbyJapaneseinthefieldofpharmacologyover thepast
centuryharebeennotewortky. Ofworld importancewasthe success of

NagayoshiNagai inl888inextractinganalkaloidcalledephedrineasuccess

whichturnedthe eyes of themedical profession throughout theworld

onJapan. Thismaterial, acomponent contained inherbs longused in

China,was alsosyntheticallyproducedbyNagai l909，Ithasnowbecome

anindispensablemedicine.

JokichiTakamine,whilestudyingintheUnitedStates,discoveredinl900

theadrenalinof theadrenal hormone, andUmetaroSuzuki, also inthe

UnitedStates, succedded inextracting the substanceknownas oryzanin.

Thiswas laterrenamedvitaminandclassifiedasB, apioneer invitamino-

logy. Inthisfield, in1924,KatsumiTakahashi isolatedVitaminAanddete-

rmineditsstructural formula・ It is interestingtonotethattheJapanesebeen

pioneersinbothvitaminAandvitaminBresearch.

Component research onherbmedicine, which is indigenous to the

Orient, hasmoreorlessbeenamonopolyof Japanesenledicine.Manyof
theherbsarenowusedinmodernmedicine.

Ontheother l'and, thepostwar introductionof streptomycin, an anti-

tubercularmedicine,has, despiresomesideeffects、succeededindecreasing
thedeathratefromtuberculosisby73percent between theyears l847to

1955, thus prolonging the average life spanof the Japanese. In l957,

professorHamaoUmezawaofTokyoUniversitydiscoveredandproduceda

newantibiotic, kanamycin,whichhassincebeenexportedoverseas.

AtpresenttheJapanesemedicalprofessionisfacingacriticalsituation, but

nursing, oneoftheoutstandingfactors inmedicalcare, isatahighlevel,

notwithstanding the fact theworking conditions are less favorablethan

thoseexistingintheadvanced countriesoftheWest situation,Whatare

someofthereasons forthishighlevel intheJapanesenursingprofession？

Fromdaysofold,careforthesickandagedhasbeentaught inJapanas

apartofBuddhistmoralitywithin the familiycircle. Froml868onwards,
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Kruseatani,,ternationalmedicalmeeting.Afterthedebate, thecommittee

decidedtocall thebacillus theShiga-Krusebacillus.Lateradifferenttype

ofdysenterybacilluswasdisoovered. Inl903twomore typeswere added″

bytheKenzoFutakigroup.TohonorthegreatachievementsofDr.Shigain
classityingthebacilli, thegenericnameofShigellaisaddedtoalldysentery
bacilli.

ShigaalsostudiedunderthefamousDr. Ehrlich. In l904, hediscovered
thatsynthetictrypanrotaffectedthespecial pathogenicorgan.Thiswas theｰ

first stepinchemotherapy.

HideyoNoguchiwhowas born in l876anddied inl928was a self-
educateddoctor. Inl898he realizedhis lifelong ambitionofworkingin

acommunicablediseaseresearch institute as anassistant, andcame into

contactwithKitasato. It isacoincidence that amonghis colleagueswas

SahachiroHata,whowastolater joinDr.Ehrlichinproducingorthesocalled

No. 606, aspecificforspirochaete.

Noguchiwhowent toAmericascoredgreatachievements intheRockefe-
ller lnstitute・ In l911, he improved themethodof cultivatingsyphillis

spirochaete, andinl913,withthe confirmationof thepathognicorganof
degeneratesyphillis,Noguchi'sfamespreadthroughouttheworld.Froml918
hewasabsorbedinYellowFeverresearch,but inl928hepassedawayinthe

interiorofAfricaaftercontractingthedisease・Forhismanyaccomplishme-G U

nts intheworldofmedical science and forhis heroic death, he is still

respectedbypeoplesofmanynations.

Only80yearshavepassedsinceOgata started the studyofbacteriology
inJapan, but theachievements of the Japanesehavereceived international
recognition.

Animportantmedical themeofthe20thCenturyhasbeenthetruenature
ofcancer. TheGerman pathologistRudolfVirchowwasquicktosuppOrt

thetheoryofstimulation,bulnocountrywasabletoproduceexperiementalご

proofofthistheory.

However,KatsusaburoYamagiwa, Professorof pathologyat theTokyo

University,whowasborninl863, jointlywithKoichi lchikawa succeeded
C

intheartificialgrowthof cancerby.applying..tar to theear ofa rabbit.
Whenthisresultwasannouncedinl9I5, itconfirmedtheVirchowtheorX
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against thedeadlydisease.Thismethodwas, indeed, theforerunnerofthe

presentsero-therapy.

AmongOgata's studentswas ShibasaburoKitasato, who later studied

bacteriologyunder theworldfamousRobertKoch. Kitasatoamazed the

worldinl889bycultivatingthetetanusbacilli・Thisbacilluswasdiscovered

fiveyears earlier, but because ithadthe characteristicofnot growingin

thepresfnceofoxygen, itwashithertoimpossibletoobtainapureculture.

Kitasasato'smethod,however,madeitpossibletopurelycultivateall similar

bacilli, openingupawiderfieldofresearch.

This initialsuccessdidnot satislyKitasato. Heobtained toxin, injected
it intoanimalstobuildupimmunity, and fromthebloodof theanimals

extractedanewmatterintheformofantitoxin. Hecarriedoutatireleess

researchintothetreatmentofdiseases. Inl890hewassuccessfulindetecting
thediptheriabacillus,inthefollowingyearinachievingtetanusimmunityand
inmakingantitoxin. These accomplishments not .onlymadesero-therapy
possible,butalso contributed towardssharplyreducingthedeathratefrom
manydreadeddiseases.

WhileKitasatowasassistingKochintuberculosisbacilli research、theJa-

panesegovernmentstronglyurgedhimto returnhome. On returning to

Japaninl892, hefound tohis disappointment, that, owingtothelackof

sufficientgovernmnet funds,hisresearchwasseriouslyhandicapped.Withthe
helpofprivate contributions, hewas finallyable to set upa research
instiutewhere he traineda number of promisingmedicalstudents.This

laboratorywas later tobecome theKitasatoResearch lnstitute and the
MedicalDepartmentofKeioUniversitV.

TheTokyoUniversity laboratorydirectedbyOgata and theKitasato

Researchlnstitutecompetedwitheachother in the fieldof bacteriological
research.Dr.KiyoshiShiga,whostudiedunderKitasato,won international

●

fameindysenterybacillusresearch.Borninl870,Shigawasonly27inl897－

whenheannouncedthediscoveryofthedysenterybacillus,but themedical

worldofhisdaywou]dnotacknowledgehisdiscovery.Inl900,Dr.Kruseof
GermanydetectedabacilluswhichcloselyresembledtheShigabacillusfrom
apatient sufferingfromdysentery・ The onlydifference appeared to be
whetherornot itengagedinpeculiarexercise.

Inrhefollowingyear,ShigawenttoGermanywherel,eheldadebatewhere
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aboutthesametime.

早

In1868, a newJaPanwas inauguratedunder apolitical systemof

imperial rule. Indeterminingthe futuremedicalsystemof Japan, thenew

government inl870decidedtofollowtheGermansystem. Thegovernment

hadearlieremployedtheservices ofa,,Englishman,WilliamWillis, who

hadrenderedvaluableassistancetotheMeijiGovernment・Thegovernment

wasalsoawareofthemeritoriousactivities ofDr. JamesCurtisHepburn

inYokohamaandotherAmericanProtestantmissionarvdoctors・Thus,the

Germansystemwasselectedaftercarefullyconsideringtheothersystemsof
Westerncountries.

Until theyearl890,medicaleducationinJapanwaschieflyInthehands

of instructors invited fromGermany・Butwith the return to Japanof

medicalstudentswhohadstudied abroad, medicine in Japan assumeda

newform, centeringaroundtheforeigntrainedJapanesedoctors.
■

Inreviewingthe achievementsofmedical researchbyJapanesedoctors

fornearly50yearsbetweentheendofthel9thCenturyandthebeginning

ofthe20thCentury, theirsuccesses inthefields ot bacteriology, immun-

ology, parasitology, pharmacology, anatomy, andpathologyhave been

noteworthy.TheseJapanesedoctors,mostofwhomhadstudiedinGermany

andtheUnitedStates, alsotooktheinitiative inconducting research into

sero-therapy, chemo-therapy, hormonesandvitamins.Weshallnowpresent
afewnotableexamples.

Thefirstbacteriologist in JapanwasMasanoriOgala・ Estsblishing the

{irstDepartmentofHygieneatTokyoUniversity in l885, hebCcame its

firstpofessor.AIthoughat the timebCcteriologywas not an independent

subject,Dr.OgatacarriedoutbacteriologIcal research.Althoughinl885he

hadreportedthediscoveryofavirusfromthebloodofapatientsuffering

fromBeriberi,anendemicdiseaseoIJapan, thiswasanoperationalmiscal-

culation.Later in l890,hewashighlysuccessful inpreventingandtreating

anthrax, adreadedcommunicablediseasefo,'ndin liveslock.

Byextractingbloodfromlivestock thathadanatural immunitytoan-

thraxgerms,Dr.Ogatawasabletotreat livestock sufffringfromanthrax

withthisblood.At thesamC time, by i,,jecting this blood into livestock

thatwerenot affectedbythedisease,hewas able tobuildupresistance
4

（65 ）



ThePastlOOYeais,ACenturyofJapaneseMedicine.

ISHIHARAAkira

lnstituteoftheMedicalHistory,

YokohamaMunicipalUniversity

SchoolofMedicine.

Modernmedical sciencebeganinJapanaboutlOOyearsagoinl857. On

Novemberl2, 1857,Dr,PompevanMeerdervOortwhobeeninvitedbythe

JapaneseGovernmentbeganteachingmedicineinNagasaki.The28yearold
doctor，educatedat theDutchMedicalSchool,wasinstructedtoteachevery-

thingthatheknewaboutmedical science to theyoungJapar'ese students

who, fortheirpart, resistedthedoctor's earnestefforts. Themain reason

forthisattitudestemmedfromthefact that theyhadnounderstandingat

alloftheimportanceofscien(､e，

Medical practice in those dayshadbeendeeply indebded inChinese,

basedonthemethodologyof ,]aturalphilosophywhichhadbeen introduced
ihtoJapansomel300yearsago.Thedoctorswere, therefore｡ unprepared

tdaccept thenewapproachofscientificmethod.However, the leamingof

Westernmedicine, beganinthemi(ldleofthel7thCentury, rreceivedatre-

mendous impetuswiththearrival ofDr. Pompe.Neverbeforenor since

hastherebeenadoctorwhohas lecturedonall phasesofmedical scie''ce.

Duringhisshort stayof fiveyeaIrs, theyoungdoctor expended every

ounceofhisyouthful energy towards establishing thebasis ofWestern

medicineinJapan. Inl860thefirst foreign-stylehospitf'l ofl20bedswas

setuPinJapan, aforerunnerofthepresentMedicalDepartmentofNaga-
■

sakiUniversity.

SomewhatearlierinYedo,in1858,82privatemedicalpractilionersunited

toorgfmizemedical facilitiestopopularizevaccination・This, inturn,became

theforerunneroftheMedicalDepartmeutofTokyoUniversity.Theremark-

abledevelopments inJapanesemedical sciencewhichlater followedowe

agreatdeal tothemedical schools estadlishedinNagasaki andYedoat
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●富士川勝先生

生誕100年記念出版

日日本蕊
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富士川勝先生の日本医学史における功

績はまことに偉大にして不朽である。こ

とし昭和40年は先生が慶応元年(1685年）

広島県に誕生されてから正に100年にあ

たる。

富士川先生の著書としては「日本医学

史｣(明治37年刊)，「日本疾病史上巻｣(明

治45年刊)，「日本医学史綱要｣（昭和8年

刊）が最も重要であり，いずれも20世紀

前半の日本を代表する稀代の名著で，多

くの年月を経た今でも，その内容の価値

は，その後に出た類書が足もとにも及ば

ぬくらい高い。しかしその名著も，近年

は入手切望者が容易にその望みを達せら

れないのが実情である。

わが社はここに，日本医史学会が富士

川先生生誕100年を記念して「日本医学

史綱要」を複製出版するにあたり，これ

を世の読書士に提供するため，乞いて出

版することにしたものである。

A5判335p/\2,000〒120

医歯薬出版株式会社

東京都文京区駒込片町32
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